


























Eクラス冒険者は果てなき騎士の夢を見る




「先生、ステータス画面が読めないんだけど」








夏柘楽緒
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次







プロローグ

Ⅰ章‐Ⅰ　万年Ｅクラスの冒険者

Ⅰ章‐Ⅱ　最強の冒険者

Ⅱ章‐Ⅰ　夢の足跡

Ⅱ章‐Ⅱ　竜の足跡

Ⅲ章‐Ⅰ　噓吐き魔法使い

Ⅲ章‐Ⅱ　泣き虫魔法使い

エピローグⅠ

エピローグⅡ

あとがき

プロフィール














　それはまだ俺が十歳の頃、学校のある授業でのことだった。

　ライ・オルガスにとって、ある意味ではすべての始まりとなった日だ。

　俺の暮らすフレンス王国では、学校に入学した翌年に初めて、自分のステータス画面を確認できる『ステータス』の魔ま法ほうを教えられる。

　貴族の家いえ柄がらなら、それ以前にこっそりと親から教えられることもあると聞くが、あくまでも王国の法律上では十歳で習得するようにとなっている。

　ステータスの魔法は習得が極きわめて簡単で、これを使えない者はいない。

　そもそも、自分のステータス画面を開閉するこの魔法が使えないとなると、人生のあらゆる面で困ることになるだろう。

　ステータス画面──それは自分の『レベル』と『能力値』、なにより神が与えた『才能スキル』を一目で確認できる魔法の画面。

　人々はステータス画面を見て自分に向いている職業がなにかを判断するし、あとどれだけ努力すればレベルが上がって強くなれるのか、スキルの熟じゆく練れん度どを上げられるのかを確認する。進学や就しゆう職しよくの面接などでは、人ひと柄がらを見られる前にステータス画面の提示を求められる。

　人生のあらゆる面で重じゆう要よう視しされ、つきまとうのがステータスというものだ。

　だからみんな、このステータスの魔法を教えてもらえる日を楽しみにしていた。

　楽しみなのは俺も同じだった。

　自分にはどんなスキルがあるんだろう。実はなにかの能力値がすごく高いかも知れない。と、昨夜は興こう奮ふんのあまりなかなか寝付けなかった。

　そして今、派は遣けんされてきた教会の司し祭さい様からステータスの魔法を教えてもらい、緊張しながらその呪じゆ文もんを唱えようとしていた。

　オープン──その一言ですべてがわかる。

「どうか戦せん闘とう系けいスキルがありますように。それか魔法系のスキルがありますように」

　声に出して念じた後、オープンと口にする。

　すると目の前に、光り輝かがやく半はん透とう明めいの魔法の画面が現れた。

「すげぇ！」

「ニルドが剣士スキルＡランクだって！」

「え？　Ａランクってそのスキルの最高ランクなんだろ!?」

　同時に教室の前の方でクラスメイトたちの歓かん声せいが上がっていた。

　その中心で胸をはっていたのは、クラスで一番大おお柄がらで我わが儘ままなニルドだった。

　ニルドは自分のステータスを見せびらかすように周りに見せては、スキル欄らんに表示された『剣士スキル』のランクを声に出して確認させていた。

「ぐぬぬぬぬ」

　正直に言ってうらやましい。Ａランクのスキルを手に入れられる人間は、一○○○人に一人と聞いている。しかも戦闘系スキルの剣士スキルとなれば、将来、王おう国こく騎き士し団だんへの入団が約束されたも同然だ。

「すごいわね、ニルド。剣士スキルＡだって」

　自分のステータスを確認することも忘れてニルドに嫉しつ妬との視線を向けていると、ふわふわとした金きん髪ぱつの女の子が話しかけてきた。

　幼なじみのシスティナだ。

　システィナとは教会が運営する同じ養よう護ご施し設せつで育った仲だが、親のいない俺とは違って、教会から派遣されてきた院長先生の実の娘である。とはいえ、俺にとっては他のチビたち同様に妹のような存在だ。システィナからしてみれば、俺こそが弟みたいな存在らしいが。

「ねえ、ライはステータスどうだった？」

「と、そうだ。俺、ステータスを見ようとしてたんだった」

　システィナに言われ、ようやく当初の予定を思い出す。

　覗のぞき込こもうとしてくるシスティナの視線から隠かくしながら、改めて自分のステータス画面を見る。

　……あれ？

「なあ、システィナ。ステータス画面って何語で書かれてるんだっけ？」

「聖せいハレヤ語よ。これまでの一年、みっちり教わったじゃない。もしかして忘れちゃったの？」

「そんなわけないだろ。馬ば鹿かのニルドにだって読めたんだぞ」

「じゃあなんでそんな質問したのよ？」

　気の強いシスティナはむっとした表情をしたあと、「あっ」となにかに気付いて気まずそうに視線をそらした。

「そ、その、戦闘系スキルがなくたって落ち込むことないわよ。職人系スキルを上う手まく使って騎士として大たい成せいした人もいるって話だし」

　システィナは俺の夢が騎士になることだと知っていた。そして騎士になるには、戦闘系スキルもしくは魔法系スキルが必要不可欠であることも。

　俺の態度が自分のステータスを信じたくないからとでも思ったのか、慌てたように慰なぐさめの言葉を並べ立ててくる。

「それに騎士だけが道じゃないわ。なんのスキルも与えられない人はいないわけだし、それがどんなスキルであれ、熟練度を上げていけば、きっとその道で成功してお金持ちとかにもなれるわよ」

「農のう耕こうスキルＥとかでも？」

「な、なれるわ！」

「いや無理だろ農耕スキルＥじゃ。畑の実りが少しよくなるだけって聞いたぞ」

「なれるの！　もしなれなかったら、私が一生養やしなってあげるわよ！」

　なぜか怒り出して、システィナはオープンと唱えた。

「ほら！　私、お母さんと一緒で聖職者スキルあったの！　それに加えて治ち癒ゆ魔法スキルも！　どっちもＢランクだし、これなら教会内で結構いいところまで行けるわ！　それでライのこと養ってあげるというか、そ、その、け、けけけ、けっ……して、あげるというか……」

　自分のステータスを見せてきたシスティナは、耳まで真っ赤になっていた。

「と、とにかく、Ｅランクの農耕スキルしかなくても元気出しなさい！」

「え？」

「えっ？」

　顔を見合わせる俺たち。そこでようやく俺はシスティナの勘かん違ちがいに気がついた。

「俺、別に農耕スキルしかなかったわけじゃないぞ？」

「なによそれ！　あんな言い方するから、それしかなかったんだと思ったじゃない！」

「そもそも農耕スキル自体がたぶん俺にはない」

「たぶんってどういうことよ？　もう、隠してないでステータス見せなさいよ！」

「こら！　人のステータスを勝手に見るのはよくないんだぞ！　えっち！」

「うるさいわね！　私とライの仲じゃない！」

　システィナは背中にくっついてきて、強引にステータスを見ようとしてくる。

　騒ぐ俺たちを他の生徒が生なま暖あたたかい目で見てくる。頰ほおをぴたりとくっつけるようにして言い合っている俺たちは、さぞ仲のよい兄妹きようだいのように見えていることだろう。おもしろくなさそうな顔で見ているのは、ニルドくらいのものだった。あいつ、システィナのことが好きみたいだからな。

「どれどれ」

「あっ！」

　少し他のことに気を取られていた所せ為いで、システィナにステータスを覗き見られてしまう。……今更だけど、クローズでステータス画面を閉じればよかったな。

「なにこれ？」

　システィナが俺のステータスを見て、それから先ほどの俺のように首をかしげた。

「やっぱり、俺のステータスっておかしいよな？」

「おかしいというか、うん、おかしいわね」

　俺たちは自分たちのステータス画面を見比べてみることにした。

　まず正常なシスティナのステータス画面には、聖ハレヤ語で以下の記載がされていた。









　一方、俺のステータス画面がこちらである。









　聖ハレヤ語とは似ても似付かない変な記号のようなものが羅ら列れつされている。

　しかもそれは刻一刻と移り変わっていき、一瞬だって固定されることはなかった。

　システィナと至し近きん距きよ離りで顔を見合わせて、まったく同じタイミングで首をひねる。こんなステータス画面は今まで見たことも聞いたこともない。

「だ、大丈夫なのこれ？　なにかの病気じゃないの？」

「怖いこと言うなよ。すぐに普通のステータスに戻るって。たぶん」

「ひ、ヒーリングかけてみようか？」

「大丈夫だってば」

「ならせめて先生に相談してみよ？　ね？」

「……わかったよ」

　システィナが泣きそうな顔をするものだから、俺は手を挙げて一番頼りになる人に報告することにした。

「先生、ステータス画面が読めないんだけど」

　この一言が、俺にとって辛つらく険けわしい道へ続くこととは知らずに……。













　目覚めは最悪の気分だった。

「うがぁ……頭いてぇ……」

　昨日しこたま安やす酒ざけを飲んだ所せ為いだ。誰かが頭の中で金かな槌づちを振るっている。

　こんな日は一日中宿のベッドの上で寝転がっていたいものだが、生あい憎にくと俺の財布は風に飛ばされてしまいそうなほど軽い。今日の宿代を稼かせいでこないと、この寒さむ空ぞらの下で野の宿じゆくする羽目になる。

　それに朝の日課をさぼるわけにもいかない。

　頰ほおを叩たたいて気合いを入れると、簡単に身支度を整え、壁に立てかけてあった愛あい剣けんを手に部屋を後にする。

　俺が長く宿として使っている『黄おう金ごんの雄おん鶏どり亭てい』は、二階建てのお店で、一階を食堂として宿泊客以外にも開放していた。

　二階には狭い客室が四つしかないのに対し、食堂の広さがそれ以上の規模なので、宿屋というよりも料理屋に泊まれる場所が付いているといった方が正しいかも知れない。

　本格的な酒場というわけではないが、『黄金の雄鶏亭』はこのフレンス王国の王都ラシェールの冒険者たちに人気だった。夜ともなれば荒くれ者たちが団体でやってくる。料理が美お味いしいというのもあるが、それよりも彼女の存在が理由としては大きいだろう。

「ライさん。おはようございます！」

　食堂で俺を出迎えてくれたのは、明るい笑顔が魅み力りよく的てきなロロナちゃんだった。












　年ねん齢れいはまだ一六歳。俺より二つ年下だ。亜あ麻ま色いろの髪を頭の後ろでまとめ上げ、ひたいに汗をにじませながらせっせと料理を運んでいる。翻ったスカートの奥に垣間見える健康的な太ももが、二日ふつか酔よいの朝にはまぶしかった。

「おはよう、ロロナちゃん。悪いけど水を一杯もらえないか？」

「かしこまりました。ご一緒に野菜たっぷりのホワイトシチューはいかがですか？　二日酔いに効くって評判なんですよ」

「あ～」

　さすがは『黄金の雄鶏亭』の看かん板ばん娘。俺が二日酔いなのはお見通しらしい。

「すごく魅力的だけど、今日はやめとく。依頼クエスト受けてこないと金がないんだ」

「あれ？　でもライさん、昨日もその前もクエスト受けてましたよね？　他の冒険者の方が、三日に一回クエストを受ければ暮らしていけるって言ってましたけど」

「それはＣクラス以上の冒険者の話だよ」

　同じ冒険者でもクラスというものがある。

　上はＳクラスから下はＥクラスまで。クラスが上がるほど受けられるクエストの報ほう酬しゆうも高額なものになり、多くの冒険者の中で一ひと握にぎりしかいないＡクラス以上ともなれば、少年少女たちの憧あこがれである王国騎士団の平ひら団員よりも高給取りだ。

　けど上がいれば下もいる。

　底辺は毎日必死に依頼をこなさなければ、その日をしのぐこともできないのだ。

「俺は万年Ｅクラスの冒険者だからな。汗水垂たらして働かないと」

　ロロナちゃんに水だけもらって、俺は朝の日課をこなすべく『黄金の雄鶏亭』をあとにした。





　　　　　◇◆◇






　日課をこなしたあと、俺は冒険者ギルドに足を運んだ。

　早朝にもかかわらず、ギルド内はよりよいクエストを求める冒険者たちであふれかえっていた。

　特にＤクラス以下の冒険者でも受けられる下級のクエストボードの前には、大勢の冒険者たちが詰めかけていた。ギルド職員の手によって新しいクエストが貼はられるたびに、軽い争そう奪だつ戦せんが起こっている。

　嫌だな。あれには参加したくない。

　頭痛はだいぶよくなったが、それでも体調は万全とは言いい難がたいのだ。

「仕方ない。今日も不特定狩しゆ猟りようクエストを受けるか」

　俺は直接クエストの受付カウンターに足を向けた。

　三つある窓口の中から選ぶのは、もちろんなじみの受付嬢じようのいるカウンターだ。

「おはよう、リカさん」

「おはようございます、ライさん。今日もいつものでよろしいですか？」

　冷たい表情と起き伏ふくの少ない平へい坦たんな声音で俺を出迎えてくれたのは、俺が冒険者になったときからずっと面倒を見てもらっているリカさんである。












　銀色の髪が印象的な美人さんなのだが、相手をにらむような鋭するどい目つきと、丁てい寧ねいだが聞き手によっては冷たく感じてしまう事務的なしゃべり方によって、新人の冒険者には避さけられがちなギルド職員である。

　だからもうすぐ二十歳なのに彼氏の一人もいない。

「ライさん。今、変なことを考えませんでしたか？」

「なんのこと？」

　鋭い！　怖い！

「……まあ、いいでしょう。少々お待ち下さい」

　リカさんは近くの棚から羊よう皮ひ紙しとペンを取り出すと、手慣れた様子で記入していく。

　彼女が今作ってくれているのは、クエストボードに貼られている個別クエスト、つまり依頼人がいて成功報酬が出るようなクエストとは違い、純じゆん粋すいに不特定のモンスターを狩るだけの不特定狩猟クエストに必要となる通行許可証だった。

　この不特定狩猟クエスト、受ける冒険者はほとんどいない。

　たしかに冒険者はモンスターを狩る。けどそれはクエストの目標として、あるいはクエストの過程において障害となるため倒しているだけであって、本当の目的はクエスト達成時に得られる報酬なのだ。倒したモンスターの素材はあくまで副収入に過ぎない。

　一方で不特定狩猟クエストは、モンスター素材の買取金額がそのまま収入となる。

　もちろん、モンスター素材の中には高値で買取してくれる物も多い。それでも成功報酬は特に出ないため、苦労の割には対価が見合わないというのが冒険者共通の認識だった。

　他にも個別クエストを達成していかないと上のクラスに上がれないからとか、純粋に目標が設定されておらず、自分のレベルに見合わない敵が現れる可能性もあって危険だから、というのも理由としては大きいか。

　冒険者などと呼ばれているが、実際はそこまで冒険などしない。

　自分のステータスとクエストの難なん易い度ど、モンスターのレベルとを突き合わせて考こう慮りよすれば、最低限の安全は確保できる。

　危険はつきまとうが、馬ば鹿かをやらなければ命まで落とすことはほとんどない。それが冒険者という職業なのである。

「……俺以外は、な」

「なにかおっしゃいましたか？」

「なんでもないよ。俺もたまには普通の依頼を受けたいなぁと思っただけさ」

　リカさんが無言で下級のクエストボードを指さした。

「ごめんなさい。俺に一人であの人混みをかき分けていく勇気はないです」

「であればパーティーを組んで下さい。それだけで危険度は大幅に下がるのですから」

「やだなぁ、リカさん。俺みたいな三年間もＥクラスやってる冒険者と、今更パーティーを組んでくれる相手がいるわけないだろ？」

　冒険者はＥクラスから始まり、遅くとも半年あればＤクラスに昇格できる。一年あればＣクラスに上がっていてもおかしくはない。

　それ以上は持っているスキルに左右されるが、それでも冒険者歴三年ともなれば、Ｂクラス冒険者の仲間入りを果たしていても驚くほどのことではない。逆に三年もＥクラスということの方が驚きである。

「ぷっ」

　だから後ろに並んでいた年若い冒険者たちが思わず吹き出しても、まあ、仕方がないというものだ。

「噓うそだろ？　あんた、三年も冒険者やっててまだＥクラスなのか？　Ｄクラスに昇格するのに必要なレベルってたった10レベルなのに？」

「そうだよ。10レベルと二十件の依頼達成でＤクラスに上がれるな」

「そうそう。依頼達成二十件ってところが少し面倒だけど、レベル10は簡単すぎるだろ。冒険者になるときには、普通それくらいのレベルになってるしさ」

　リーダーらしき少年の言葉に、他の三人が自分のステータスを開いて俺に見せてきた。

　右からレベル13、14、14。しかも最後の奴は剣士スキルを持っている。

「ちなみに俺もレベル14ね。あんた、レベル今いくつなんだよ？」

「さあな。言わないといけない理由があるか？」

「そりゃないぜ。俺たちなんてステータスまで見せたのに」

「勝手に見せてきてなに言ってるんだよ」

「いいじゃん。ステータス見せてよ。絶対に笑わないからさ」

　すでにニヤニヤと笑っているこの少年が、実際に俺のステータスを見たときどんな反応をするのかは気になったが、そのあとが面めん倒どう臭くさそうなので無視することにした。

「なんだよ。ケチだな。そんなだからレベル10にも上がれないんだよ」

　違ちげぇよ。俺がケチなのは金がないからだよ、とは反はん論ろんせず前を向く。

　リカさんがものすごく不ふ機き嫌げんそうな顔でこちらをにらんでいた。

「ごめんなさい」

「どうしてライさんが謝るのですか？　なにか悪いことをされたのですか？」

「いやだって目が」

「鋭いのは生まれつきですがなにか？」

「申し訳ございませんでした」

　今度こそ本気で頭を下げると、リカさんはため息を吐ついて、それから書き終わっていた許可証を渡してくれた。

　その際、俺の耳元に顔を寄せて囁ささやいた。

「すみません。ライさんがＥクラスなのには理由があるのに」

　リカさんにそれを言われてしまうと弱い。

「いいさ。こっちこそ、色々と気を遣わせて悪いな」

「お気になさらず。これが私の仕事ですので」

　表情を消したリカさんは、いつもの見送りの言葉を口にした。

「いってらっしゃいませ。どうかお気をつけて」

「ああ。いってきます」

　軽く手をあげて俺はクエストに出発する。

「ちょっ、なんで!?」

　後ろに並んでいたあいつらがリカさんのクールな対応に悲鳴を零こぼしていたが、割といつものことなので気にせずギルドを出ることにした。




　王都を囲む城じよう壁へきを通り抜け、主要街道とは別方向に少し歩くと、視界を塞ふさぐほどの深い森が目の前に現れた。

　入り口に立つ見知ったギルド職員に、リカさんに発行してもらった通行許可証を提示し、森の中へと分け入っていく。

　隣国まで続くこの大森林は『魔まの森もり』と呼ばれていた。

　多くのモンスターを育はぐくむ文字通りの魔の森で、王都の冒険者たちは主にこの森から現れたモンスターと戦うことになる。

　出しゆつ没ぼつするモンスターのレベルは、上はＡクラス冒険者でないと倒せないような討とう伐ばつ推すい奨しようレベルが50近い怪物から、下は冒険者でなくとも倒せるレベル１の雑ざ魚こと幅広い。

　三年間も冒険者をやっている俺である。さすがに雑魚敵に手こずることはない。

　襲おそいかかってくる虫型モンスターをばっさばっさと斬きり捨すて、獣けもの型がたモンスターをすれ違いざまに一いつ刀とう両りよう断だんして、どんどんと森の奥に進んでいく。

　お金がない現状、本来であれば倒したモンスターから換かん金きんできる素材をはぎ取れるだけはぎ取るべきなのだろうが、ここまで一撃で倒せるような雑魚にしか遭そう遇ぐうしていない。なら大したお金にはならないだろうという判断で、俺は振り返ることなく進み続けた。

　強いモンスターは森の奥に生息していることが多い。強いモンスターほど、やはりはぎ取れる素材も高額なものになる。大物を仕留めれば、職員が素材の回収を手伝ってくれて、なおかつギルドまで運うん搬ぱんしてくれるというオマケ付きだ。

「お手頃な奴はいないかね、っと」

　その大きな影を見つけた俺は、素早く近くの木の陰に身体からだを隠した。

　森の中を流れる小川の水をのんびりと飲んでいたのは、カウンターベアーと呼ばれるモンスターだった。

　姿形は腕が異様にふくらんだ大きなクマで、その腕の一振りで大木をなぎ払い、鎧よろいを着込んだ戦士の腹に穴を開ける。

　さらに厄介なことに攻撃への反応速度が速く、こちらが攻撃したと思ったら、逆にパンチをもらって昇しよう天てんしていたというのはよく聞く話である。

　討伐推奨レベルは35。Ｃクラスでも上位の冒険者でなければ単独では倒せない、文句なしの強敵である。

　だが弱点がないわけではない。

　カウンターベアーは相手の攻撃を見てからの素早いカウンターが特徴、つまり相手の攻撃を目で捉とらえて動くということだ。鼻や耳があまり利かないのである。さらに腕以外の肉はさほど硬かたくなく、名剣とは言い難い俺の愛剣でも急所まで届くだろう。

　絶対に倒せない敵というわけではない──そう考えてしまっている時点で、自分がどうしたいと思っているかはわかり切った答えだった。

　挑みたい。倒したい。勝ちたい。

　今まで俺が倒したことのあるモンスターの最高討伐推奨レベルは33。つまり俺は33レベル相当の力を持っているということだ。

　そしてあのカウンターベアーを倒せれば、俺は35レベル相当の力を持っているということになる。自分は強くなっているのだと、確認することができるのだ。

　俺は細さい心しんの注意を払いながら、カウンターベアーの背後に忍び寄った。

　死角からの強きよう襲しゆう。勝ち筋はこれしかない。気がつかれたら終わりだ。

　たしかカウンターベアーのステータスの筋力値は２００近かったはずだ。これは同レベル帯のモンスターに比べて倍近い数値である。当たり所が悪ければ、一撃で死ぬ可能性が高い。

　他の冒険者なら、ここで改めて自分のステータスを確認して勝率を計算するのだろうが、俺の場合はそんなことをしても無意味だと知っている。

　耐久値がカウンターベアーの一撃に耐えられないくらい低いかも知れないし、逆に問題ないくらい高いかも知れない。耐久値的には耐えられても、気がつかないうちに状態異常となっていて体力値が減少し、今は一撃で死んでしまう状態かも知れない。

　感覚以上のことはわからない。わからないのだ。

　だから怖い。額に汗がにじみ、あごを伝って地面に吸い込まれていく。

　けどわからないからこそ、俺は夢に近付くために挑めるのだろう。

　すべては憧あこがれの騎士になるために──カウンターベアーの真後ろを取った瞬間、俺は全身のバネを使って跳とんだ。

　空中で剣を振りかぶり、そして──……。




「クエストお疲れ様でした」

　陽ひがもうすぐ暮れ始めようという頃、ギルドに戻ってきた俺を、ちょうど資料を手に通りかかったリカさんが出迎えてくれる。

　彼女は俺の顔を見ると、『おや？』という感じに眉まゆを上げた。

「ライさん、なにかいいことでもありましたか？」

「わかるか？　わかっちゃうか？」

「ええ。わかってしまいますよ。何年担当してきたと思っているのですか？」

「そうだよな。いや、リカさんにはいつもお世話になってるよ。そうだ。よかったら今度一緒にご飯でも食べにいかないか？」

「食事ですか？」

「ああ、俺のおごりだ」

「ライさんのおごりとは珍しい。ですが……遠えん慮りよさせていただきます。ギルド職員として、一人の冒険者の方に肩入れしていると周りに思われるようなことは出来ませんので」

　少し考える素振りを見せたが、やはり誘いは断られてしまった。

「そっか。もし気が変わったら言ってくれ」

「そんなことはありませんので、別の方を誘った方がよろしいかと思います」

「残念」

　と言いつつも、この返答は誘う前からわかっていたことなので、そこまでショックでもなかった。

　リカさんは美人なのでよく冒険者から食事等に誘われるのだが、受けている姿をこれまで見たことがなかった。まあ、リカさんの場合、同じギルド職員に誘われても断っているようだが。

「しかし、どんないいことがあったのですか？　万年金欠のライさんがおごってくれるなんてよほどのことだと思いますが？」

「ああ。それはさ──」

「もしかして、ようやくレベル10に上がれたんじゃないの？」

　俺の言葉にかぶせるようにそう言ったのは、今朝絡からんできたパーティーのリーダーだった。俺と同じくクエスト帰りのようで、小馬鹿にするような笑みを浮かべて近付いてくる。

「おめでとう。それはお祝いしないと。なんたってレベル10なんだから。三年かけてレベル10！　すごいすごい！」

　おめでとう。おめでとう。と、リーダーに続いて他のパーティーメンバーたちもはやしたてる。拍手を贈おくり、口くち笛ぶえまで吹く始末だ。

　急激に頭が冷えてくる。

「違う。レベル10に上がったわけじゃない。カウンターベアーを倒したんだ」

「カウンターベアー!?」

「噓だろ！　推奨レベル35だろあれ!?」

　喜びの理由を口にすると、そいつらは顔を見合わせて驚いた。

　そうだ。もっと驚け。カウンターベアーを倒せたことはすごいことなんだ。お前たちみたいな初心者冒険者には絶対に倒せないようなモンスターなんだよ。

　けどリーダーの少年だけは驚くことなく、呆あきれたように肩をすくめてみせた。

「噓うそ吐つくなよ。もし本当にカウンターベアーを倒したなら、その前がどれだけ低いレベルでも、討伐の経験値だけでレベル10以上になってないとおかしいだろ？」

「それは……たしかに」

「そうだよな」

　リーダーの言葉に、他のメンバーたちも頷き合う。

「それにあんた、カウンターベアーの素材も持ってないみたいだけど？」

「そ、それは、いつもどおりギルドの人に任せようと思って置いてきたから」

「苦しい言い訳だな。ていうか、本当にカウンターベアーを倒したっていうならステータスを見せてよ。それでレベルが10以上になってたら信じてやるからさ」

「俺のステータスは……」

「あれ？　どうして見せられないわけ？　やっぱり本当はカウンターベアーを倒してないから？　ステータスを見せられないってことはそういうことだよな？　やっぱりあんたは──」

「そこまでにして下さい。ギルド内で騒ぎを起こされるのは迷めい惑わくです」

　リーダーの言葉を遮さえぎったのはリカさんだった。

　彼女は鋭い視線でリーダーの勢いを押しとどめると、資料の束から一枚の許可証を取り出し、それを彼に押しつけるように手渡した。

「あなた方が今朝欲しがっていた、魔の森への通行許可証です。他の冒険者に絡むほど元気がありあまっているなら、今からそれを持って魔の森に行ってみてはいかがですか？」

「え？　けど今朝、俺たちには発行できないって」

「ええ、危険ですからね。行くというのなら自己責任でお願いします。なにがあっても、私もギルドも責任は負いませんのであしからず」

「俺たちは冒険者だぞ？　そんなのは最初からわかってるっての。まったく、さっさと渡せばいいんだよ。おい！　お前ら、もう一回出かけようぜ！」

　リーダーの少年はリカさんに文句をつけると、他のパーティーメンバーを促してギルドの出入り口に向かった。

「じゃあな、万年Ｅクラスの噓吐き冒険者さん。その目つきの悪いエルフさんの気を引きたいからって噓吐いても、ステータスを見せられなきゃなにも信じてもらえないよ」

　耳につく笑い声を残して彼らはギルドを出て行く。

　……俺は彼らの嘲あざけりに対してなにも言い返せなかった。

　だって当然の話なのだ。彼らは常識を口にしていたに過ぎない。

　どれだけ強い敵を倒そうとも、ステータスを見せられなければ信じてもらえるわけがない。強敵を倒せば、それにふさわしいレベルが結果となって反映される。だから冒険者はおのれのレベルを誇り、これが俺のステータスなのだと周りに誇こ示じするのだ。

　たとえば、俺は先ほどカウンターベアーを倒した。そう思っている。

　けれど。

　もしかしたら俺がその首を切り落とす直前に、カウンターベアーはなにかしらの理由で死んでいたとか、そうでなくとも実は出くわす前から瀕ひん死しだったとか、そういう可能性はゼロではない。

　本来なら、それらの事実も踏ふまえた結果が自分のステータスに反映されるのだが、俺の場合は……。

「……オープン」

　魔法の言葉を口にする。自分のすべてがわかるはずの魔法の言葉を。

　光輝く半はん透とう明めいの魔法の画面が目の前に現れる。









　そこにはもはや見慣れた、けれど決して読めない文字とも記号ともつかないものの羅ら列れつが、今日も元気に動き回っていた。

「ライさん」

　自分のステータスを静かに見つめる俺に、リカさんが声をかけた。

「あえて言うことでもないとは思うのですが、私はライさんがカウンターベアーを倒したと信じていますので」

　その一言で俺は泣きそうになった。

「ありがとう、リカさん」

「お礼を言われるようなことではありません。あくまでも私はこれまでのライさんの仕事ぶりからそう判断しただけですので。他のギルド職員でも、同じことを言ったと思います」

　リカさんは言い訳するように、早口で述べる。

　その頰が少しだけ赤くなっていたことに、俺は気が付かなかったふりをして、精一杯の感謝を伝えるべくもう一度誘いをかけた。

「リカさん、食事に行こう。俺、リカさんが相手ならなんでもおごるよ」

　リカさんは俺の渾こん身しんの誘い文句を聞いて、なぜかじゃっかん呆れた様子で応こたえた。

「……考えておきます」





　　　　　◇◆◇






　不特定狩猟クエストの数ある難点のひとつに、素材の査定に時間がかかってしまうと、報酬の支払いが翌日以降になってしまうということがあった。

「すみません。今日は大量でしたので、やはり報酬を渡せるのは明日になってしまいます」

　陽がとっぷりと暮れた時分に、自分も手伝って大急ぎでやりますので、とリカさんに頭を下げて謝られてしまったら、俺はもうなにも言い返せなかった。ゆっくりでいいから、とやや引きつった笑みで言い残してギルドを後にする。

　今夜の宿をどうしようかと思いながら、荷物を預けている『黄金の雄鶏亭』まで戻ってくる。

「ライさん、お帰りなさい！」

　両手にお皿を持ったロロナちゃんが、元気いっぱいの笑顔で出迎えてくれる。

「ただいま、ロロナちゃん」

「はい、お帰りなさい。すぐご飯にしますか？　それとも先にお風ふ呂ろ入ります？　あ、お酒はダメですよ。昨日みたいに飲み過ぎるのは身体によくないんですからね。今日はお預けです。代わりにライさんの分の料理はわたしが腕によりをかけて作るので、楽しみにしててくださいね！」

「色々と気を遣ってくれてるところ悪いんだけどさ。俺、今日はここに泊まらないんだ」

「え？」

　がしゃん、とロロナちゃんが、運んでいた料理のお皿を床に落とした。

　注文を頼んでいた冒険者が悲鳴をあげるが、ロロナちゃんは落とした料理にもその客にも目もくれず、慌てた様子で俺に詰つめ寄よってきた。

「ラ、ライさん、他の宿に行っちゃうんですか!?　うちになにか不満でもありました!?」

「そういうわけじゃなくて」

「お酒を飲んでもいいですから！　どれだけ飲んでも止めませんから！　だから！」

「違うから。別にお酒が理由じゃないから落ち着いてくれ」

「ならなんでですかぁ!?」

　泣きべそをかいてその場に座り込むロロナちゃんを見て、店主の親父おやじさんと常連の冒険者たちが殺気立って得物を手に取る。誰だってそうなる。俺だってそうする。

　……これははっきり理由を言わないと誰かに殺されてしまうな。

　みんなの前でこんなこと言うのは、すっごく恥ずかしいんだけど。

「あ～、その、お金が、ない」

「へ？」

「だから、今日泊まるお金がないんだよ。スッカラカンなんだ！」

　恥はじも外がい聞ぶんも投げ捨てて叫ぶと、ロロナちゃんは涙をぴたりと止めて立ち上がった。

　おい、噓泣きかよ。

「なーんだ。そういうことですか。なら大丈夫です。今日の分はツケでいいですよ」

「けど『黄金の雄鶏亭』は、ステータスを見せられないお客にはツケは絶対にしないって」

「なに言ってるんですか？　ライさんがうちに来てもう一年近くになるんですよ？　ステータスなんて見なくたって、ライさんのことは信じてるに決まってるじゃないですか。ね？　いいよね？　お父さん」

「おう、構わんぞ！　なんなら一生泊まっていってくれても構わんからな！」

「というわけなので、ほら、ご飯にしましょう！」

「ていうか、ロロナちゃん！　こっちの注文！」

「あ、ごめんなさい！　すぐにお持ちしますね！」

　ロロナちゃんに半ば強引にすすめられるまま、俺はいつもの定位置であるカウンター席のひとつに腰掛けた。

　すぐに温かな食事が運ばれてくる。見れば、お酒が一杯一緒についていた。

　カウンターの中で作業していた親父さんが、厳いかつい顔に似合わないウィンクなどしてくる。おごりということか。

　さらに他の冒険者たちもまた、殺気を飛ばしてしまったお詫わびか、お酒を一杯ずつ寄よ越こしてくれた。すぐに俺の前は酒の入ったコップでいっぱいになった。

「もう、あまり飲み過ぎないで下さいね」

　最後の一杯を運んできてくれたロロナちゃんが改めて注意してくる。

「悪い。ロロナちゃん。明日の朝、例のシチューを作ってくれるか？　支払いはツケで」

「飲む気満々じゃないですか。まったく、ライさんは仕方がない人ですね。ツケがたまりすぎて、うちに永久就職することになっても知りませんからね？」

　そう言いつつも、ロロナちゃんはなぜか機嫌よさそうに鼻歌を歌いつつ、仕込みのため調理場に消えていった。

「よし、飲むか」

　俺はまず親父さんがおごってくれた酒を手に取る。

「ん？」

　よくよくコップの中を覗き込むと、中身はすべて同じお酒だった。

　おごってくれるのは大変ありがたいが、もう少し高い酒にして欲しい。これは昨日しこたま飲んだ安酒である。

　とはいえ、いつもカウンターの隅で一人、他の冒険者の愚ぐ痴ちを親父さんにぶちまけながらこれを飲むのが俺の夜の日課だった。それを他の常連たちも知っていたのだろう。

　あるいは、純粋に金がもったいないからか。冒険者という奴は大たい概がいケチなものだから。

　同じ戦闘職でも、俺が小さな頃から憧れている清せい廉れん潔けつ白ぱくな騎士とは正反対。自由気ままな乱らん暴ぼう者もの。それが小さな頃から、ああはなりたくないなぁと思っていた冒険者なのである。

　……そうだ。俺は冒険者になんてなりたくなかったのだ。

　危険と隣となり合あわせの癖くせに、名声を手に入れられるのは本当に一握りしかいなくて。しかもその名声を手に入れるために必要なクラスを上げるには、レベル制限という絶対に超えられない決まりがあったりと、本当に色々と面倒臭くて。

　大体、冒険者になろうと思ったのは、他に選せん択たく肢しがなかったからだ。

　俺のステータスは読めない。

　誰にも俺のステータスは読み解けない。

　どんなスキルを持っているかわからないし、今どれだけのレベルなのかもわからない。

　だからあいつみたいに上級学校には進学できず、かといって俺みたいな適性があるのかないのかもわからない奴を雇やとってくれる職場もなくて、仕方なく俺は誰もがなれる冒険者の道に進んだのだ。

　けど冒険者になって待っていたのは、今日絡まれたようなことばかりだった。

　万年Ｅクラス冒険者に対する風当たりは強い。正直、リカさんがいなければずいぶんと昔にやめていて、今頃ゴロツキかなにかになっていただろう。

　そういう意味でもリカさんには感謝しなければならない。

「……信じてる、か」

　リカさんやロロナちゃんの言葉を思い出しながら、俺は安酒をあおった。

　冒険者は辛い。人生おもしろくないことばかりだ。

　けれど……不思議だった。

「うめぇよ、親父さん」

　昨日と同じはずのその酒は、なぜか昨日よりもずっと美味しく感じられた。













「むかつくな」

　冒険者ギルドを出たところで思わずもれた俺のつぶやきに、パーティーメンバーの三人も同意の頷うなずきを返した。

「そうだよな。あの人、朝は魔まの森もりの通行許可証は発行できませんって突っぱねてたのに、あれって絶対あのＥクラス冒険者をかばったんだぜ？」

「だよな。なんだよ、ギルド職員が公こう私し混こん同どうかよ」

「ギルドマスターに訴えてやろうぜ！」

「違ちげぇよ。いやたしかにあのエルフ女もむかつくけど、俺が言ってるのはあの万年Ｅクラス冒険者の方だって」

　今朝、たまたま受付の列で見かけた二は十た歳ち前くらいの男。

　三年間も冒険者をやっているのに、未いまだに最底辺のＥクラスという、ある意味では驚くべき冒険者だ。

「普通、三年間もＥクラスとか、恥ずかしくて冒険者なんてやってられないだろ。俺なら田舎いなかに戻って畑でも耕たがやすね」

「ラッセルの家、耕せるような畑もうないじゃん。だから俺ら王都に出て来たんじゃん」

「うっせーよ！　もしもの話だよ！」

　俺たちは全員が同じ村の幼なじみで、農家の次男坊、三男坊だ。

　家の畑は長男が継ぐため、働き口を求めてこの王都までやってきた。ずっとあんな田舎でくすぶっているのが嫌だったのだ。

　絶対にのし上がってやる。そう誓い合った俺たちは話し合い、前もってパーティー内の役割を決め、それぞれが冒険者になれる十五歳になるまで訓練に励はげんだ。

　村の近くで行ったモンスター討とう伐ばつの成果もあって、冒険者になる頃には全員がレベル10を超えていた。あとは数件の依頼を達成すれば、Ｄクラスに上がれるところまで来ている。

　俺たちは努力をしているのだ。

　なのに……。

「なんだよ、あいつ。強くなる努力もしてない癖くせに、あのエルフ女にちやほやされて。うらやま──じゃなくて、むかつくぜ！」

「わかるぜ。本当、あの冒険者がうらやましいよなぁ」

「リカリアーナさん、綺き麗れいだからな。すっげぇ美人さんだからな」

「エルフの人とか、俺、王都に来て初めて見たよ。伝説だと思ってた」

　ギルドの受うけ付つけ嬢じようの一人、リカリアーナ・リスティマイヤ。輝くような銀ぎん髪ぱつに、凜り々りしい切れ長の瞳ひとみが美しいエルフの女性だ。

　冒険者になったばかりの新人からは、その冷たい態度よりもむしろ、あまりにも綺麗すぎてとても話しかけられない、といった理由から避さけられているギルド職員である。

　そんな彼女が担当している冒険者が一人だけいるとは噂うわさで聞いていたが、まさかそれがあんな万年Ｅクラスの雑ざ魚こだったとは。

「くそっ、俺の方が絶対強くていい男なのによ。今に見てろ。あの噓うそ吐つきとは違うってことを、この不特定狩しゆ猟りようクエストの成果で見せてやるぜ！　目指すはカウンターベアー討伐だ！」

「いや無理だろ」

「無理だな」

「普通に死ぬわ」

「わかってるよ！　そういう勢いでってことだよ！」

　討伐推すい奨しようレベル35のカウンターベアーが討伐できないことは俺もわかってる。もしも遭そう遇ぐうしたら、全速力で逃げるしかないだろう。彼ひ我がのレベル差も考こう慮りよせずに挑戦するなんてことは、自殺志願者か、あるいは物語の英えい雄ゆうだけができることだ。

　そういう意味では、少しだけ不思議だった。

　なんであの冒険者は、そんなすぐにばれるような噓を吐いたのだろうか？　噓を吐くなら吐くで、もう少し現実味のある噓を吐けばいいのに。





　　　　　◇◆◇






　魔の森の入り口で、門番をしていたギルド職員に通行許可証を提示する。

「陽ひがもうすぐ暮れるから、あんまり奥へは行けないな」

　午前中に個別クエストをこなしているため、残された時間は少なかった。

　今日は様子見程度に留とどめ、本番は明日にすればいいだろう。幸い、通行許可証の期限は今日から三日間となっている。

　それはそれとして、モンスターを討伐すればするほど経験値は入るし、なにより今日の夕食が少し豪ごう勢せいなものになる。

「じゃあ行くか。みんな戦せん闘とう準じゆん備びを」

　魔の森に入る前に、俺たちはまず当然の動作を行った。

「オープン」

　自分のステータス画面を確認する。









　体力は全快。状態異常の類たぐいもなし。

　俺は確認したあと、ステータス画面を邪魔にならない位置に移動させた。

　戦闘前のステータス確認と常時表示化は、冒険者にかぎらずどんな戦闘職でも必須の行為である。

　ステータス確認の重要性は言うまでもないことだが、画面を常に表示させておくのも重要である。戦闘中に確認したいとき、いちいちステータス画面を開いていては敵への対応に遅れが出てしまう。

「全員、ステータスは問題ないな？」

　念のため確認すると、全員から肯こう定ていの頷きが返ってきた。

「よし、行くぞ」

　俺たちはそれぞれの武器を手に魔の森へと分け入っていった。

　森の探索は村の近くにあった森で慣れている。周りに注意を払いつつ軽快に進んでいくと、すぐにモンスターと遭遇した。やはり街道を行くのとでは、モンスターとの遭遇率が違う。

「ありゃワームだな」

　偵察スキルを持つジョナサンの言葉に、俺たちは静かに戦闘配置につく。

　ワームは討伐推奨レベル８のモンスターである。

　姿形は巨大な芋虫であり、口から吐く粘ねん着ちやく性せいの高い糸と、その思いの外ほか素す早ばやい突進での攻撃を得意とする。弱点は側面からの攻撃だ。

　体力値と耐たい久きゆう値ちの高い壁役のオルバが、盾たてを構えて前に出る。

　オルバに気付いたワームが、さっそく突進をしかけてきた。オルバが盾を使って、この攻撃を正面から受け止める。

「今だ！」

　指示を出すと同時に、俺は横合いから飛び出した。

　まずはジョナサンの放った短たん弓きゆうの矢がワームの身体からだに突き刺さる。続いて、俺の槍やりと剣士であるカリュンの剣が深々とワームの肉を抉えぐった。

「おい、菌きん糸し袋ぶくろは傷つけるなよ！　ワームの素材で唯一金になる部分だからな！」

「わかってるよ！」

　俺の言葉に、カリュンは連続攻撃を仕掛けながら応こたえる。

「おおっ！」

　オルバが盾の横から剣を突き出し、攻撃を当てたところで、ワームの体力がゼロになった。断だん末まつ魔まの声をあげて、ワームが地面に横たわったまま動かなくなる。

「よぉし、戦闘終了。全員、ステータスを確認しろ」

　戦闘の最後に抜かりなくステータスを確認する。これも大事なことだ。俺の場合、体力の減少はゼロ。９の経験値と、槍士スキルの熟じゆく練れん度どが１上昇していた。

「あと熟練度を９上げれば、次のボーナススキルが手に入るな」

　スキルの熟練度が１００上がるごとに、ボーナススキルと呼ばれるスキルの追加効果が手に入る。

　槍士の熟練度２００のボーナススキルは、強力な突き攻撃を放つことのできる『特技』だと聞いている。メインアタッカーである俺がこれを手に入れれば、戦闘もずっと楽になるだろう。

　とはいえ、モンスターを倒せば必ず入ってくる経験値とは違い、スキルの熟練度は槍を振るい続け、技を磨みがき続つづけなければ上がらない。

　よほどの強敵と死し闘とうを繰り広げれば別かも知れないが、今日明日で上がることはないだろう。それがわかっていて無駄に努力する必要はない。

「なあ、俺あと残り22でレベル上がるんだけど、今日そこまで付き合ってくれないか？」

　自分のステータスを確認したジョナサンがそんな提案をした。

「お前一人だけレベルがひとつ低いもんな。仕方ない、付き合ってやるか」

「うるせぇよ。後衛は前衛よりレベルが上がりにくいんだよ」

「はいはい、いつも援えん護ご感謝してるぜ」

　今日の目標が決まった。俺たちはワームの死し骸がいから菌糸袋だけはぎ取ると、軽口をたたき合いながら森の奥へと進んでいった。

　進んでいってしまったのだ。




　最初にその敵に気付いたのは、やはり偵察スキルを持つジョナサンだった。

「おい、モンスターがいるぞ。知らないモンスターだ」

　偵察スキルの熟練度２００ボーナススキルである千せん里り眼がんで、遠くにいるモンスターを察知したジョナサンだったが、その名前まではわからないようだった。

「どんなモンスターなんだ？」

「獣型だ。大きさは畑を荒らしに来てた猪いのししくらい。足が異様に短いな」

　俺もそんな特とく徴ちようのモンスターは知らなかった。

　本来であれば、知らないモンスターとの戦闘は御ご法はつ度とである。なにせ相手の討伐推奨レベルがわからないのだ。安全かどうか判断がつかない。

　けれど、ジョナサンはあとたった３の経験値でレベルが上がるところまで来ていた。

「まだ森の浅い方だし、そんな強いモンスターじゃないよな？」

「行けるって。俺たち今日、まだ無傷だぜ？」

「やろうぜ」

「……よし、やるか」

　戦うことを決めて近付いていくと、俺たちにも敵モンスターが視認できた。

　ジョナサンの言ったとおりの外見をしている。あの足の短さでは、獣型モンスター全般に見られる厄やつ介かいな敏びん捷しよう性せいも警けい戒かいするほどではないだろう。知らないだけで、恐らくは雑魚だ。

　俺たちの内心の嘲あざけりが伝わったように、獣型モンスターがこちらを振り向いた。

　細く鋭い瞳ひとみがこちらを見つめる。

「やべぇ」

　ジョナサンがつぶやいた。

　偵察スキルの熟練度１００ボーナススキルである、能力値感知に反応があったようだ。

　この能力値感知、相手の能力値の中で一番高い能力値がどれかわかるという、低い熟練度で手に入る中ではかなり有用なボーナススキルである。最高能力値がわかるということは、つまり相手の傾向がわかるということだ。

　この能力値感知で、多くの獣型モンスターが敏捷値の反応を示すのだが、

「あいつ魔力が能力の中で最高値だ！」

　ジョナサンが叫んだ次の瞬間、獣型モンスターが雷かみなりの吐と息いきを吐き出した。

「うわぁ！」

　正面からまともに雷撃を受けたオルバが、悲鳴をあげてその場に昏こん倒とうする。

「オルバ！　くそっ！」

「やめろカリュン！」

　敵モンスターに斬きりかかるカリュンだったが、相手の動きの方が早かった。再び口から雷撃を放つモンスターに、カリュンは手から剣を取り落として地面に倒れ込んだ。

「くそっ！　ジョナサン、オルバを頼む！」

「わかってる！」

　俺はカリュンを助けるために走った。

　まずは先にモンスターを倒すなんてことはしない。できない。

　魔法を使うモンスターの討伐推奨レベルは、最低でも20を超える。俺たちではとても倒せない。カリュンの身体を抱きかかえると、全速力でモンスターから距離を取る。

　幸い、モンスターは逃げる俺たちを追いかけてはこなかった。まったく興味がないように、森の奥へと消えてしまう。

「思い出した。ありゃ、サンダーライガットだ」

　オルバを引っ張り起こしたジョナサンが、今更ではあるがあのモンスターの名前を思い出す。

　サンダーライガット。その名前は俺もモンスター目もく録ろくで見たことがあった。

　魔法を使う獣型モンスターで、その討伐推奨レベルは25。雷撃の威い力りよくこそ低いものの、人体には雷撃への耐性が基本的にはないため、すぐに昏倒してしまう。不意打ちで倒すか、あるいは気付け薬等の雷撃対策を必ひつ須すとするモンスターだったはずだ。

「すぐに街に戻るぞ。幸い二人とも息はあるし、雷撃なら継続ダメージも入らない」

「ああ。けどオルバとカリュンを交換してくれ。俺の筋力値じゃあ、オルバを抱えて走るのはきつい」

「そうだな」

　気絶したオルバとカリュンを入れ替えて、俺たちは街に戻るべく走り始めた。

　手痛いしっぺ返しを喰くらってしまったが、生きてさえいればなんとかなる。あのサンダーライガットも、レベルを上げればいつかは倒せるようになるだろう。この悔くやしさはそのとき存分にぶつけてやろう。

　そう未来に向けて前向きに考えていた俺は、つまりまだまだ魔の森という場所を舐なめていたのだろう。

「ぎゃっ!?」

　唐突に、ジョナサンが悲鳴をあげてその場に崩れ落ちた。

「ジョナサン！」

　ジョナサンの足下にモンスターを確認し、俺はオルバを放り出して槍を構えた。

　紫むらさき色いろの水みず飴あめのようなドロドロとしたモンスター。間違いない、初心者殺しの異名も高いポイズンスライムだ。

「このっ！」

　槍の一刺しで、ポイズンスライムの核ごと身体を構成する液体を飛び散らせる。

　ポイズンスライムの討伐推奨レベルは10。耐久値が低く、攻撃を命中させればすぐに倒せる。だが初心者殺しとまで言われて恐れられているのは、接近に気付きにくく、触れた相手に麻ま痺ひの状態異常を与えるからだった。

「大丈夫かジョナサン。待ってろ、すぐに麻痺直しを。たしか一個だけ持ってたはず」

「あ、ぁ、ラッ、う……」

「ジョナサン？」

　ジョナサンが呂ろ律れつの回らない声で、なにかを訴えていた。

「うひ……ろ」

「っ！」

　慌てて背後を振り返り、槍の矛先を向ける。

　槍の先にいたのは猿に似た人間大のモンスターだった。

　エンプジン。討伐推奨レベルは18。一対一でも勝ち目の低い強敵が、三体も背後に忍び寄っていた。

　さらにエンプジンの向こうには、金属の鎧よろいと剣を装備した一際大きなエンプジンの姿があった。

「エンプジンジェネラル！」

　その討伐推奨レベルは28。Ｃクラスの冒険者でも、相手の装備次第では手こずることのある、今の俺たちには死神でしかないモンスターだった。槍を握る自分の手が震ふるえるのがわかった。

　逃げるしかない。だが仲間たちは置いていけない。

　そう俺が迷っているうちに、エンプジンたちは動き出した。

　視界の端でなにかが光る。反射的に身をよじると、どこからともなく放たれた矢がすぐ近くの木の幹に突き刺さっていた。目の前のエンプジンだけではない。弓を使うエンプジンアーチャーが潜ひそんでいる。

　しかも一体ではない。矢は俺だけではなく、仲間たちに対しても放たれていた。

「くそっ！」

　気絶する二人に、麻痺で動けないジョナサンの背に、深々と矢が突き刺さっていた。

　キャキャキャキャ、とエンプジンたちが笑い声をあげる。

　一際甲高い笑い声をあげて、エンプジンジェネラルが近付いてくる。全身にのしかかってくるような重圧。その手に握った巨大な剣には、他のモンスターのものか、それとも人間のものか、赤黒い血けつ痕こんが付ふ着ちやくしていた。

「う、ぁ……」

　俺は恐怖のあまり、その場にへたりこんでしまった。

　敵に囲まれた状況で、このレベル差である。勝てるはずがない。逃げることもできない。終わった。死ぬ。

　どんな敵が現れるかわからない魔の森での不特定狩猟クエストを舐なめすぎていたのだ。リカリアーナさんの忠告を無視した代だい償しようを、俺たちはこれから支払うことになる。

　エンプジンジェネラルが剣を振りかぶる。

　俺は呆ぼう然ぜんと目を見開いたまま、迫り来る刃を見つめて──、

「させるか！」

　誰かが俺を背中にかばって、エンプジンジェネラルの一撃を受け止めた。

　見たことのある後ろ姿だった。あのときは頼りなさそうに見えた背中と、手入れのされていないボサボサの髪が目に入る。

「あんたは……」

　俺たちがこの場所に来ることになった原因とも言える、あの万年Ｅクラス冒険者がそこにいた。

「な、なんでここに？」

「リカさんに感謝しろよ。まさか本当に森に向かうとは思っていなかったので、様子を見てきていただけると助かります、だとさ！」

　ライと呼ばれていた冒険者は、エンプジンジェネラルの剣を力ずくではじき返した。

　エンプジンジェネラルが体勢を崩くずす。攻撃のチャンスだ。

　けど彼はなぜか攻撃せずに剣を下ろしていた。

　敵を前になにをしているのか。そう疑問に思った俺の顔を、そのとき強したたかに風が叩たたいた。エンプジンジェネラルの肩口から横腹にかけて赤い線が入り、その巨体が上下にわかれて地面に落ちる。

　そこまで見届けて、ようやく俺は気が付いた。

　この人は剣を下ろしたのではない。目にも止まらぬ速さで振るっていたのだ。

　さらに彼の姿が霞かすみのように消えたかと思うと、ほぼ同時に、六カ所の場所でつむじ風が吹き荒れた。

　木々の合間にいたエンプジン三体と、木の上に潜んでいたエンプジンアーチャー三体が、断だん末まつ魔まの声を上げる暇もなく絶命し、気がつけば地面の上に骸むくろとなって転がっていた。

「無事か？」

　一瞬で七体のモンスターを倒した冒険者はすぐ隣におり、俺の顔を覗のぞき込こんでいた。さっきまで握っていた剣はすでに、腰の鞘さやの中に戻されている。

「おい、大丈夫か？」

　もう一度声をかけられたが、俺は返事を返せなかった。それほど衝しよう撃げき的てきだったのだ。

　近付いて斬った。彼がしたことはそれだけなのだろうが、それでも俺にはその動きの一切が見えなかった。一秒にも満たない刹せつ那なに、目の前の冒険者が繰り広げたであろう絶ぜつ技ぎの余よ韻いんを、俺は遅れて吹き荒れた風の音からしか拾えなかった。

「あ、あんた、Ｅクラス冒険者じゃなかったのか？」

　助けてくれたお礼より先に、俺の口はそう聞いていた。

　彼は少しだけ不満げに眉まゆをひそめる。

「何度も言ってるだろ。俺は万年Ｅクラスの冒険者だよ。そんなに気になるんなら、ギルド証を見せてやるよ」

　ほれ、と言って懐ふところから取り出したカードタイプのギルド証には、たしかに目の前の男が最下層のＥクラス冒険者として登録されていた。

　だがその強さは決してＥクラスのそれではない。俺ではとても推おし量はかれるものではないが、少なくとも戦闘を見たことがあるＢクラス冒険者よりも、ずっと上であることくらいはわかる。

「よし、納得したならさっさと街に戻るぞ──って、おい。お前以外、全員大おお怪け我がしてるじゃないか！」

「そうだ！　みんな！」

　血相を変える彼を見て、俺も仲間たちのことを思い出す。

　慌てて立ち上がると、意識を失っていたジョナサンに駆け寄り、突き刺さった矢を抜こうとした。

「ダメだ。矢を抜くと傷口が広がって、かえって継続ダメージが大きくなる」

　俺の手を男がつかんで止める。彼はジョナサンのステータス画面を見ていた。

「噓うそ……だろ」

　俺もジョナサンのステータス画面を見て絶望した。

　ジョナサンの体力値はすでに２００を切っており、約十秒ごとにその数字がひとつずつ減少していた。出血多量による継続ダメージ。このままでは命はない。それは同じタイミングで矢を受けた他の二人も同様だろう。

　そしてここから街までかかる時間を計算し、とても治ち療りようが間に合わないことも悟ってしまった。

「そんな……ちくしょう！　ちくしょう！　ここで全部終わりなのかよ！」

「なに諦あきらめてるんだよ。お前、このパーティーのリーダーなんだろ？」

　その場に泣き崩れた俺を、男が腕をつかんで強引に立ち上がらせる。

「急いで街に戻るぞ」

「無む駄だだよ。ステータス画面を見れば、街に戻るまで保もたないことくらいわかるだろ？　それにモンスターとだってまた遭遇するかも知れない。そうなったら絶対に間に合わない」

「いいや、わからないね。俺はステータスが読めない人間なんだ」

　まだステータス画面の確認ができない小さな子供のようなことを言って、

「大体、目の前で傷ついてる人がいれば、間に合うかどうかステータスで確認する前に助けに向かう。そんなの、うちのチビたちにだって出来ることだ」

　男は素早く三人を止血すると、オルバとカリュンの二人をまとめて肩の上に担ぎ上げ、俺にジョナサンを背負うように促した。

「モンスターの相手は俺がする。だから絶対に足を止めるなよ」

「わ、わかった」

　俺は頷うなずいて、ジョナサンを背負った。

「最短距離で行くぞ。一直線に向かうから、ひたすらまっすぐ走ればいい」

「まっすぐ？」

「そうだ。まっすぐ、だ！」

　そう言って、男はなにもない空間に向かって剣を振り下ろした。

　空気が破は裂れつする。エンプジンを倒したときとは比べものにならない衝撃が、森の中を駆け抜けていった。すさまじい風が吹き荒れ、俺はとても目を開けていられなかった。

　そして次に目を開いたとき、自分の前に広がっていた光景に自分の目を疑った。

　あれだけ鬱うつ蒼そうと茂しげり、行く手を遮さえぎっていた木々がなくなっていたのだ。

　男の一振りによって、直線上に連なる木がすべてへし折れ、吹き飛んで一本の路みちが出来上がっていた。

「さあ、行くぞ！」

「は、はい！」

　道を強引に切り開いたあと、男は風になって駆けだした。

　慌てて男のあとを追う。瞬またたく間に引き離されそうになるのを、必死になって追いかける。男が道を切り開いてくれたお陰かげで、その背中を見失うことだけはなかった。

　これなら間に合うかも知れない──そう思った俺たちの前に、魔の森のさらなる脅きよう威いが牙きばを剝むく。モンスターが次々と現れては進路上に立たち塞ふさがったのだ。

　モンスターの中には、先ほどのエンプジンジェネラルを超える討伐推奨レベルのモンスターも混ざっていた。中でも銀色に輝く小さな虫型モンスターは、Ａクラス冒険者すら殺しうる森の暗殺者、討伐推奨レベル47のキラーヘラクロスだった。

「邪魔だ」

　それを彼は剣の一振りをもってすべて蹴け散ちらしていく。

　剣を握る男の手首の先が二重、三重にぶれたかと思えば、現れたモンスターは次々にまっぷたつとなった。さらにその余波で遠くに立ち塞がる木々も吹き飛ばし、出口までのさらなる道を切り開いていく。

　それはまさに閃せん光こうの絶技だった。キラーヘラクロスの小さくも鋼はがねより遙はるかに硬かたい表ひよう皮ひすら、彼の斬撃の前には意味をなさない。他の有う象ぞう無む象ぞうもろとも死に絶えていく。

　戦っている間も、男は一切走る速度をゆるめることはなかった。俺がなんとか追いつけるギリギリの速度で走り続けている。通り過ぎたあとの轍わだちに無数の屍しかばねだけを築き上げ、流星のように前へ突き進んでいく。

　不思議な気分だった。

　恐怖はもはやなく、不安ももう感じなかった。

　男の背中越しに見える景色は、ただひたすらに輝いて見えた。もしも英雄の見る景色というものがあるのなら、それはきっとこの光景のことを言うのだろう。





　　　　　◇◆◇






　結論は改めて言うまでもないことだが、仲間たちの治療は間に合った。

　彼の知り合いがいるという大きな教会に運び込まれてから三十分も経たたないうちに、三人は教会の出入り口から歩いて出てきた。

　三人ともがまるで夢を見ているかのような足取りだったが、生きているみんなを見た瞬間、感かん極きわまって泣いてしまった。

「よかった！　お前ら無事でよかった！　本当に、無事でよかった！」

「…………」

「どうしたんだ？　まだ傷が痛むのか？」

「…………」

「おい。なんで頰ほおを赤らめてるんだ？　なんで傷口を愛いとおしげにさすってるんだよ気持ち悪い！」

　これはあとで聞いた話になるのだが、三人の治療を担当してくれたのは、なんとかの有名な聖せい女じよ様さまその人だったらしい。見み惚とれて夢ゆめ見み心地ごこちになるのも仕方のないことだが、心配を返せと言いたい気分だった。




　大事を取って宿に戻った三人と別れ、俺は冒険者ギルドに戻ってきていた。

　すでに陽はとっぷりと暮れ、辺りは闇やみに包まれている。

　ギルドに入ると、人ひと気けはまばらだった。早朝は人のたくさん集まるギルドだが、陽が暮れれば冒険者たちはその日の依頼を終えてなじみの酒場に繰り出すので、残っているのはギルド職員くらいのものだった。

　その中の一人、受付に残って作業をしているエルフの女性に近付いていく。

「あの」

「ライさんにお礼は言いましたか？」

　書類から目を離すことなく、リカリアーナさんは言った。それだけで、彼女がすべての事情を把握しているのだと俺は理解した。

「すみません。まだ言えてません。あの人が話を付けてくるってみんなを抱えて教会の中に踏み込んでいったあと、俺はしばらく出入り口のところで待ってたんですが、どうもあの人は出入り口以外から帰ってしまったようで」

「そうですか」

　最後の書類にサインをしたあと、リカリアーナさんは顔を上げて俺を見た。息を呑のむほど美しいグリーンの瞳が、俺の瞳をまっすぐ射抜いた。

「それで、あなたはなにをしにここへ？」

「あの人にお礼を言いたくて。だから、どこに行ったのか知っていたら、教えてもらえないかと思って」

「ライさんなら、先程一度このギルドに来ました。ですが、素材の換金が遅れそうだと伝えたら帰ってしまいましたよ」

「一足遅かったのか」

「お礼のためにということであれば、ライさんのいる宿へ案内してさしあげてもいいのですが、生あい憎にくと私はこれから運び込まれた素そ材ざい鑑かん定ていの手伝いをしないといけませんので。あなた、『黄おう金ごんの雄おん鶏どり亭てい』と言ってわかりますか？」

「聞いたことはありますけど、場所までは」

「であれば、明日の朝ライさんが冒険者ギルドに来たときにでも……いえ、今日許可証を渡したので、明日の朝は来ない可能性もありますね」

「あの、できればすぐにでもお礼を言いたいんです！」

「……わかりました。なら明日の早朝にここへ向かうといいでしょう。陽が昇ってすぐこの場所に向かえば、確実にライさんに会えるかと思います」

　リカリアーナさんは適当なクエスト用紙の裏に、簡単な地図を書いて渡してくれた。王都近隣の山を指し示した地図のようだが、あの人は朝早くこんなところでなにをしてるんだろう？

「用件はこれで終わりですね。私は忙しいので、これで失礼させていただきます」

「あ、あのっ！」

　立ち上がって去ろうとするリカリアーナさんを呼び止める。

「なにか？」

　温度を感じさせない瞳で見られ、竦すくんでしまう。けれど言わないと。俺はあの人にもこの人にも失礼なことを言ったのだから。

「今日はありがとうございます！　それと目つきが悪いとか言って本当にすみませんでした！」

　救援をお願いしてくれた感謝と、嫉しつ妬とにかられて罵ば倒とうしてしまったことへの謝しや罪ざいを込めて頭を下げる。

「頭を上げてください。私の目つきが悪いのは事実なので、気にする必要はありません。お礼も謝罪もライさんに言ってあげてください。私はそれで構いませんので」

「か、必ず！」

「ええ、信じます。今の少し大人になれたあなたなら大丈夫でしょう、ラッセルさん」

　名前を呼ばれ、俺は赤面してしまった。

　色々な意味で恥ずかしくてたまらない。リカリアーナさんは、あのライさんの実力を知っているのだ。そんな彼女からしてみれば、彼に変な難なん癖くせをつけて絡んだ俺はまさに子供だろう。穴が入ったら入りたいとはこのことだ。

　けれど……あの人の本当の力を知った今だからこそ、逆に疑問に思うことがある。

「あの、リカリアーナさん。どうしてあのライさんって冒険者は、ずっとＥクラスなんですか？」

　実力はもはやＡクラスを超えている。

　世界中に数えられるほどしかいないＳクラスに匹ひつ敵てきするのではないだろうか？

「なにか理由でもあるんですか？」

「申し訳ありませんが、ライさんの個人情報を他人である私が勝手に言うわけにもいきませんので」

「そう、ですよね」

　当たり前ではあるのだが、リカリアーナさんは教えてくれなかった。

「──いいじゃないか、リカリアーナくん。教えてあげても」

　諦めかけたそのとき、後ろから声がした。

　振り返ると、数人の秘書と護ご衛えいを連れた一人の男性が立っていた。












　年齢は三十後半。整えられた灰色の髪と髭ひげ。仕立てのよい礼服には皺しわひとつなく、その身だしなみに一分の隙すきもない。それでいて表情はどこまでも柔にゆう和わであり、人の良さそうな紳しん士しという印象を見る者に与える男性だった。

　駆け出しの俺でも知っている。五百人近く存在するとされる王都の荒くれ冒険者たちを束ねる、冒険者ギルドのギルドマスター。ラファエル・グリムドその人だ。

　思わぬ大物の登場に言葉を失っていると、代わりにリカリアーナさんが口を開いた。

「ですが規則ですので。教えても構わないというのでしたら、ご自分でどうぞ」

「あはは、相変わらず君は真面目だなぁ。けどそうだね。うん、そうしようか」

　誰に対しても変わらないクールな対応にも、ギルドマスターは気にすることなく朗らかに笑い、俺に視線を向けた。

「やあ。君はたしかラッセル・ラッドくんだったかな？」

「俺の名前を知ってるんですか？」

「ああ。王都の冒険者で詩し人じんスキルを持っているのは君くらいのものだからね」

「な、なるほど」

「それで、ライがどうして未だにＥクラスなのか知りたいとのことだったね」

「は、はいっ！」

「うん。ならば教えてあげよう。ただし、他のみんなには内緒だよ？」

　俺は勢いよく何度も首を縦に振った。

「君はギルドでクラスを上げるときに、クエスト達成数と一緒にステータスのレベルを要求されるのを知っているね？」

「定められたレベル以上でないと、上のクラスには上がれないんですよね？」

「そう。つまりステータス画面を見せてもらえなければ、どれだけ強くとも私たちは上のクラスに上げることはできないんだ」

「えっと、ライさんはステータスを見せてくれない、ということですか？」

　頑かたくなにステータスの開示を拒こばんでいた様子を思い出して聞くと、ギルドマスターは首を横に振った。

「いいや。そもそもステータス画面を見せてくれないと冒険者登録もできないからね。私が君のスキルを知っていたように、ギルド側はきちんと彼のステータスを把は握あくしている。ただ、読み解くことができなかっただけさ」

「ステータスを読み解けない？」

「病気、といって正しいかはわからないが、ライは恐らく世界でただ一人、ステータス画面が読めない文字で記された人間なんだ。相手のステータスを読み解くスキルは数あれど、どんなスキルで挑戦してもあれを読み解くことはできないだろう」

「つまりライさんは自分のステータスを」

「知らないのさ。レベルも、能力値も、スキルも。そして残り体力ですらね」

「自分のステータスが読めない……」

　にわかには信じがたいその事実を、自分に当てはめて考えてみて身み震ぶるいした。

　ステータスが読めない。体力すら可か視し化かして見ることができないというのは、果たしてどういう感覚なのだろうか。想像することしかできないが、それはとても恐ろしいことのように思えた。

「じゃあ、ライさんが上のクラスに上がれないのは、レベルの確認ができないから？」

「そういうことさ。実力はあっても、ギルドの決まりではクラスアップは不可能だ」

「そんな、どうにかならないんですか？」

「ライには本当に申し訳ないとは思うが、例外を作ることはできない。クラスアップのレベル制限は、冒険者に無む謀ぼうな冒険をさせないために必要不可欠な安あん全ぜん措そ置ちだからね」

「じゃあ、この先もライさんはずっとＥクラスのまま？」

「そうなるね。ライ・オルガスは万年Ｅクラスの冒険者で──」

　ギルドマスターは自分の胸に手を当てると、ここにはいない冒険者を指して、敬けい意いをこめてそう呼んだ。

「──我がギルド最強の冒険者さ」




　明日の朝早く起きるために、今日は早く寝ようと宿屋へ急ぐ。

　不ふ夜やの王都ラシェールは、多くの酒場からもれる明かりによって、夜でも照明で道を照らす必要はない。考え込みながら歩いても、つまずいて転ぶようなことはなかった。

「……ギルド最強の冒険者、か」

　ギルドマスターの語った最強の冒険者。その噂をもちろん俺は知っていた。

　曰いわく、その一ひと太た刀ちは山を切り裂き、海を断つ。

　曰く、毎日のように討伐推奨レベル50超えの怪物を狩ってくる。

　曰く、ギルドが確認できた最高討伐推奨レベルは78のヒュドラである。

　その姿を見たことのある者はほとんどいないにもかかわらず、冗談のような噂が後を絶たない、王都の伝説的冒険者。

　王国最強の騎士、かの『大だい剣けん聖せい』に匹敵するのでないかと囁ささやかされる『閃光』──

「ライ・オルガス」

　その名を忘れないように刻み込む。いや、何があっても、俺はこの名前を忘れることはないだろう。

　今も彼の背中越しに見た景色を覚えている。あの英雄の背中を覚えている。

　叶かなうなら、この胸の気持ちを詩にして吟ぎんじたい。詩人スキルを持っているからこその欲求だったが、かの『閃光』がギルド非公式の最強冒険者であることは知っている。

　きっとなにか理由があるのだろう。

　彼は今こ宵よいも自分が最強であることを隠し、一人静かに夜空でも見ているに違いない。

　空には黄金の月が見えた。煌こう々こうと輝いて閃光のごとき美しさで王都を照らしている。

「なんて、こんなこと考えてるのが知られたら、あいつらにまたからかわれるな」

　月をのんびりと眺めるような雅は、この王都には似つかわしくない。夜の静けさを切り裂いて、近くの宿から冒険者の叫び声が聞こえてくる。

「聞いてくれ！　俺、今日カウンターベアーを倒したんだ！」

　大いに酔っぱらっているのだろう。そう大々的に言った誰かの言葉を、同席する冒険者たちは笑い飛ばす。

「噓じゃないって！　本当なんだ！　こう、一撃でしゅぱんと首をはね飛ばしたんだからな！」

「噓吐け！　いくら腕以外の耐久値が低いカウンターベアーでも一撃なんて無理だ！」

　そのとおりだ。カウンターベアーを一撃で本当に倒せるのは、それこそライさんくらいのものだろう。誰かは知らないが、ライさんと同じくカウンターベアーを倒したと言い張っても、それではまるっきり噓だとばらしているようなものだ。

　一瞬カウンターベアーという単語からライさんかと思ったが、あの人はカウンターベアーどころか、キラーヘラクロスをも一撃で倒してしまったのだ。もしも彼が自慢をするなら、そちらを自慢するはずだ。まさか倒した事実に気付いてない、なんてことはないだろう。

「やれやれ」

　本物の強さというものを知った俺には、酔っぱらいの戯ざれ言ごとなんてどうでもよかった。明日のために宿へと急ぐ方が重要だ。

「噓じゃない！　信じろってば！」

　黄金の鳥を看板に掲かかげた酒場からは、酔っぱらいの戯言が続いていた。

「俺はエンプジンジェネラルだって倒したんだ！　強いんだからなぁ！」

　たくさんの笑い声。誰にとっても楽しい夜の時間は続く。

　城壁と騎士と冒険者の街の夜は、今日も朝を迎えるまで終わらない。













　早朝。今日も今日とて二日ふつか酔よいに苦しみながら、宿の一階に下りていく。

「うぷっ、昨日は一段と飲み過ぎたな」

　気持ちが悪い。まず冷たい水を一杯と、ロロナちゃんお手製のシチューが食べたい。

　そう思いながら食堂に顔を出す。

「どうぞ、リカリアーナさん。昨夜ライさんが、どうしてもお前の作ったシチューが食べたいんだ、って頼むから作ったシチューのお裾すそ分わけです。徹てつ夜や明あけにはおすすめの一品ですよ」

「そうですか。夜を徹してモンスターの素材鑑かん定ていをしていましたので、ありがたく頂ちよう戴だい致します」

「ライさんのために、ですね？」

「ライさんのためと言えばライさんのためですが、それがどうかしましたか？」

「ぐぬぬぬぬ。やっぱり！　やっぱりそうなんですね！」

「あの、なぜそんなにも私のことをにらんでいるのしょう？」

　俺の危険感知スキルが囁ささやいている。あそこに近付くべきではないと。

　ほ、本当だから、俺には危険感知スキルがあるから！

　危険感知が働いているのに近付くのは馬鹿のすること。ロロナちゃんに詰め寄られて少し困っているリカさんには悪いが、俺はこっそりと食堂を脱出することにした。

「ああ、ライさん。お待ちしていました」

「うぐっ」

　だが抜け出そうと動き出してすぐリカさんに見つかってしまう。彼女はなぜかとても人の気配に敏びん感かんなのだ。

「そんなにこそこそしてどうしました？　会いたくない人でもいましたか？」

「ちょっとそれどういうことですか！」

「は、はあ。それはこちらの台詞せりふだと思うのですが」

　むくれるロロナちゃん。困惑するリカさん。

　前から疑問なんだけど、なんでこの二人はこんなに仲が悪いのだろうか？　まあ、どうも一方的にロロナちゃんがリカさんを敵視しているような感じではあるのだが。

　はっきり言って今の二人には近付きたくなかった。けどここで立ち去るのはあまりにも不自然だ。

　他の宿泊客から同情の視線を浴びながら、仕方なく俺は二人に近付いていった。

「おはよう、リカさん。ロロナちゃん」

「おはようございます、ライさん。すぐに約束の！　約束のシチューをお持ちしますね！」

「なんで今約束をそんな強調したの？」

「約束は大事ですから！　ではすぐに持ってくるので、変なことはしないように！」

　ロロナちゃんはリカさんを一ひと睨にらみすると、調理場へといつもの倍の速度で去っていった。

　彼女の姿が見えなくなったところで、リカさんが懐ふところから小さな布袋を取り出す。

「こちらをお受け取りください。昨日討とう伐ばつされたモンスターの素材買取金となります」

「わざわざ持ってきてくれたんだ。ありがと、リカさん」

　お礼を言って袋を受け取り、そのまま懐にしまう。それを見てリカさんが口を開く。

「今日もいつもと同じ、最初の契約どおりの額ではあるのですが、中身を確認しなくてもよろしいのですか？」

「ああ。リカさんを信じてるからな」

「人が好よいのは美点だとは思いますが、あまり人を信じすぎるのは冒険者としてどうかと思いますが」

「違うって。俺はリカさんだから信じてるだけだよ」

「……そうですか」

　リカさんは俺の視線から顔をそらす。長い前髪に隠れて、リカさんがどんな表情をしているのかはうかがえなかった。すぐにリカさんは顔を上げたが、そのときはいつもどおりの表情だった。

「実は買取金を渡しに来ただけではなく、もうひとつライさんに伝えないといけない用件があるのです」

「用件？」

「はい。ライさんはこのあと、いつもの日課であの山に出かけるのですよね？」

「ああ、うん。まあ」

　リカさん、俺の日課のこと知ってたのか。

「であれば、今日はいつもよりも滞たい在ざい時間を延ばして欲しいのです」

「それは別に構わないけど、またどうして？」

「実はライさんに会いたいという人がいるのです。勝手ながら、ライさんがいつも日課で行かれる山を待ち合わせ場所に指定してしまったので、待っていていただければと」

「俺に会いたい人？　誰なんだそれ？」

「それは会ってからのお楽しみということでお願いします。あちらも自分の口から言いたいでしょうから」

「よくわかんないけど、わかった。人を待ってればいいんだな」

「はい。よろしくお願い致します」

「お待たせしました！」

　リカさんが軽く頭を下げたところで、ロロナちゃんが大声で割り込んできた。

「わたしが腕によりをかけてじっくりコトコト作った愛情シチューです！　ライさん、どうぞ召し上がれ！」

「お、おう。いただきます」

　両手で握手するように持たされたスプーンを手に、出されたシチューに向き直る。

　ミルクとチーズをベースに、いくつかの香草で味付けされた『黄おう金ごんの雄おん鶏どり亭てい』の名物シチュー。これを食べるのは久しぶりだ。相変わらず美お味いしそうである。

　けどその前に、懐からリカさんにもらったばかりのお金を取り出す。

「はい、ロロナちゃん。シチューの代金」

「あ、要らないです」

「え？　けどさ」

「もうツケておきましたから、それは受け取れません」

「いや、だったらなおのこと宿代含めて今支払うよ」

「ごめんなさい。うち、ツケの支払いは宿での肉体労働以外では受け付けてないので」

「そうだったんだ!?」

　一年以上ここにいるのに知らなかったんだけど。

「そういうことなら、また今度なにか手伝うよ。親父おやじさんにもそう伝えておいてくれ」

「でしたら、わたしの買い出しに付き合ってくれませんか？　実は買かい揃そろえないといけないものがたくさんあるんですが、ほら、わたしか弱い乙女なので」

「荷物持ちか。それくらいならもちろんいいよ。いつにする？」

「じゃあ、今度のお休みの日にお願いできますか？」

「わかった。朝、俺から声をかけるよ」

「やたっ！」

　ロロナちゃんが人を勘かん違ちがいさせかねない、弾はじけるような笑顔を浮かべた。

　そのあと、なぜかリカさんに勝かち誇ほこった顔を向ける。

「では私は帰りますね。ごちそうさまでした」

「あれ？」

　しかしリカさんはそれに対してなんの反応も示すことなく席を立った。

「……わたしの勘ではそうだと思ったんだけど、違うのかなぁ？」

　ロロナちゃんが眉まゆ根ねを寄せて小声でつぶやいているのを尻目に、リカさんは俺に軽く会え釈しやくして宿を出て行った。

「しかし、俺に会いたい人か」

　リカさんの紹介ということはギルド職員か冒険者だろうか。けどわざわざ山を登ってまで俺なんかに会いたい人なんているのだろうか？　まったく想像がつかないが……。

　ふと、妄もう想そうが脳のう裏りをよぎる。

「……まさか俺の腕を見込んで騎き士しの人が騎士団に誘いに来た、とか？」

　自分で口にして、笑ってしまう。

「ないない」

　第一、もしそうならリカさんもギルドマスターからの伝言だと言っただろう。冒険者ギルドのギルドマスターとは個人的な付き合いがあるけど、あの人からこれまでそういった誘いの話があったとは一度だって聞いたことがない。

　そもそも名の知れた上級冒険者ならいざ知らず、万年Ｅクラス冒険者に騎士団から声がかかるわけがないのだ。

　ライ・オルガス。その名を知っている王国の騎士は、恐らくあの馬鹿くらいのものだろうから。

　そんなことを考えていたからなのだろうか。

　数十分後、宿を出て少し歩いたところで、俺はその馬鹿野郎に遭そう遇ぐうしてしまった。

　ニルドの馬鹿野郎に。
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　王都の夜は遅く朝は早い。

　特に商売を生業なりわいにしている人たちは、日の出前には目を覚まし、完全に日が昇った頃には仕入れに赴おもむくなどして開店準備を始めている。そんな人たち向けの屋台を出す人もいるものだから、早朝とは感じさせないほど大通りは活気があふれている。

　その中でも、前方から歩いてくる白い甲かつ冑ちゆう姿すがたの二人組は目立っていた。

　磨みがき抜ぬかれた鏡のような甲冑をまとい、颯さつ爽そうと肩で風を切って歩くその姿を見て、人々は自然と二人のために道をあけてしまう。さらに少なくない人たちが彼らに頭を下げた。王家への汚れなき忠誠心を表す純白の甲冑は、フレンス王国において王国騎士団の正騎士でなければ身につけることを許されない色だ。

　つまりは騎士。王国とそこに暮らす人々を守る騎士様なのだ。

　遠目から見ても大柄な男と小柄な男の二人組だということはわかっていたが、近付いてきたことで、片方が知らない男で、もう片方が自分の知り合いであることに俺は気がついた。












　向こうも俺の存在に気がついたのか、こちらを見て目を見開く。

「……ニルド」

　九歳から十五歳までの子供たち全員が通う教会の学校で、ずっと同じ教室で授業を受けていた幼なじみ。卒業後は騎士学校に進学し、そのまま騎士となったことは知っていたが、実際にこうして騎士となった姿を見るのはこれが初めてである。

　過去に色々といざこざがあった男ではあるのだが、一人の幼なじみとしては、その栄えい達たつを祝福するべきなのだろうか。騎士ともなれば、一代かぎりの騎き士し侯こうを名乗れる。つまり歴れつきとした貴族になれるのだ。

　けど俺の胸に込み上げてきたのは、そんな喜びとは無縁の暗い感情。我ながら情けないことに、嫉しつ妬との感情しか浮かんでこなかった。

　俺がなんとも言えない顔で道の真ん中で立ちつくしていると、向こうから近付いてきた。

「よう、久しぶりじゃねえか」

「……どちら様でしょうか？」

　いきなり話しかけられ、思わずそう返してしまった俺は、たぶん悪くない。

　できればそのまま二人して去っていって欲しかったのだが、話しかけてきたそいつは大きな体つきにふさわしい太い腕で俺の肩をつかむと、おもむろに顔を近付けてきた。

「おいおい、まさかオレのことを忘れたなんて言わないよなぁ？」

「いや、知らないけど。記憶にないな」

「はははっ！　冗談だろ？」

「冗談じゃありません。人違いじゃないですか？」

「人違いじゃねえよ！　よ～くオレの顔を見ろ！」

　なにが悲しくてお前みたいな奴の顔をよく見ないといけないんだよ。

　そんなに見なくとも、その尊そん大だいなしゃべり方を聞けば嫌でも思い出すというものだ。

「ああ。よく見たら、騎士学校の入学試験のとき、俺にこてんぱんにやられた奴か」

「違う！　お前が卑ひ怯きような手を使うから恥を掻かかされたんだ！　この卑怯者！」

「卑怯な手？」

　今から三年近く前のことを思い出す。

　騎士学校への入学試験では、応募してきた生徒同士の模も擬ぎ戦せんが行われたのだが、その模擬戦で戦った相手が、なにを隠そうこの野人感丸出しの大男だった。しかしこいつ、あのときから本当に顔が変わってないな。ついでに性格も。

　試験官たちの前で俺と戦ったときも、こいつは自分がいかに素晴らしい存在なのかを吹ふい聴ちようし、俺をこき下ろしまくった。そのあげくに俺を一撃で負かすと宣言し、そして俺に一撃で負けたのだ。

「あの簡かん潔けつ極まりない試合のどこに、卑怯者呼ばわりされる理由があるんだ？」

「大いにある！　いいか？　騎士学校の入学試験はな、そもそも選ばれた人間しか応募してはいけないんだ！」

「……応募要項にそんな決まりはなかったはずだけど？」

「わざわざ記されるまでもなく全員がわかってるからな。Ｂランク以上の戦闘系スキルか魔法スキルを持たない人間は騎士学校に進学希望を出さない。それが暗あん黙もくの了解という奴だ。それなのに貴様は応募をした。それだけでも許し難いというのに、さらに貴様はいかなる手段を用いたか、優秀なオレを妬ねたみ、卑ひ劣れつな手段で追い落とそうとした。許ゆるし難がたい卑怯者だ！」

「それって結局、負けたお前の逆さか恨うらみだろ？」

「負けていない！　断じてオレは負けていない！」

　そう大声で怒ど鳴なりつけたあと、一転、にやにやとした笑みを浮かべて言った。

「そうだ。オレは貴様には負けていない。それはあのときの試験官たちも認めている。だから貴様は次の面接で落ちて、オレは受かったのだ」

　それは事実だろう。その純白の鎧よろいを見ればわかる。

　一次試験の模擬戦では、勝敗はそのまま試験の合否に直結しなかった。もちろん勝つにこしたことはないのだが、負けても奮戦すればいい。騎士学校での入学試験で求められるのは、その時点での実力ではなく将来性だ。

　だから、俺は二次試験でステータスの開示を求められたとき、自分のステータスを見せながらこう言ったのだ。

「たしかに俺のステータスは誰にも読めません！　スキルだってわかりません！　けど絶対に高い剣士スキルを持ってる！　俺は誰よりも強くなる！」

　声も高らかに、騎士となった男が謳うたい上あげる。それはあのとき俺が騒そう然ぜんとなっていた試験官たちを前に口にした啖たん呵かだった。一緒に面接を受けていたこいつは、あのときの言葉を覚えていたのだ。

　覚えていて、鼻で笑う。

「強くなるだと？　剣士スキルを持ってるだと？　あんな訳のわからないステータスを見せられて誰が信じられるか！　馬鹿も休み休み言え！」

　そう、誰も信じてはくれなかった。

　その結果が今の俺だ。そして目の前の男だ。

　試合に勝ったステータスの読めない俺は入学できず、試合に負けたが高い剣士スキルを持っていたこいつが入学を果たした。それがあの日の結末だった。

「いいか？　弁わきまえろよ？　人間ってのは、生まれながらに進むべき道が決まってるんだ。神より与えられたスキルに沿った天職に進むことが正しい道なのだ。ふさわしいスキルもないのに騎士になろうなど、騎士はもちろん、他の騎士を志す将来の英雄たちへの侮ぶ辱じよくに他ならない！」

　この言葉に対して、周囲にいた人たちは誰も否定の声を上げなかった。むしろ声に出さないだけで、同意している様子すら見られる。

　彼はそれに気分を良くした様子で、もっとも、と言葉を続けて俺の姿を見た。

「世界は広い。その天職すら持たない奴もいるようだがな。誰にでもなれる薄うす汚ぎたない冒険者という職業は、実に貴様にふさわしい職業だな」

「このっ！」

　いい加減我が慢まんの限界だった。

　視線に哀あわれみすら込めてせせら笑う目の前の顔をぶん殴ってやろうと、拳こぶしを固める。

　けど実際に俺が殴りかかる前に止める声があった。

「やめろ、言い過ぎだ。我が騎士団の先せん達だつの中には、元冒険者の方々もたくさんおられる」

「……クリストファ卿きようはお優しいことだな」

　相方に注意され、男はそのうるさい口を閉じるかと思えば、俺を見下ろしながら続けた。

「たしかに冒険者となって活かつ躍やくすれば、騎士にスカウトされることもある。騎士学校に入学できなかった以上、現職の騎士五名からの推すい薦せんによる入団。それが騎士になる唯一の道だな。だがそれはほんの一握りの才能ある冒険者にだけ許される出世だ。貴様みたいな奴には到とう底てい叶かなわない夢だよ」

「そんなのやってみないとわからないだろ！」

「わはははっ！　これは傑けつ作さくだ！　貴様、まだ騎士になるのを諦あきらめてなかったのか？　もういい大人だろうに、夢と妄想の区別もつかなげふっ！」

　大笑いするその顔を殴り飛ばそうとした直前、またしても横にいた奴にその役目を奪われた。

「ク、クリストファ卿。貴様なにを？」

「ボクはやめろと言った。これ以上、騎士の品位を落とすような真似は慎つつしめ。でなければ今度は本気で行く」

「わ、わかったよ」

　頰ほおにきつい一撃をもらった彼は目め尻じりに涙を浮かべつつ、相方に押されるようにして、止まっていた歩みを再開させた。もちろん、最後に俺への捨すて台詞ぜりふも忘れない。

「じゃあな、名前を聞いたこともない冒険者！　精せい々ぜい、無む駄だな努力を続けてくれ！」

「……すまなかった。この詫わびはいずれ」

　俺とすれ違う際に相方の言動を小さな声で詫びて、もう一人の騎士も去っていく。

　俺は二人の騎士の背中をしばらくにらみつけていた。

　幼なじみと自分との間で開いた距離に、俺は拳を握りしめ、にらみ続けることしかできなかったのだ。
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　ニルドたちとの一件があったあとに俺が向かったのは、王都から少し離れた場所にある山だった。

　地名は知らない。モンスターもほとんど出ない変な葉っぱの形をした広こう葉よう樹じゆの茂しげる山で、ここ半年ほど利用しているが、今まで誰かと遭遇することはなかった。人から隠れて修行するにはうってつけの場所である。

「さて、今日もやりますか」

　山頂付近にある開けた場所へ、準備運動もかねて一息で駆け上がると、俺はそこで一本の木を敵に見立てて剣を構えた。

「ふッ！」

　鋭く息を吐いて、剣を振るう。

　まだ細い木だったが、しっかりと根を張ってたくましく育っているらしく、斬きりつけると硬い手応えを返してきた。まるで耐たい久きゆう値ちの高いモンスターを相手にしているかのように錯さつ覚かくする。

「おおおォオオ!!」

　ならば倒す。斬り捨てる。

　胸の奥底に滾たぎる闘とう志しを叫びに変え、全力で剣を振るう。

　もっと強く、もっと鋭く、もっと速くなれと、祈いのるように剣を振るい続ける。

　これを一時間から二時間ほどかけてひたすら行う。それが、俺が朝の日課としている剣の修行だった。

　これは秘密にしていることだった。この場所自体はリカさんから教えてもらった場所で、どうやら俺が毎朝この場所に通っていること自体は知っているようだけど、修行に使っているとは思っていないだろう。

　内緒にしている理由は簡単だ。恥ずかしいからである。

　修行自体は冒険者であればやっている人も多い。剣士スキルを持っているのなら剣の修行を。槍やり士しスキルを持っているのなら槍の修行を。弓士なら弓を、といった具合に行う。別にこれは戦せん闘とう職しよくにかぎった話ではなく、料理人なら調理スキルの修業をするし、歌手ならば歌唱スキルの修行をして熟練度を上げていることだろう。

　つまり修行とは一般的に、自分の持つスキルの熟練度上げのことを指す。よって当然のことながら、自分の持たないスキルの修行などするはずがない。

　自分が持たないスキルの修行をするなんて行為は、つまるところ、自分のステータスを知らない九歳以下の子供が木の枝を振り回して遊んでいるのと同じことである。いい大人がそんなことしているのを誰かに見られようものなら、恥ずかしくて死んでしまう。

「いやいや、俺はわからないだけで剣士スキルを持ってる可能性はゼロじゃない。剣の修行をしてもおかしくはないよな、うん」

　改めて自分のしていることを考えて、ついつい誰もいないのにいい訳をしてしまう。

「ほう？　それは剣の修行じゃったのかね？」

　と、俺の独り言に対して応こたえる声があった。

　驚いて声のした方を振り返ると、切り株にどっしりと腰掛けた、七十近い豊ゆたかなひげの老人が、俺のことを興味深そうに眺ながめていた。

「い、いつからそこに？」

「うん？　大体、お前さんがよくわからん決め台詞をつぶやきながら剣を振るっていた頃じゃよ。──我が必ひつ殺さつの刃やいばを受けてみよ、じゃったか？」

「ぎゃー！」

　無む駄だに渋しぶく格かつ好こいい顔で演じる老人に、俺は顔を手で覆おおった。

「他にはたしか。──知ってるか？　俺の間合いから逃のがれる術すべはないんだぜ、じゃったかのう？」

「やめろやめろお願いだからやめてくれ！」

　持っていた杖つえを剣のように握って、さらに演じてみせる老人。ノリノリである。そして俺の心はズタズタである。

「ついつい修行に熱がこもってだな。いつもこんなことしてるわけじゃないから！」

「よいよい。儂わしも男じゃ。気持ちはようわかる」

「……それを人に見られて恥ずかしい気持ちもわかって欲しかったんだけど」

「もちろん、わかっててやったに決まってるじゃろ？」

「わかった。喧けん嘩か売ってるんだな、じいさん」

　相手が老人だからって容よう赦しやはしない。黒歴史は葬ほうむり去さらなければ。

「ていうか、もしかしてじいさんが、リカさんが言ってた俺に会いたいって人なのか？」

「リカさん、か。それはギルド職員のリカリアーナ・リスティマイヤで間違いないか？」

　俺は頷うなずく。それはリカさんの本名だ。

「ふむ。ならばそれは儂で間違いないぞ。リカリアーナは儂の知っとる奴じゃ」

「やっぱりか」

　こんな辺へん鄙ぴな場所で人に会うなんて、それくらいしか考えられない。

　朝の一件もあり、そのことを半ば忘れて修行に没ぼつ頭とうしていた俺も悪い。じいさんの悪ふざけは忘れることにした。

「それで？　俺なんかに一体なんの用だよ？　しかもこんなそれなりに険けわしい山に登ってまで会いたいなんて」

「ほほっ、そうじゃな。お前さんの顔を見ただけで、概おおむね儂の目的は達せられたようなものじゃが、どうせならお前さんの名前を教えてもらえるかの？」

「ライだ。俺の名前はライ・オルガス」

「ライ・オルガスか。うむ、その名前を覚えておこう。これで儂の目的は達成じゃ」

「……本当に、よくわからんじいさんだな」

　俺の名前を知りたいだけなら、リカさんに聞けばいいのに。

「それはそうと、少し気になったんじゃが」

　結局俺に会おうとした用件がなんだったのかがわからない老人は、ひげを撫なでつけながら周囲を見回したあと、まったく別の話を始めた。

「儂もな、実はお前さんと同じで、以前はこの山で修行をしておったのじゃが」

「修行を？」

「つまりは熟練度上げじゃな。儂、こう見えて農のう耕こうスキル持ちなんじゃよ」

「いや見るからに農家のおっさんっぽいけど」

「農家のおっさん！　そんな風に言われたのは初めてじゃ！」

「そうかぁ？」

「こう見えて儂、それなりに偉えらいし裕ゆう福ふくなんじゃよ」

「ふむ」

　服装は、たしかによく見ればそれなりに上等な布地を使っている。それでも貴族が着るような高級品で着飾っているのではなく、丈夫で動きやすい服装である。切り株の横には老人の物だろう荷物が置いてあったが、老人が一人で山登りするのなら不思議ではない量と内容である。農家の老人でも手に入れられそうなものばかりだ。

「やっぱり、ただの農家のおっさんにしか見えないな」

「そうかそうか。まあ、生まれはたしかに農家の長男坊じゃったがな。若い頃に家を飛び出してしまってのう」

「農家の跡取りが農耕スキル持ってたなら、普通はそのまま農家やると思うけど、あんまりランクが高くなかったのか？」

「Ａランクじゃった」

「農家やれよ！」

　Ａランクの農耕スキル持ちがいれば、その農家は一生どころか数代にわたって安あん泰たいである。Ａランク農家の腕で耕された畑は黄こ金がね色いろに輝き、数十年にわたって異常なまでの大豊作を約束すると聞いている。一代で大農園の主になれただろう。

「いやまあ、そうなんじゃが、儂にはもうひとつＡランクのスキルがあってのう。そっちの方にひかれてもうたのよ」

「Ａランクスキルふたつって信じられないな」

「まあ、確率的には百万人に一人じゃからのう。疑う気持ちもわからんでもないが。お前さんが見せてくれるというなら、儂のステータスを見せてやってもよいが？」

「あ～」

　Ａランクスキルふたつ持ちのステータスは気になるが、俺のステータスが読めないことを考えれば頷けない申し出だった。

「いいや。見せられなくても信じるよ。Ａランクスキルふたつ。うらやましいかぎりだ」

「じゃろう？　じゃろう？　もっと嫉妬してもいいんじゃよ？」

「このじいさん本当なんなの？」

　さぞ家族や知り合いからは邪じや険けんにされているに違いない。

「で？　そのもうひとつのスキルって？」

「ああ。お前さんと同じ、剣士スキルじゃよ」

「剣士スキル……」

「じゃから、少しお前さんのことが気になってのう。こうして見ておったわけよ」

　じいさんは目を細めると、じっと俺の体つきを観察する。

「不思議な修行をしおる。あのようなことをしておっても、剣士スキルの熟練度は大してあがらんじゃろうに」

「……そう、なのか？」

「そうじゃよ。剣士スキルの熟練度を上げるのに、一番てっとり早いのは同じ剣の型を繰り返すことよ。型が洗せん練れんされればされるほどに熟練度は上昇してゆく。お前さんのように型もなくひたすら木に打ち込んでも、熟練度はほとんど上がりゃせん」

「…………」

　俺はガシガシと頭を掻かいた。

　なんというか、もしかして。

　今、これまで俺が修行に費ついやした八年間を全否定されてしまったのだろうか？

「なんじゃ？　もしかしてお前さん、そんなことも知らんかったのか？」

「いや、知らなかったというか」

　知るのが怖かったというか。

「……悪い、じいさん。噓うそ吐ついた。俺、本当は剣士スキルなんて持ってないんだ」

「持ってない？　剣士スキルを？」

　じいさんは心しん底そこ驚いたような、呆あきれたような顔をした。

「剣士スキルもないのに剣の修行などしておるのか？　その行為に一体なんの意味がある？」

「たぶん、意味があるって信じたかっただけさ」

　俺はそのまま地面に大の字になって寝転がった。

「俺にはきっと剣士スキルがある、騎士の才能があるってさ、そう信じたかっただけなんだよ。他のなんの修行をしても条件は同じだから、やっぱり騎士らしい剣の修行をしてただけなんだ」

「騎士とな？　お前さん、騎士になりたいのか？」

　その問いかけへの答えは俺の中でずっと決まっていた。恥ずかしいほどに、今もなお俺はそう思っているのだ。

「騎士になりたい。ずっと、騎士に憧あこがれてるんだ」

　幼い頃、華はな々ばなしく凱がい旋せんする騎士たちの姿を見たときからずっと。

　いや、きっとその前から俺は騎士に憧れていた。戦争で死んだ父親が騎士だったと、病気で亡くなった母さんからそう教えてもらったそのときから。

　けれど──現実はあくまでも現実で。

　憧れは夢を叶える力にはなってくれなくて。

　今の俺は、ただの底辺冒険者。今日もステータスは読めない。

「……騎士に憧れてたんだけどなぁ」

　だからそろそろ、夢を諦めないといけない頃合いなのだろう。

　剣を手放し、手のひらを見つめる。

　剣の修行を始めた頃は、手のひらにできたマメがつぶれて血まみれになったっけ。それであいつに治してもらったんだ。それでも次の日にはやっぱり血まみれにして帰ってくるから、あいつは怒って、それから一いつ生しよう懸けん命めい治してくれた。そんな毎日が続くうちに、皮ひ膚ふが硬くなって破けなくなった。それが、少しだけ誇らしかったのを覚えている。

　どうだ。俺は少しだけ強くなったんだぞ、と。こんなステータスにしてくれた誰かに向けてそう胸を張ったのだ。

　けど……そうか。俺の修行は間違ってたのか。

「ははっ、そうだよな。こんなことになんの意味もないに決まってるよな」

　本当はわかっていた。最初からそんなことには気付いていた。

　なぜなら、もっと早くに調べていればそれで終わる話だったのだ。正しい修行を行って、なにも変わることのない自分を自覚して、それで自分にはそのスキルはないのだと諦めることができただろう。けれど、俺はそれをしなかった。誰にも正しいやり方を聞かなかったし、調べることもしなかった。

　ずっと意味もなく剣を振り回し続けながら、ステータスが読めないだけで実際はスキルがあるだなんて、そんな暴論に縋すがり続つづけていたのだ。

「……全部、無駄だったのかぁ」

　けど結局、あのクソ野郎の言ったとおり、俺のしてきたことは無駄な努力だった。

　こんなステータスを持って生まれてきたのに、騎士になろうなんておこがましかったのだ。

　それをもっと早くに認めていれば──。

「いや、無駄ではないじゃろ」

　不意をつくように、俺のつぶやきにじいさんが反論してくる。

「たしかに、持たないスキルの修行をするなんてのは酔すい狂きようの極みじゃろう。だが完全に無駄というわけでもないんじゃよ」

「どういうことだ？」

　意外な言葉に、身体からだを起こしてじいさんに向き直る。

　俺の知るかぎり、自分の持たないスキルの修行にはなんの意味もないはずだった。多少なりとも経験値は取得できると聞くが、それは普通の生活をしていても同じこと。生きているだけで、人はほんの少しだけ経験値を手に入れることができる。

　けど俺の何倍も生きているであろうじいさんは、これだから最近の若者は、と言わんばかりの目で俺を見てきた。

「お前さんも知ってのとおり、ステータスの能力値は、個人の差こそあれどレベルを上げることで全体的に上昇する。じゃがな、レベルを上げずとも能力値に負荷をかけながら身体を動かすことで、その能力値を上昇させることができるのじゃよ。といっても、レベルアップの能力値上昇に比べればほんの少しだけじゃし、レベルアップではない能力値上昇は、修行を継続せずに身体を休めるとすぐに元に戻ってしまうがな」

「つまり俺の八年間は？」

「馬鹿とは思うが無駄ではない。それは儂が保証してやろう」

「……会ったばかりのじいさんに保証されてもな」

　嬉うれしくはない。けれど、救われた気はした。

　まだお前は騎士を目指していてもいいのだと、そう言われたような気がしたのだ。

「無駄じゃない、か。……まあ、俺は結局このやり方しか知らないし、もしかしたら俺にはこのやり方があってるのかも知れないからな」

「こんな荒々しい修行があってるスキルってなんなんじゃ？」

「さあな。俺も知らない」

「なんじゃそりゃ。変な小僧じゃのう」

　俺は立ち上がると、剣を拾い上げて鞘さやに戻した。

「じゃあな、じいさん。あんたの本当の目的がなにかはわからないけど、修行場を荒らしたことは悪かったよ。明日からは別の場所を探すことにする」

「なに、気にせず明日からもここに来るといい。農耕スキルは大地を耕し豊かにすることで熟練度が上昇する。土地が荒れていれば荒れているほど効果は高いんじゃ。お前さんが荒らした分は、儂が元に戻しておいてやろう。ほほっ、いい修行になるじゃろうて」

「そういうことなら、またお邪魔させてもらおうかな。この山以外でもいくつかの場所で修行してたけど、ここの木が一番ちょうどいいからな」

「そりゃ、儂が知り合いの戦闘系スキル持ちのために丹たん精せい込めて育てた木じゃからな。剣を振るうには持ってこいじゃろうよ」

「……そんな木を、俺は結構切り倒してしまってるわけなのですが」

「よいよい。気にせず励め、若人わこうどよ。お前さん、なかなかどうして見所があるよ」

「じいさんに見込まれてもなぁ」

　呵か々かと笑う不思議な老人に手を挙げて、俺は修行場を後にしようとする。

「そうじゃ。もうひとつ言っておかないといけないことがあったんじゃ」

　その前にじいさんに呼び止められる。

　振り向くとじいさんは鋭い眼差しで俺を見ていた。それはまるで抜き身の刃のよう。触れれば切り裂かれてしまう、一振りの名剣のような。

「剣士スキルＡランクって言ったの、あれ噓な」

「はぁ!?」

　じゃあこれまでのやりとりはなんだったんだ！　完全に無駄な時間じゃねえか！

「勘弁してくれよ。こっちは本気で一度は夢を諦めようって思ったのに」

「それでも諦められないと再認識できたんじゃろ？　なら儂の噓にも意味はあったではないか。きっと物事に本当の意味で無駄なことはない。そういうものじゃよ」

「まったく」

　ひげを撫でながら笑うじいさんに、完全に毒気を抜かれてしまう。不思議と人を引きつける、そんな老人だった。

「じいさんの言うことにも一理ある気がするよ。俺の八年間は無駄じゃない。ほんの少しだけでも夢に近付けてる……といいなぁ」

　確信はない。確証はない。それはきっと、この世の誰にも証明できないこと。

　ステータスの読めない俺は、今日も馬鹿のように善よき未来を信じて、がむしゃらに走り続けるしかないのだ。

「さて、そのために今日もがんばって稼かせぎますかね」

　俺は今度こそじいさんに別れを告げ、王都に戻るために山を下り始める。

　いつもなら修行の疲れで鈍にぶる足は、不思議と今日は軽かった。心地よい疲労は、まるでスキル熟練度が初めて１００に達したときのよう。実際はその感覚を知らないけど、たぶん、ひとつ努力が報むくわれた気分というのはこういうものに違いない。

　そうだ。俺の夢は、今日のように多くの人に笑われるものだけど、誰に迷惑をかけているわけでもない。誰に後ろめたいものでもない。

　諦めるべきなのは重じゆう々じゆう承しよう知ちで、この先、なれる可能性はとても低いけれど。

「俺は、騎士になりたいんだ」

　それが俺の願い。俺の目標。万年Ｅクラスの冒険者が目指す無謀な夢だ。

　だけどそれが俺の夢だから。自分の歩いてきた道が、その夢に続いていると信じて。

「今に見てろよ──ッ！」

　さあ、今日も冒険に出かけよう！













　きっかけは一通の手紙だった。

「ヘルメス卿きよう、冒険者ギルドからの手紙をお届けにまいりました」

「失礼致します」

　そう言って儂わしの執しつ務む室しつにやってきたのは、二人の青年騎き士しだった。

　一人は物もの腰ごしの柔らかな小柄な青年騎士で、もう一人は彼と比べるまでもなく図体も態度もでかい青年騎士だった。騎士団内でも、その剣の腕と見た目の凸でこ凹ぼこぶりで目立っている、若手の注目株だったか。

　たしか小柄な方がクリストファ卿。大柄な方が、ニ、ニ、ニル……なんじゃったかな？

　まあ、よい。その資質が本物なら、いずれ嫌でも名前が耳に入ってくることだろう。覚えるのはそのときになっても遅くはない。わざわざ自分から名前を聞くなんて面倒じゃわい。

「ご苦労じゃったな、二人共。それで冒険者ギルドからの手紙じゃったか？」

「はい。こちらになります」

　クリストファ卿から手紙を受け取り、封筒の表面に刻まれた印を確認する。

「たしかに冒険者ギルドからのようじゃの……ん？　この手紙、別に儂宛ではないようじゃが？」

　封筒の裏側には宛先人の名前も、差出人の名前もない。すでに封筒の封は切られ、中身も検あらためられていた。

「はい。私の方で中を拝見させていただいたのですが、これはヘルメス卿へ届けるのが筋すじだと判断いたしましたので」

「閣かつ下か。クリストファ卿はこう言ってますが、自分はやめるべきだと制止したのです」

「ふむ」

　髭ひげを撫なでつけながら、ニルなんとか卿に先を促す。

「自分も手紙を拝見したのですが、書いてあるのはドラゴンが出たなどという妄想のようなことばかり。信頼性に欠けます。とてもではありませんが、閣下のお手を煩わずらわせるような案件ではないと思うのです。ですが、クリストファ卿が強行致しまして」

　あくまでも自分は制止した側という姿勢を崩さない癖くせに、一緒に執務室までやってきたニルなんとか卿の思おも惑わくはともかく、彼の口から出てきた単語は気になった。

　ドラゴン。この天と地の狭はざ間まにあって最強と謳うたわれるモンスター。儂も実際には見たことがない、伝説の怪物である。

　クリストファ卿を軽くにらむように見る。ことドラゴンにかんして噓うそは許さぬ。

　だが彼は柔にゆう和わな笑みを崩すことはなかった。自分は正しいことをしたのだと、心の底から信じている顔だ。

　隣であてられて身震いするニルなんとか卿とは違うその心胆に敬けい意いを示し、手紙の内容に目を通す。

「ふむ。あの政治屋からではないのか」

　手紙の差出人は、冒険者ギルドのギルドマスターではなく一職員からであった。内容は、ニルなんとか卿の言うとおりの妄想じみたもの。ドラゴンが山に現れて暴れているので、騎士団の助力を乞うというものだった。

「もしもこの手紙の内容が事実なら、なるほど、儂宛というのも頷うなずける話じゃ」

　ドラゴンを相手取れる冒険者などいまい。いや、王都の冒険者ギルドには『閃光』なる秘密兵器がいるらしいが、その実体は不明である。まあ、ドラゴンを相手に戦えるのは儂くらいのものと言っても間違いはなかろう。

「じゃがな、クリストファ卿。儂はここ数年でこれまで幾度なくドラゴンが出た、ドラゴンが現れたと騒ぎになった場所へと赴いたが、一度だって本物に遭遇したことはない。手強いモンスターが出るならまだマシ、中には大きないびきをドラゴンの咆ほう吼こうと勘違いしただけという話もあった」

「ですがこの王都近隣の山中で、ここ数年、謎なぞの破は壊かい現象が繰り返されているのも事実です。その破壊の規模もだんだんと大きくなっています。半年と少し前に見つかったものは、まさにドラゴンの足跡と呼んでいいものであったと」

　ドラゴンの足跡。それは理由不明の大規模破壊現象を指す言葉だった。突然飛来したドラゴンが暴れた跡なのだと。この王都では、ここ数年の間にそのドラゴンの足跡がいくつか見つかって色々と話題になっていた。

「生まれたばかりのドラゴンが成長でもしとると？」

「否定はできません。ドラゴンの生せい態たいはまだなにもわかっていないのですから。冒険者ギルドの方に問い合わせれば、少しはわかるかも知れませんが」

　ある日突然発覚し、問題となるドラゴンの足跡は、多くが冒険者ギルドからの報告という形で騎士団に届けられたものだ。国を左右する情報はまず一番に騎士団に届くが、こういった民衆が第一発見者になる情報に関しては、冒険者ギルドの方が耳が早い。

「この手紙もそういったものかのぅ」

「可能性は高いと判断しました。それに」

　クリストファ卿はニルなんとか卿には聞こえないように、儂の耳元で囁ささやいた。

「これを届けてきたのは、あのリカリアーナ・リスティマイヤです。ただの妄もう言げんである可能性は低いかと」

「リカリアーナ、か」

　はて誰じゃったかな？　どこかで聞いたような気はするんじゃが。

「……ギルドナイトのリーダー格の一人です。例のエルフの」

「おお、そうじゃった！　リカリアーナ・リスティマイヤ、政治屋の懐ふところ刀がたなと思おぼしき娘じゃったな！」

「閣下！」

　ギルドマスターに近しい職員からの手紙という意味を、髭を撫でつけながら考えていると、ニルなんとか卿が突然大声を上げた。

　彼はクリストファ卿を睨にらむように見ると、鼻息を荒くして、

「聞こえたぞクリストファ卿！　閣下に変なことを吹き込むのはやめろ！　なにがギルドナイトだ！　所しよ詮せんはただのギルドマスターの私兵ではないか！」

　責められたクリストファ卿は澄すまし顔だ。だが声を小さくしたのは、こういうことじゃったか。すまんことをしたのう。

「閣下。その手紙を信じてはいけません。騎士団内を混乱させるギルドからの情報操作に決まっています！」

　儂の考えなど無視して、ニルなんとか卿は自分の考えこそが正しいのだと吼ほえる。

「このような戯ざれ言ごとで騎士団を混乱させようとした冒険者ギルドへは、この自分が抗議へ行ってきましょう。なぁに、もしも結果的に荒事に発展したとしても、相手は薄うす汚ぎたない冒険者風情。いずれ閣下の後を継ぐ大天才、このニル──」

「クリストファ卿」

「はっ！」

　ニルなんとか卿を無視してクリストファ卿に声をかける。

「よくこの手紙を届けてくれた。明日の朝にでも、足を運んでみることにするよ」

「お供致します！」

「閣下！　なぜそのようなことを」

　ニルなんとか卿が詰め寄ってきて、つばを吐く勢いで抗議してきた。本当に、この男は手紙の内容を読んだのじゃろうか？

「お前さんの言うこともわかる。ドラゴンが出たなどというのは、恐らくは噓じゃろう」

「では！」

「じゃがな、ドラゴンが現れたという山が例の場所となれば、見に行かないわけにはいかんだろう？」

「うぇ？」

　ニルなんとか卿が目をぱちくりする横で、クリストファ卿もやや呆あきれた様子で言った。

「ドラゴンが現れたと指定された場所は、ヘルメス卿が以前より騎士団の武装強化のために、私財をはたいて用意されていた山だ。気がつかなかったのか？」

「儂があの場所で、騎士団の剣や鎧の材料となる白鋼アダマントを育てているのを知っておるのは、騎士団の者だけじゃからな」

「えっと、つまりどういうことですか？」

「事情の知らないはずのギルドが、場所をこの山に指定した上でわざわざ騎士団に応援を求めてきた。これに裏がないわけがない、ということだよ」

　ニルなんとか卿の疑問に、クリストファ卿は嫌な顔ひとつせず答えた。よくよく人間が出来ている若者である。

　彼の解説どおり、この手紙がただの妄言を書き連ねたものでないのはほぼ確定だった。

　ドラゴン云うん々ぬんは噓だとしても、なにかしらの問題が起こっており、それを把握したギルドが秘ひ密みつ裏りに騎士団に伝えてきたと見るべきか。

「ふむ。前に大地を耕してから半年か。木々も中身もそろそろいい感じに育ってきておるじゃろう。その確認も含めて行ってくるとしようかの」

「そ、そういうことでしたら、オレ、ではなく自分もお供致します！」

「私もお供させてください」

「よいよい。お前さんたちもたしか、今日の夜から明日の朝にかけて外での任務があったじゃろう？　こちらは儂一人で十分じゃ」

　残念そうな顔をする二人だったが、こればかりは連れて行けなかった。なにせドラゴンが出る可能性は、決してゼロではないのだから。

「ほほっ、なにやら疼うずきおるなぁ」

　あくまでも勘に過ぎないが、よき出会いがあるような気がする。

　もしかしたらもしかして、念願のドラゴンと死し合あうこともできるやもしれん。




　翌朝、装備を整えて件くだんの山を登っていく。

　装備といっても、傍はた目めからはただの服に見えるだろう。だがその実、物理と魔法の両方に高い耐性をもった代しろ物ものである。以前、功績をあげたときに王より賜たまわった秘宝。ドラゴンの爪つめも炎もまとめて跳ね返すという触れ込みの服だった。

　剣もまた傍目からはただの木の杖つえにしか見えないが、ドラゴンの牙きばを研といで作り上げたという名剣を仕込んだ、これまたかつて王家の秘宝だった剣だ。

　儂が揃そろえられるかぎりの武具と防具。もしものとき、準備不足でドラゴンと戦えないとなると死んでも死にきれん。ドラゴンに関かかわることであれば、それが子供の噂うわさ話ばなしの中であっても、儂はこの装備で赴おもむくことにしていた。

「さてさて、今回はどうか」

　山の木々はいい感じに硬く育ってきている。一本の木を切断して、中を覗のぞき込こんでみると、小さな白い鉱石を見つけることができた。すでに木の中で白鋼は結晶化している。今度回収班を寄よ越こさないといかんのう。

「む？」

　そのとき、ぉん、という風の唸うなる音が聞こえてきた。

　続いて木々がへし折れる音。大地がえぐれる音。荒々しい破壊音が、断続的に聞こえてくる。

　その音から予測される破壊力のほどを感じ取り、儂は久しく感じていなかった熱が、この枯かれた身体からだに通っていくのがわかった。

　儂の持つ農耕スキルのすべてを注ぎ込んで作り上げたこの森の木々は、見た目こそ細い木でしかないが、その実鋼はがねよりも硬く、下手な城壁よりも頑がん強きように育っている。それを易やす々やすとへし折ることができるとなれば、ドラゴンではなくとも強いモンスターであるのは間違いない。

「おお、久しぶりに儂の経験値となりうる強敵か！」

　自然と浮かんでくる笑みを隠すことなく、儂は山を駆け上がった。

「経験値だ！　経験値を寄越せ！　儂をレベルアップさせろぉ！」

　剣を仕込んだ杖を手に、山頂に程近い開けた場所に出る。

　──そこで破壊の化け身しんを見た。





　　　　　◇◆◇






　風となって青年が去っていったあとも、儂はしばらく切り株から立ち上がることなく、感動の余よ韻いんに浸ひたりながら目の前の景色を眺ながめていた。

「まさか、本人はあれでただ剣の修行をしておるつもりとはなぁ」

　髭をなでさすりながら、この場所で出会った青年のことを思い出す。

　剣士スキルを持たないのに、剣の修行に明け暮れていた青年。儂の長い人生にあっても、あのような酔すい狂きよう者ものはほとんどいなかった。加えていうのであれば、その酔狂の結果、あのような力を手に入れてしまった人間は皆かい無むである。

　得え難がたい人種だ。初めて見る珍種である。

　戦いを前に高ぶっていた心が、一周回って落ち着いてしまう程度には、衝撃的な出会いであった。

「いかん。気になる。やはり無理矢理にでもステータスを見せてもらうべきだったか」

「着いたぁ！」

　突然、後ろの方で声が上がった。

　これは自分が思っているよりも青年の強さに気を取られていたらしい。まさか、この儂が背後から迫ってきていた人間に気付かないとは。

　振り返って確認すると、そこには興奮する一人の少年と、その周りで地面の上に座り込んだ三人の、計四人の少年たちがいた。全員がかなり若い。十五歳くらいだろうか。服装と装備から推察するに、駆け出し冒険者といったところか。

「ようやく着いた。みんな、ここが目的地で間違いないぞ！」

「じゃないと困るぜ、ほんと」

「ジョナサンの言うとおりだ。もう一歩も歩けねぇよ」

「疲れた……」

「お前ら、今日はライさんに助けてもらったお礼を言いに来たんだぞ！　そんなだらしない姿でどうする！　しゃきっとしろ！　あの人の前で座り込むなんて不作法は、この俺が許さないからな！」

「やべぇよ。ラッセルが明らかにおかしいんだけど」

「昨日の昼間とは正反対のこと言ってるし」

「ていうか、本当にあの万年底辺冒険者が俺たちを助けてくれたのか？」

「そうだ。ライさんがいなければ、俺たち全員、今頃死んで……ん？」

　一人元気なリーダーらしき少年が、こちらの存在に気付いて訝いぶかしげな目を向けてきた。

「あそこに誰かいるぞ」

「ライさんじゃねえの？」

「違う。知らないおじいさんだ」

「どれどれ」

　遅れて、地面に座り込んでいた仲間たちも儂を見た。

「うぉおおお！」

　その中の一人が、儂の顔を見るなり声を上げて飛び起きた。

「いきなりどうしたんだよ？　カリュン」

「お前までラッセルみたいに狂っちまったのか？」

　仲間たちが耳を押さえてにらみつけるが、そのカリュンと呼ばれた少年には聞こえていないようだった。

　彼は儂へと近付いてくると、鼻息を荒くして、声を震わせながら聞いてきた。

「あああ、あなた様はもしかして、王国騎士団のヘルメス卿ではないですか!?」

　彼の言葉を聞いて、仲間たちも騒然となる。

「ヘルメス卿って前騎士団長の!?」

「世界に五人しかいない超ちよう越えつ者しや！」

「王国最強の騎士！」

　少年たちはそのあと声を揃えて、儂の異名を叫んだ。

「「「「──『大だい剣けん聖せい』ヴァン・ヘルメス!!」」」」

「ふむ。たしかに儂の名はヴァン・ヘルメス。『大剣聖』などと呼ばれておる騎士よ。よくわかったの、坊主」

　儂の名前はとにかく有名じゃが、顔を知っている者となればかなり少ない。実際に、先程の青年は最後まで儂のことに気付かなかった。

「お、俺、じゃなくてワタシは昔、村の前をヘルメス卿を乗せた馬車が通りかかったとき、こっそりと木の上からお顔を拝見したことがありまして」

「あのときか！　そういや、カリュンだけちらっと馬車の中が見えたとか言ってたな！」

「てっきり噓だと思ってたのに、本当だったのか」

　カリュン少年の言葉に、全員が儂を尊敬の眼まな差ざしで見てきた。もはや慣れ親しんだものだが、悪い気はしない。

「ヘ、ヘルメス卿！　お、俺もあなたと同じで剣士スキルを持ってるんです！　もちろん、あなたみたいなＳランクではないですけど」

　その中でも一際憧あこがれが強いらしいカリュン少年が、恥ずかしそうに、儂に自分のステータスを見せてきた。

「俺もがんばってあなたみたいに熟練度を１０００まで上げれば、スキルランクを上げることができるのでしょうか？」

　たしかにそのステータス画面には、剣士スキルＣの記き載さいがあった。Ｃランクスキルを手に入れることができるのは、百人に一人ほど。それなりに才能はあるということだが、誰も彼もが当然のようにＢランク以上の戦闘系スキルを持っている騎士団で生活している儂には、あまりにも凡ぼん庸ように映る。

　それでももしも熟練度を最高値である１０００まで上げることができれば、彼の願いどおりにスキルのランクアップは叶かなうだろう。確認されているかぎり、それが誰もがスキルをランクアップさせられる唯一の道だ。

　しかし……。

「ランクアップは叶う。だがもしも儂と同じ地平まで上り詰めたい、ということであれば、それは無理と言わざるを得ない。すべてのスキルに共通する最後のボーナススキルは、そのランクをひとつ上げること。つまり元々Ａランクじゃった儂はＳランクになれたが、Ｃランクのお前さんではＢランクに上がれるだけじゃ」

「……やっぱりそうですか。俺にＳランクは無理かぁ」

　がくりと肩を落とす少年。その肩を優しく叩たたいてやった。

「Ａランクじゃろうと、Ｃランクじゃろうと、熟練度を上げる困難は同じよ。スキルランクを生まれたあとに変えるという、人の理ことわりを超越したことには変わりない。人々はお前さんのたゆまぬ努力を讃たたえるじゃろう。精進あるのみじゃよ」

「は、はいっ！」

　目を輝かせ、やる気をみなぎらせる少年。

　よいよい。やはり若者はこうでなくては。どれだけその道が辛つらくとも、ひとつひとつを積み重ね、やがては頂いただきに手をかける。そういう努力ができる者こそを、儂は好いているのだ。

「それはそうと、お前さんたちはどうしてこんな山に？　ライと先程名前を呼んでいたが」

「そうだ、ライさん！　ライさんはどこに!?」

　リーダーの少年が、儂の言葉に慌てて周囲を見回す。

「あれ？　ライさんがいない。ここじゃなかったのか？」

「時間かかっちまったし、もう帰っちまったんじゃないのか？」

「けどリカリアーナさんが前もって、今日俺らが会いに行くから先に帰らないように伝えてくれてるはずなんだよ」

「つまりそのリカリアーナさんが噓吐ついたってことじゃね？　もらった地図だってまったく違ったしよ」

「やっぱりラッセルのこと、まだ怒ってるんだよ。目つきが悪いとか言うから」

「そんなはずはないんだけど……」

「リカリアーナ、か。……やはりなにか謀はかられたか」

　なにかしらの陰いん謀ぼうに自分が利用されたことは明らかだったが、それでも今日ここに来てよかったと素直に思う。あの青年と出会えただけで対価としては十分だ。まあ、気になるのであとでクリストファ卿にでも調べさせようか。

「なあ、お前さんたち。もしかして、ここにいたライという青年に会いに来たのではないかね？」

「えっと、はい。ライさんは冒険者の先輩なんですけど、知っているんですか？」

「残念じゃが、彼ならさっき帰ってしまったよ」

　儂の言葉にラッセル少年が肩を落とす。

　彼らにはすまないことをしてしまったか。ライ・オルガスと本当に待ち合わせをしていたのは、どうやら彼らのようだ。いや、その約束は建前として使って、本当は儂と会わせたかったのか。

「ほら、やっぱり帰っちまったんじゃねえか。俺らもさっさと帰ろうぜ」

「けど帰り道がよくわからんぞ。来るのにも散々迷って、ようやくたどり着けたんだし」

　どちらにせよ、困った様子で一枚の地図を見つめる彼らには謝罪しなければならない。どうやらなにも知らずに利用された口のようじゃしな。

　どれ、少し手助けをしてやるか。

「お前さんたち、その地図を見せてみよ」

　少年たちから渡された地図を見る。

「なるほど。そのリカリアーナという人は、別にお前さんたちをだますつもりはなかったと思うぞ。これはたしかに、この辺りの地図で間違いない」

「けど俺たちその地図どおりに道を進んできたんですけど、全然違う道に出ちゃって」

「そいつは仕方ない。これは半年前の地図じゃからな」

　儂はもう一度、少年たちがいる方とは別の方角を見た。他でもない、ライ・オルガスが修行をしていた方角を。

「ここまで地形を変えられてしまったら、そりゃ、迷って当然だわい」




　──そこにあったのは圧倒的な破壊の跡だった。















　大地は抉えぐられ、木々はなぎ倒され、山肌すらも削られ形を変えている。

　儂の記憶がたしかなら、ここには無数の木々が生おい茂しげっていたはずだ。けれど、今そこに直立するものはなにもない。すべてが破壊され尽くされている。この場所だけではなく、山の至る所で地形が変わるほどの破壊は行われていた。

　騎士を目指す一人の青年の、本人曰いわく剣の修行によって。

「ここまで破壊して、地図を書き換えて、それで無駄なわけがなかろうて。それに気づけないとは、良くも悪くも本当に馬鹿な小僧じゃったなぁ」

「うぉ!?　なんだこりゃ！」

「ありえねぇ！　山がなくなってるんだけど！」

「もしかしてこれ、ライさんが？」

「いやいやいや、どう考えても『大剣聖』様の力だろ！」

　儂の隣に来て、惨さん状じように気付いた彼らもまた悲鳴のような歓かん声せいをあげる。

　それは努力の証あかしというには、あまりにも荒々しく、あまりにも無む慈じ悲ひな有あり様さまだった。誰が見ても一目でこの場所で破壊の限りが尽くされたことがわかるだろう。

　そう、さながらドラゴンが暴れ回った跡のように。

「ほほっ、ドラゴンが現れて困っとる、か。あながち噓ではなかったのう」

　それは儂が倒すべき怪物ではなかったが、正しく破壊の化身であった。

「ライ・オルガス。騎士を目指す、まるで人の姿をしたドラゴンのような奴よ」













「あなたがライ・オルガス？」

　心機一転、冒険者稼か業ぎようをがんばろうと思った日から数日後のことだ。

　いつもより少し遅く冒険者ギルドに行き、通行許可証をリカさんに発行してもらっていると、後ろから誰かに話しかけられた。

　振り返ると、そこには一人の女の子が立っていた。

　知らない女の子だ。冒険者ギルドでは見かけたことがない子である。

　年ねん齢れいは十二歳前後か。まだ幼い女の子で、夕焼け空のような橙の髪を二つ結びにして背中に流している。服装はやや薄うす汚よごれた黒いローブ。頭にも黒いとんがり帽ぼう子しを被かぶっている。

「これまた、わかりやすい魔法使いの女の子だな」

　黒いローブにとんがり帽子というのは、一昔前に流行った魔法使いの正装だ。流行の最先端である王都では廃すたれつつある格かつ好こうだが、地方に行けばまだこのような格好が学校の制服として指定されている魔法学校もあると聞く。年齢からすると、どこかの魔法学校の学生といったところだろうか。

「お嬢じようちゃん、俺になにか用か？」

　視線を合わせるために少し屈かがむと、彼女は人形のような顔を不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがめた。

「子供扱いしないで。あたしはもう今年で十六歳。立派な淑しゆく女じよよ」

「これは失敬」

　国から成人として認められるのは十八歳だが、世間では十五歳になると働き始める人も多く、対外的には一人前と認められることも多い。俺は子供に対する姿勢をやめた。

「その淑女さんが俺になんの用なんだ？　俺の名前を知ってるみたいだけど」

「ええ。ついさっき聞いたばかりだけどね」

　少女はクエストボードの近くにいた冒険者たちに視線を向ける。

　そこには最近知り合いになった冒険者パーティーがいた。

　俺の視線に気付くと手を大きく振ってあいさつしてきたので、俺も軽く手を挙げて応こたえた。

「彼ら以外にも何人かの冒険者に聞いたけど、あなたが魔まの森もりに詳しいって言ってたわ。それは本当のことなの？」

「まあ、ほぼ毎日のように通ってるからな。それがどうかしたか？」

「ふむ」

　少女は考え込むように口元に手をあてると、俺の姿をジロジロとぶしつけに観察してきた。

「装そう備びもみすぼらしいし、あまり強そうには見えないけど、あなた冒険者クラスはいくつなの？」

「Ｅクラスだよ」

　他の冒険者に聞かれたらすぐにわかってしまうため、正直に答える。

「Ｅクラスぅ？　一番下の冒険者クラスじゃない」

　この反応はわかっていた。いつものやつだ。訝いぶかしげな目で見られる。

「本当に魔の森に入ったことがあるの？　あそこに入る許可がギルドから下りるのは、Ｃクラス以上の冒険者が主だって聞いたけど」

「本当だよ。実際に、ほら」

　すでに許可証を完成させ、ことの成り行きを見守っていたリカさんから、魔の森に入る許可証をもらって少女に見せる。

「どうやら本当みたいね。Ｅクラスだけど探索に強いスキルを持ってるのかしら？」

「まあ、そんなところだ」

「そう。それなら及きゆう第だい点てんよ。どちらにせよ、モンスターの相手はあたしが務めてあげるつもりだったし、道案内さえ出来ればＥクラス冒険者でも構わないわ」

「ライさん、気をつけてください」

　少女が一人納得していると、リカさんが小声で教えてくれた。

「彼女ですが、今朝一番に冒険者ギルドにやってきてから、ずっと冒険者を捜さがしているのです。最初は鑑かん定ていスキル持ちの冒険者を捜していたようですが、そもそも鑑定スキル持ちの方はほとんどいないですから」

「ちょっと人の話を聞いてるの？　目の前で別の人と内緒話とかすごくすごく失礼じゃない！」

「……ご覧の態度ですから、誰にも話を聞いてもらえずにいまして」

「俺のところにまで来てしまったわけか」

　魔の森に通い詰めてるからといって、Ｅクラス冒険者の俺に話しかけてくるなんておかしいと思ったが、リカさんの話を聞いて納得する。

　俺の胡う乱ろんげな視線には気付かなかったのか、少女はバサリとローブの裾すそを翻ひるがえし、人差し指を突きつけてきた。

「ライ・オルガス！　あなたにこのあたし、偉い大だいなる大魔法使いを先祖に持つ未来の大魔法使い、フレミア・マルドゥナの大いなる偉業の手伝いをさせてあげるわ！　光栄に思いなさい！」

「じゃあ、リカさん。行ってきます」

「行ってらっしゃいませ。どうかお気をつけて」

「ちょっ!?」

　リカさんにあいさつだけしてクエストに出発する。さあ、今日もがんばるぞー。

「待ちなさいよ！　なんで無視するのよ！」

　しかし自称未来の大魔法使い様に回り込まれてしまう。

「あたしの名前、聞いてなかったの？　フレミア・マルドゥナ！　あのマルドゥナ家の人間なのよ！」

「悪いな。聞いたことない。……まあ、貴族だってのはなんとなくわかったけど」

　マルドゥナ家がどれだけの家いえ柄がらなのかは知らないけど、平民を下に見るその物言いはまさに典型的な貴族のものだ。これは厄やつ介かいなお嬢様に絡からまれてしまったものである。

　そしてそのマルドゥナ家のお嬢様は、俺のお前なんぞ知らない発言を受けて、

「……うぅ」

　目め尻じりに涙をたっぷり浮かべて、今にも泣きそうになっていた。

「名前を知らなかっただけで、なんで泣きべそかいてるんだよ？」

「な、泣いてなんかいないわ！　このフレミア・マルドゥナが、へ、平民に忘れられているだけで泣くはずがないでしょう！」

　袖そでで涙を拭ぬぐうと、フレミアは赤くなった目で俺をにらんできた。

「よ～く思い出しなさい。マルドゥナよ、マルドゥナ。絶対にどこかで聞いたことがあるはずよ！」

「と言われてもだな」

　生あい憎にくと俺は貴族の名前をほとんど知らない。覚えているのは、かの『大だい剣けん聖せい』ヴァン・ヘルメス卿きようとうちのギルドマスターの名前くらいである。

「ん？　けど、マルドゥナか。たしかにどこかで聞いたような気が」

「そうでしょ！　ええ、そうでしょうとも！　誰もが一度は耳にしたことがあるはずなのよ！」

　フレミアは自じ慢まんげに平らな胸をはって、むふん、と鼻息を荒くする。

「なにせ我が家は、長年にわたって王家を支えてきた宮きゆう廷てい魔ま導どう師しの一族！　その名は建国の歴史の中にだって登場してるわ！」

「ああ、思い出した」

　マルドゥナ。どこかで聞いたことがあると思ったら、昔、養よう護ご施し設せつの院長先生が寝ね物もの語がたりに話してくれた、あるお話に登場する魔法使いの名前だ。

　たしかその話は元々絵本だったはず。で、その絵本のタイトルにもなった魔法使いの役柄は──

「恐れなさい！　敬うやまいなさい！　そう、我らこそは伝説のドラゴンと戦ってそのステータスを看破し、恐るべき脅きよう威いを世界に伝えた一族！　その名も──」

「噓うそ吐つきマルドゥナか！」

　ぽん、と手を叩たたいてその異名を口にする。

　口にしてからしまったと思ったが遅かった。

　得意気な笑顔から一転、再びその両目を潤うるませながら、フレミアは叫んだ。

「噓吐きじゃないもん！　ご先祖様は本当にドラゴンと戦ったんだからぁ！」





　　　　　◇◆◇






　噓吐きマルドゥナというのは、子供向けの寝物語としてはかなり有名な話だ。

　その話を簡単に要約するとこんな感じになる。




　昔々、あるところにマルドゥナという魔法使いがいました。

　マルドゥナは王様に仕つかえる魔法使いでしたが、いつもぐーたらしている怠なまけ者ものでした。

　そんなある日、マルドゥナは居眠りをしすぎて、大事な会議をすっぽかしてしまいました。

　これは王様に怒られてしまう。

　そう思ったマルドゥナは、咄とつ嗟さに噓を吐きました。

　街の近くにドラゴンが出たのです。私はこれを追い払うために出かけて遅れてしまったのですよ。

　そう言って、マルドゥナは自分のスキルで見通したという、ドラゴンのステータスを紙に記して王様に見せました。

　ドラゴンのステータスを見た王様は驚きました。

　これまで見たことも聞いたこともない、恐ろしいステータスだったからです。

　王様はマルドゥナを讃たたえました。よくぞ一人でドラゴンを追い払ってくれた。マルドゥナはまんまと罰ばつを免まぬがれました。

　その数日後、街の近くでモンスターが暴れているという報告が王様の耳に届きました。

　ちょうど騎士団は街を離れていていません。困った王様はマルドゥナを呼びました。

　いくら強いといっても、ドラゴンに比べれば話にならない程度でしかありません。ドラゴンを追い払ったマルドゥナなら、簡単に倒せるだろうと言い、王様はマルドゥナにモンスター退治に行かせました。

　断ることもできず、泣きながらマルドゥナはモンスターに挑みましたが、もちろん勝てませんでした。騎士団が駆けつけたとき、すでにマルドゥナはモンスターにぺろりと食べられてしまっていました。

　噓吐きマルドゥナは、噓を吐いたばかりに死んでしまったのです。


おしまい






「……今思うと、残ざん酷こくな話だよな」

「そうよ。この絵本は結局、すぐに発はつ禁きんになったわ。人のご先祖様を使って、噓ばっかり書き連ねたんだから当たり前の話だけどね！」

『黄おう金ごんの雄おん鶏どり亭てい』の一席。俺の向かいの席で、もぐもぐとシチューとパンを頰ほお張ばりながら、フレミアは憤いきどおりを露あらわにする。

　俺の記憶がたしかなら、その絵本が発禁となった理由は、話を聞いた子供たちが、噓を吐いたマルドゥナよりも騙だまされた王様を馬鹿にすることが多かったからだったと思う。

『それマルドゥナのステータス見れば良かっただけじゃないの？』とは無む邪じや気きな子供たちのご指し摘てきである。

　ただ、噓を吐いてはいけないことを子供たちに教える教材として、絵本が燃やされても語かたり継つがれ、今では一度も聞いたことがない子供はいないと言われるほどに定番となった。

　その噓吐きマルドゥナには見本となった実在の人物がいたと聞くが、それが目の前のお嬢様のご先祖様らしい。

「それで？　そのフレミア・マルドゥナ様がどうして魔の森になんか行きたいんだ？」

「ちょっと待ちなさい。その説明の前に」

　口いっぱいに食事を詰め込むと、フレミアは近くを通りかかったロロナちゃんに空のお皿を差し出した。

「おかふぁり！」












「よく食べるな。そんなにここの食事が気に入ったのか？」

「もぎゅもぎゅごくん。……そうね。なかなかと言ったところね」

「パンくずを頰ほおに付けたまま言われてもなぁ」

　フレミアは顔を赤くすると、ごしごしと袖で口周りを拭って俺をにらみつけてきた。

「さっきといい今といい、あなた、貴族に対する口の利き方がなってないわ。あと淑女を運ぶときはお姫様をベッドに優しく連れて行くようにして運ぶように。あなたの運び方はまるで荷物かなにかを運ぶようだったわ」

　そりゃ本当にただのお荷物だったからな、とはさすがに口に出して言わなかった。

　お嬢様は脇に抱えられてここまで連れてこられたことが気に入らないらしいけど、俺からしてみれば、泣いているのを無視せずに『黄金の雄鶏亭』まで連れてきて、こうして食事をごちそうしてあげているだけ感謝して欲しいくらいである。

「まあ、いいわ。これまでの失態は、これからの活かつ躍やくで挽ばん回かいなさい。もう一皿シチューを食べたら、早速魔の森に出かけるわよ」

「だから、その前に行く理由を話してくれって」

「そうだったわね」

　フレミアは新しいシチューを受け取りつつ、真剣な顔で話し始めた。

「どこかの馬ば鹿かの所せ為いで、噓吐きマルドゥナなんて言われてるけど、あたしのご先祖様は本当にドラゴンと戦ったの。そしてその脅きよう威いを鑑定スキルで読み取って、国こく王おう陛へい下かにお伝えしたわ」

　モンスターも含め、自分以外のステータスはいくつかのスキルで看破することができる。鑑定もそういったステータス看破スキルのひとつである。

　モンスターと戦う際、相手の体力が可か視し化かできる以外にも、物質の詳細を読み解くことができるため、有用なスキルのひとつとして、鑑定スキル持ちは色々なところで引く手数多あまたとなっている。

　リカさんを始め、ギルド職員の中にもこの鑑定スキル持ちが多くおり、新種のモンスターが発見されたときも、まずは鑑定スキル持ちがそのステータスを探り、読み取ったステータスから討とう伐ばつ推すい奨しようレベル等を決めているという。

　同じことをフレミアのご先祖様はしたのだろう。伝説に登場するドラゴンのステータス。まさに脅威を測り、今後の対応に活かすためには値あたい千せん金きんの活躍をしたといえよう。

　フレミアもご先祖様のことを誇らしげに語っていた。けれど、それ以上に悔くやしそうな顔をしていた。

　なぜならドラゴンのステータスなんてものは、現状、欠片かけらもわかっていないからだ。

「ドラゴンのステータスを読み取って伝えたわ。本当に、伝えたのよ。けれど当時の国王陛下は信じてくれなかった。こんなものは噓だと、そう言ってご先祖様を宮廷魔導師の地位から下ろしたのよ」

「そんなに理解しがたいステータスだったのか？　レベルが１００を超えてたとか、体力が何百万とあったりとか」

　フレミアは首を横に振る。

「じゃあ、ドラゴンのステータスを読み取れたは読み取れたけど、抵抗が強くて一部分しか読み取れず、それで信じてくれなかったとか？」

　相手のステータスを看破するスキルがあるように、そういったスキルから自分のステータスを隠いん蔽ぺいするスキルも存在する。特に強力なモンスターほどステータスが読み取り辛づらいらしいので、ドラゴンがそうでも不思議ではない。

「舐なめないで。あたしのご先祖様は鑑定スキル９００を超えた、当時最高の鑑定士だったのよ。たとえ相手がドラゴンといえど、完璧に読み取ったに決まってるわ」

「じゃあ、なんで信じてもらえなかったんだ？」

「それは……」

　フレミアは俺の顔をじっと見つめたあと、怯おびえるように顔を背そむけてしまった。

「ふんっ、どうせ言ったところであなたには理解できないわ。世の中にはね、あなたの知ってる常識では想像もできないようなステータスが存在してるのよ」

「想像もできないようなステータス、ねぇ」

　そう言われて最初に思いつくのは、当然、自分自身の読めないステータスだが。

「とにかく、ご先祖様の偉業は誰にも信じてもらえなかったの。あたしは子孫として、ご先祖様に着せられた噓吐きという汚名を晴らさないといけないわ」

「つまり魔の森にドラゴンを探しに行って、見つけたところで今度こそステータスを看破すると？」

「そのとおりよ。まあ、あたしは鑑定スキル持ってないから、ひとまずドラゴンを見つけ出すところまでね。見つけさえすれば、騎士団なりギルドなりがきっちりステータスを読み取ってくれるはずよ」

「大事なところが他人任せじゃねえか」

「ス、スキルがないものはしょうがないじゃない！　ギルドで鑑定スキル持ちを探したけど見つからなかったし！」

「そりゃ、鑑定スキル持ちで冒険者をやってる方が少ないだろ。初めから無理があるだろその計画」

「うるさい！　これは色々と熟じゆつ考こうした末の行動なの！　あなたは知らないでしょうけど、近年、この王都近隣の山や森でドラゴンの足跡っていうドラゴンの痕こん跡せきが数多く残されてるの。けど未いまだにドラゴンの影もつかめていない。となれば、普段は人目のつかない場所に潜ひそんでいるに違いないわ。潜伏場所として、可能性が一番高いのは魔の森よ」

「けど俺は三年近く魔の森に通い詰めてるけど、これまでドラゴンなんて見たことないぞ？」

「それはそうでしょ。相手はドラゴンよ？　あなたみたいなＥクラス冒険者が入れるような浅い場所で遭遇できるわけがないじゃない」

　こいつむかつく。最初見たときからわかってたけど。

「ドラゴンがいるとすれば、それは森の中心点。この国からも、隣国からも一番遠いその場所に決まってるわ」

「おいおい。森の中心部って、Ａクラス冒険者でも近寄らないような魔ま境きようだぞ？　そんなところに行くつもりなのか？」

「安心なさい。あたしは魔法使いの名門であるマルドゥナの魔法使い。レベルは28だし、Ａランクの魔法スキルも持ってるわ」

「Ａランクの魔法スキルか」

　スキルはランクが高ければ高いほど、その才能に満ちあふれていることを指し示し、ステータスの能力値にもプラス補正がかかる。レベルアップ時の成長値にもプラス補正が入ることが多い。

　Ａランクの魔法スキル持ちとなれば、魔法を使える回数を決める魔力と、魔法の威力に直結する知力に相当な補正がかかるはずだ。平均的なランクであるＤランクの魔法スキル持ちよりも、一・五倍近くも能力値が高くなるらしい。

「魔法の火力だけで言えば、Ｂクラス冒険者にも負けない力はあるってことか。それでもなぁ」

「なによ、男の癖くせに意い気く地じがないわね。それでも冒険者なの？」

　やれやれ、と小馬鹿にするように肩をすくめて、フレミアは俺を見た。

「魔の森に精通してるって聞いたから期待してみれば、とんだ臆おく病びよう者ものね。そんなだからいつまで経たってもＥクラスなのよ」

「俺がＥクラスなのは弱いからじゃない。黙って聞いてれば、言いたい放題言ってくれるじゃないか」

「悔しければ行動で示しなさい。あなたに本当の意味で冒険する勇気があるのならね」

「……上等だ」

　煽あおられている自覚はあったが、年下の女の子にここまで言われては俺も黙っていられない。どうせ魔の森には行くつもりだったのだ。ならいつもより少し奥に行ってもいいだろう。中心部はさすがに厳しいだろうが、それは彼女だって同じだ。どうせモンスターを見たら怖じ気づくに決まってる。

　それに──ドラゴン。ドラゴンなのである。

　ドラゴンはその強大さと、目撃情報があまりにも少ないことから伝説のモンスターとまで言われている。一応、うちの国では三百年前に、隣国では十八年前にドラゴンが現れて猛もう威いを振るったと伝えられているが、それが本当にドラゴンだったのかは騎士団でもギルドでも確認が取れていない。

　だがフレミアのご先祖様がドラゴンに遭遇したのは事実だろう。そして異常なステータスを持っていたのを確認したという。それがどんなものかはわからないが、気になるというものだ。もしかしたら俺のステータスが読めない謎なぞについて、ドラゴンを探る過程でなにか手がかりを得られるかも知れない。

　自分のステータスが読めないことを受け入れてはいるが、それでも誰も知らないこの秘密について、ずっと俺は気にかかっているのだ。

「わかった。いいぞ。そのクエストを受けようじゃないか」

「決まりね」

　胸を撫で下ろした様子で、冷めたシチューに手を付け始めるフレミア。ただ、行く前にひとつだけ決めておかなければならないことがある。

「それで？　報ほう酬しゆうはいくらになるんだ？」

　彼女からの依頼で魔の森に入るのなら、それはいつもの不特定狩しゆ猟りようクエストではなく個別クエストとなる。本来は依頼人からの依頼内容に応じて、ギルド側が最低報酬金額やクラスを決めるものなのだが、そうなると受理にまで時間がかかる。別に非正規の依頼になるということでそれはそれでいいのだが、それでも報酬は最初に教えてもらわないといけない。

　そう思って聞いたのだが、なぜかフレミアはスプーンをシチューに突っ込んだところで固まり、だらだらと汗を流し始めていた。

「……おい。もしかして」

「ぼ、冒険者なんだから、報酬は栄誉だけで十分よね？」

「お金、持ってないんだな」

　貴族といっても色々だ。領地があってお金がたくさんある大貴族もいれば、名前だけの貧乏貴族もいる。噓吐き呼ばわりされて祖先が冷れい遇ぐうされているのだから、そりゃ、お金持ちなわけがないか。

「お前、それでよく冒険者ギルドを訪ねてこられたな？　お金がないのに依頼はしたいって、ふざけるなってぶっ飛ばされても文句は言えないぞ？」

「お、お金くらい持ってるわよ！」

　フレミアは懐ふところから古めかしい財布を取り出し、逆さにして中身をすべてテーブルの上にぶちまける。

　ちゃりんちゃりんと音がして、銀の硬こう貨かが何枚かと薄うす錆さび色いろの硬貨が何枚か転がり出る。

「食事代のお支払いですね」

「え？」

　テーブルの上のお金を見たロロナちゃんが、近寄ってきて数え始める。

「はい、ちょうど頂ちよう戴だいいたします。またのご利用お待ちしておりますね」

　切ない。

　たくさん食べたとはいえ、貴族の財布の中身が二人分の食事代しかないなんて。

「う、うぅう」

　そしてまた泣きべそをかき始めるフレミア。なにこいつ？　最初は態度にいらっとしたけど、今はもう見ていて本当に哀れになってきたんだけど。

「わかった。わかったよ。直接報酬はいい」

「ほんと？」

　すん、と鼻をすすりながらフレミアが上うわ目め遣づかいで見てくる。

「その代わり、道中で倒したモンスターの素材は全部俺がもらうぞ。そっちが倒した分も全部だ」

「それで構わないわ。貴族であるあたしが、冒険者みたいにモンスター討伐でお金を稼かせぐわけにはいかないもの」

「決まりだな。それならやり方次第でこっちにも利益はある」

　言げん質ちをいただいたところで、俺は手を差し出した。

　フレミアもにんまりと微笑ほほえむと、差し出した手を小さな手でぎゅっと握り返してきた。

「もう一度名乗るわ。あたしは偉大なる大魔法使いを先祖に持つ未来の大魔法使い。フレミア・マルドゥナよ」

「ライ・オルガス。万年Ｅクラスの冒険者だ。短い間だろうが、よろしく頼むぜ」

　そうして俺は久しぶりに誰かとパーティーを組んで冒険に行くことになった。

　しかもこれまで以上の冒険だ。

　目的は伝説のモンスターで、存在するかもわからない破壊の化け身しん。だが本当に見つければ、俺たちの名前は高く高く国中に響き渡るだろう。

　俺は夢に近付くために。

　フレミアは先祖の汚名を晴らすために。

「さあ、ドラゴンを探しに行くわよ！」





　　　　　◇◆◇






　依頼が成立したところで魔の森に直行する。

「のは無理だ」

「なんでよ？」

　勢いのまま魔の森を目指そうとしたフレミアの首根っこをつかんで止める。

「魔の森は冒険者ギルドが管理している場所だ。立ち入りにはギルドの許可がいる」

「それならさっき、あなたがエルフのギルド職員からもらってたじゃない」

「あれは俺の許可証だ。フレミアの分はまた別で許可証をもらわないといけない」

「面倒ね。それ、冒険者じゃなくても発行されるの？」

「然しかるべき紹介とかがあれば可能だけど、俺からの口利きだとどうかなぁ」

　とりあえず頼み込んでみるしかない。俺たちは『黄金の雄鶏亭』をあとにしてギルドに戻った。

　朝の混雑時を少し過ぎ、いくらか冒険者ギルドはすいていた。目指すはもちろん、一番付き合いの長いリカさんのところだ。

「リカさん。少し頼みがあるんだけど」

「はい、なんでしょうか？」

　クエスト受付窓口にいたリカさんに、ことの成り行きを説明する。

「……なるほど。そちらの方は本当にマルドゥナ家のご令れい嬢じようでしたか」

「そうよ。恐れ入りなさい！」

　威い張ばるフレミアだが、彼女へ向けるリカさんの眼まな差ざしは冷え切ったままだ。

「それで彼女の分の魔の森への通行許可証が欲しいとのことですが、無理です。お引き取り下さい」

「なんでよ？　Ｅクラス冒険者のライがよくて、どうしてあたしがダメなのよ？　冒険者じゃないから？」

「というよりも信用ですね。ライさんはたしかにＥクラスの冒険者ですが、長年我がギルドで活動し、たしかな実績を持っている方です。対してあなたはたしかにレベルはそこそこ高く、Ａランクの魔法スキルも持っているようですが」

　フレミアを見るリカさんの視線がいつもより鋭するどくなる。ギルド受付嬢が全員持っているという鑑定スキルで、フレミアのステータスを看破したのだろう。

「魔の森へ入ることができるほどの力は持っていないと私は判断します。あなたではすぐにモンスターにやられてしまうでしょう」

「モンスター退治なら、これまで何度もやってるわ！　自分のレベル以上の討伐推奨レベルのモンスターだって倒したことあるし！」

「そうですか。ですが、魔の森のモンスターはあなたが倒してきたモンスターとは事情が些いささか異なります。彼らは急に目の前に現れ、唐とう突とつに襲いかかってきます。それは一匹かも知れませんし、何十体という数かも知れません。そしてそのモンスターは、あなたのレベルを遙はるかに超えるモンスターかも知れないのです」

「け、けど、森の深度で出てくるモンスターのレベルは違うって」

「その傾向があるというだけで、絶対ではありません。先日も森の浅い位置でキラーヘラクロスが確認されています」

「え？　本当に？」

　思わず話に口を挟はさんでしまう。キラーヘラクロスが出たとか初耳である。

　俺も見たことないが、たしかあのモンスターの討伐推奨レベルは50近かったはずだ。見た目は虫型の雑ざ魚こモンスターとほとんど変わりないため、下手に近付いてそのまま、ということになりかねない。

「それは気を付けないと」

「……いえ、すでに討伐はされているので」

「それなら構わないじゃない！」

　フレミアが再度リカさんに嚙かみついていく。

「ですが話を聞くかぎり、あなたの目指しているのは森の中心部なのでしょう？　あの場所はギルドですら完全には把握できていませんが、少なく見積もってもキラーヘラクロス以上のモンスターが何十体と潜ひそんでいることでしょう。みすみす死にに行くようなものだと思いますが？」

「け、けど、あたしはドラゴンを見つけないといけないから」

「そうですか。であれば、いいでしょう。私の権限であなたに森への立ち入りを許可します」

「ほんと！」

「ですが代わりにお一人で行って下さい。ライさんをあなたの自殺に巻き込まないでください」

　リカさんのその一言に、フレミアは二の句を継げなかった。目尻に涙を浮かべ、ぎゅっ、と俺の服の裾を握ってきた。

「一人で行く度胸がないのでしたらお引き取りを」

　リカさんはそう言うと、いくつかの資料をまとめて立ち去ってしまった。

　しばらくフレミアはリカさんの背中を涙目でにらみつけていたが、途中でなにかを思いついたらしく、にやりと笑った。

「そうよ。魔の森は広いんだもの。入り口のすべてをギルドが監視できてるとも思えないわ。こっそりと忍び込んでもばれないわよ」

「それはよしておいた方がいいぞ」

「なんでよ！」

　良案を貶けなされ、フレミアが俺にも嚙みついてくるが、なにも俺は彼女の考えを馬鹿にしたわけじゃない。

「ギルドを甘く見ない方がいい。すぐに気付かれて連行されるに決まってる」

「そんなのやってみないとわからないじゃない！」

「わかるんだよ。昔、フレミアが言ったことと同じことをやって、すぐにギルドナイトに捕まった馬鹿がいるんだ」

「やけに実感がこもった言い方ね。……まさかその捕まった馬鹿っていうのは？」

「冒険者になったばかりの頃、どうしてもお金が必要で、魔の森にこっそりと忍び込んだことがある。けど三日と経たたないうちに見つかって、ギルドマスターのところに連行されたよ。今となっては良くも悪くもいい思い出だけどな」

「それよ！」

　俺の黒歴史を聞いて、フレミアが目を輝かせた。

「あんな一ギルド職員じゃ、貴族の名めい誉よの大事さなんてわかるはずもなかったわ。けど同じ貴族であるギルドマスターなら、きっと理解を示してくれるはずだわ！」

「ちょっと待て。まさか」

「そのまさかよ！　ギルドマスターに直じか談だん判ぱんしに行くわよ！」

　俺の手をぐいぐいと引っ張って、勝手にカウンターの奥へと突き進んでいくフレミア。小さいのに恐るべき行動力である。

「おい、待てって。ギルドマスターは忙しい人だから、そんな会おうと思ってすぐ会える人じゃないんだよ」

「あたしはマルドゥナ家の人間よ。きっとあたしが会いたがってることを知れば、他の用事を後回しにしてでも会ってくれるに違いないわ」

「その自信はどこから来るんだ？」

「決まってるじゃない」

　思わず口をついた疑問に対し、フレミアは自分の胸に手をあて、やはり自信満々に言った。

「あたしがフレミア・マルドゥナだからよ！」

　意味がわからなかった。

　まったく意味がわからなかったが、一瞬、すごいなぁと感心してしまった。

　そしてそう思ったのは俺だけじゃなかったらしい。

「──マルドゥナ？」

　フレミアの名乗りを耳にして、一人の男性が近付いてきた。

「ギルドマスター」

「やあ、ライ。久しぶりだね。元気にしていたかい？」

　ギルドマスターは俺の存在に気付くと、近寄って肩を力強く叩いてきた。

「聞いたよ。カウンターベアーを倒したそうじゃないか」

「耳が早いですね、ギルドマスター」

「はははっ、君の活かつ躍やくはいつもリカリアーナくんから聞かされているよ。耳にたこができるくらいにね」

「それは……正直、リカさんが俺のこと話してる姿は想像できませんが」

「いやいや、あれで彼女は君のいないところでは君のことをよく口にしているよ。もちろん、彼女の本当の目的は君の冒険者クラスを上げて欲しい、ということだろうけど」

　ギルドマスターは申し訳なさそうな顔で、俺に向かって軽くその頭を下げた。

「申し訳ない。君の強さは誰よりも私が一番知っているというのに、それでも私はギルドマスターとして、君のクラスを上げてあげることができない。不ふ甲が斐いない私をどうか許してくれ」

「そんな、理由は前に教えてもらいましたし、それにギルドマスターには他のことでも色々と世話になってますから」

　慌ててギルドマスターに頭を上げてもらう。

「気にしないでください。俺はＥクラスのままだって、誰もが知る凄すご腕うで冒険者になってやりますから」

「そうか。そうだな。ああ、君ならきっと出来るとも」

　ギルドマスターは俺の目を見て、しっかりと頷いた。

「騎士になりたいという君の夢は私も知っている。騎士団からライ・オルガスの名で問い合わせがあったときは、すぐにでも知らせると約束しよう」

「すみません。騎士になったら冒険者をやめないといけないのに、気を遣つかってもらって」

「気にすることはないよ。私は君の持つ、人にはない強さに憧あこがれているんだ。そのときが来たら私は全力で祝福するよ。そしてみんなにこう言おう。どうだ見たか！　ライ・オルガスがついにやってやったぞ！　私はずっと前からわかっていたがね！　とね」

　ギルドマスターは茶ちや目めっ気けたっぷりにウィンクすると、俺の肩を何度か叩き、それから隣でふくれっ面になっていたフレミアに視線を向けた。

「お待たせして申し訳ない、小さなお嬢さん。私は陛下より王都の冒険者ギルドを任されている、ラファエル・グリムドだ。お嬢さん、お名前をうかがっても？」

「あ、あたしはフレミア・マルドゥナよ。お嬢さんって言わないで。もう一人前の淑女なんだから。十六歳なんだからね！」

「おお、そうかそうか。君は十六歳なのか。これは重ねて申し訳ないことをした。ならば、あなたは一人前の淑女だ。それに気付かず子供扱いとは、紳士として恥ずべきことをしてしまったね。どうか許して欲しい」

　ギルドマスターが優しく微笑みかけると、フレミアはほっと胸をなで下ろし、それからいつもの調子に戻って言った。

「悪いと思ってるなら、あたしに魔の森への通行許可証を発行なさい！」

「魔の森への通行許可証を？」

　ギルドマスターが事情の説明を求めてきたので説明する。どうせ話したところで許可なんて下りないだろうけど。

「ふむ。なるほど。ドラゴンを探す、か」

　ギルドマスターは考え込むようにあごに手を当てると、それからにっこり微笑んだ。

「いいだろう。ひとつ交換条件を呑のんでくれるなら魔の森への立ち入りを許可しよう」

「えっ!?」

「さすがはギルドマスターね！　話がわかるじゃない！」

　俺が目を剝むいて驚く横で、きゃっほーい、とフレミアが手を上げて喜ぶ。

「それで交換条件って？」

「ああ、それはね」

　ギルドマスターが身体からだをかがめ、フレミアの耳元で何事かを囁く。

　するとフレミアはぎょっと眼めを見開いて、ギルドマスターを見上げた。

「どうだい？」

「……わ、わかったわ。それでドラゴンを見つけ出せるなら」

　フレミアは少し渋ったあと頷いた。ギルドマスターが満面の笑みとなる。

「感謝するよ。では早速誰かに許可証を──」

「ちょ、ちょっと、ギルドマスター。本当にいいんですか？　リカさんからは絶対に無理だって言われたんですけど」

「彼女は優しいからね。あの子を危険な目に遭わせたくはないんだろう」

　それは俺もわかっている。リカさんはフレミアのことを心配したからこそ、ああ言ったのだ。見た目と言動でよく勘違いされるが、あの人はわかりにくいだけで本当はとても優しい人なのだ。

「だがね、ライくん。フレミア嬢は君やリカリアーナくんの思っている以上に覚悟を決めているよ。ここで断ったとしても、いつかの君のように無断で魔の森に侵入しようとするだろう。そして目的が中心部に行くことである以上、目的が果たされるまでは決して戻ってこない」

「まさか。強いモンスターと遭遇したら逃げ帰るでしょう？」

「賭かけてもいい。彼女は逃げ帰ったりはしない。その選せん択たく肢しを思い浮かべることもできないだろう」

　ギルドマスターは俺の耳元に口を寄せると、フレミアはもちろん、誰にも聞こえないように囁いた。

「世間では絵本の影響もあって、マルドゥナ家のことは噓吐きマルドゥナという名前が有名だが、貴族の世界では別の呼ばれ方をしているんだよ」

「別の呼ばれ方？」

「そう、マルドゥナはこう呼ばれているんだ」

　ギルドマスターは喜ぶフレミアのことを哀れむように見て、それから教えてくれた。

「ドラゴンに呪のろわれた一族。悪あく運うんのマルドゥナ、とね」




「じゃあ、ライ。あとは頼んだよ」

　そのあともいくつかフレミアのことを俺に伝えたあと、ギルドマスターは忙しそうに取り巻きをつれて去っていった。

　その背中を見送ったあと、ひたいに手を当ててフレミアを見る。

「な、なに？　もしかして、なにかあたしのこと言ってたとか？」

　俺のことを不ふ思し議ぎそうに、やや怯おびえた様子でうかがってくるフレミア。なるほど、ギルドマスターの話が真実なら、彼女はきっと自分より遙かに強いモンスターと出会っても逃げたりはしないだろう。頑かたくなに、純粋に、彼女は前に走ることしかできない。

「フレミア。本当に、ドラゴンを探しに魔の森の最深部まで行くんだな？」

「そうよ。行くわよ。誰がなんと言おうとあたしは行くわ」

　じゃあ仕方ない。本当に仕方ない。あんな話を聞いてしまったら、一人で彼女を行かせるなんてことはできない。

　俺はそのとき、魔の森の最深部に挑戦することが不ふ可か避ひであると覚かく悟ごした。
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　なんだかんだでフレミアの分の許可証も手に入ったので、俺たち二人は魔の森へとやってきていた。

「さあ、今度こそドラゴンを探しに行くわよ！」

「元気よく行こうとしてるのはいいけど、今日は森の奥までは行かないからな？」

「なんでよ!?」

「当然だろ。ここまで来るのに半日近く費やしてるんだ」

　あのあともリカさんが許可証の発行を渋しぶりに渋ったため、もう昼を大分回ってしまっている。

「森の奥まで行くのには、どんなに早く進むにしても半日は欲しい。帰り道のことも考えれば、今から行けば夜になる。夜の森がどれだけ恐ろしいかは、言うまでもないよな？」

「けど、あたしには時間がないのよ」

　俺の言い分の正しさは理解できるのだろう。そう零こぼしたフレミアには、いつもの元気さがなかった。

「あたしは今日、目的を果たさないといけないの。そうじゃなければ……」

「……どうしても、急がないといけない理由があるのか？」

　ギルドマスターからフレミアの家のことは聞いたが、そこに時間制限のようなものはうかがえなかった。だがフレミアの焦りは尋じん常じようではなかった。まるで誰かの命がかかっているかのようだ。

　もしも本当に誰かの命がかかっているなら、俺は危険でも魔の森の奥へ行く覚悟があった。その態度に色々と思うところはあるが、小さな女の子を一人で森の奥へ行かせるわけにはいかない。

「教えてくれ、フレミア。急いでる理由はなんだ？」

　フレミアは俺の眼差しから、真剣であることを察したらしい。

　言いにくそうに口ごもったあと、観念したように急ぐ理由を口にした。

「今夜、泊まる場所がないの」

「死活問題だな」

　薄々勘付いてはいたが、この子、アホの子だ！

「王都に知り合いは？」

「いない」

「稼ぐあては？」

「ない」

「馬鹿なの？」

「ば、馬鹿じゃないもん！」

「だとしても、いくらなんでも考えなさすぎだろ。王都だからって、夜にフレミアみたいな小さな女の子が一人で出歩けるほど治安はよくないんだぞ？　最近だと連続殺人事件とかも起こってるし」

「うぐっ、だってお父様があんなこと言うから」

「おい、家出かよ」

　すっとフレミアは目を逸そらす。いくらなんでもお金を持ってなさ過ぎだと思ったら、どうも親と喧けん嘩かして着の身着のままで家出してきたらしい。

「わかった。今日は森の浅い部分で、お互いの戦闘スタイルのすりあわせをしつつ、モンスターの素材を狩って宿代を稼ごう」

「だ、ダメよ。契約で素材を売ったお金はライのものって決めたじゃない」

「けどお金ないんだろ？　稼ぐあてもないんだろ？」

「街では写本とか雑貨屋のお手伝いをしてお金を稼いでたし、ここでもそれで！」

「知り合いも伝つ手てもないんじゃ無理だろ。いいから、悪いと思うんならたくさんモンスターを狩ってくれ。さすがに俺も二人分の宿泊費を出すほどお人好しじゃないんでな、足手まといになったら本気で夜の街に一人で放り出すからな？」

「足手まといになんかならないわ！」

　フレミアは小走りで森の中に入っていくと、俺に背中を向けたまま囁くように言った。

「けど気遣ってくれてありがと」

　どういたしまして、と心の中でつぶやいて、俺も魔の森に足を踏み入れた。




　剣を振るう。

　ぎゃぴぃ、と甲高い声をあげて討伐推奨レベル13の獣型モンスター、ウルフェンが倒れ伏す。返す刃で、後ろから迫っていたもう一匹の首もはね飛ばした。

「とまぁ、こんな感じで俺の得物は剣だ。この程度のモンスターなら楽勝だな」

「……素直に驚いたわ」

　フレミアは俺の戦いようを見て、目をぱちぱちと瞬しばたたかせた。

「Ｅクラスって聞いてたから、正直戦闘にはまったく期待してなかったけど、あなた結構強いじゃない。Ｃクラスくらいの力はあるんじゃないの？」

「ありがとよ。ちなみに、これまで倒したことのある最高の討伐推奨レベルは、35のカウンターベアーだ」

「そういえば、ギルドマスターがそんなこと言ってたわね。さすがにそれは信じがたいけど、足手まといにならないのは理解したわ。──それなら、今度はあたしの実力を見せる番ね！」

「その前にウルフェンの毛皮をはぎ取るぞ」

「ちょっと、人の話はしっかり聞きなさい！　あとそのレベルのモンスターの素材なんて無視よ無視！」

「けど、わざわざ毛皮に傷をつけないよう気を遣って倒したんだし」

「いいの！　これからあたしがもっと強くてお金になるモンスターを倒すんだから！　ほら、行くわよ！」

　フレミアに背中をぐいぐいと押され、ウルフェンから引きはがされる。

　そこまで言うんだったら、実力を見せてもらうとしようか。

　少し進んで行った先に、ちょうどモンスターがいた。討伐推奨レベル18の猿えん人じん、エンプジンだ。三体ほど固まって動きを止めている。こちらに気付いている様子もない。

「ちょうどいいわね」

　フレミアは近くの木の陰に身を潜ませつつ、俺に見てなさいと言わんばかりの視線を送ってきた。

　俺も頷いて、フレミアとは違う木の陰に隠れる。さあ、お手並み拝見だ。

「オープン」

　まずフレミアは自分のステータス画面を呼び出す。

　戦闘前の確認作業かと思ったが、それだけが目的ではないようだった。

「マジックセレクト」

　続いて、彼女はそう口にした。

　するとステータス画面の手前に重なるようにして、よく似た画面がもうひとつ現れる。マジックウィンドウと称される、魔法発動のために必要な画面だ。

「大地よ。目覚めのときは来た。その産声を上げよ」

　フレミアはマジックウィンドウに表示された詠えい唱しよう文ぶんを唱えていき、最後にその魔法の名を唱えると同時に、敵に向かって右手を突き出した。

「ロックジャベリン！」

　瞬間、マジックウィンドウが光となって弾はじけ、同時にフレミアの手のひらの先に光り輝く魔法陣が浮かび上がった。そして魔法陣の輝きの中から、石の槍が勢いよくエンプジンめがけて射出された。

　弓使いの矢よりも巨大で鋭い石の槍は、エンプジン二体をもろとも背後から串刺しにし、その衝撃で二体の上半身と下半身を切り離す。

　ロックジャベリン。地属性の魔法で二番目に覚えられる初期の魔法だが、知力の能力値が高いのだろう。かなりの威力である。

　それでも、フレミアのロックジャベリンは三体目のエンプジンにはなんの痛つう痒ようも与えなかった。仲間を殺されたエンプジンは怒り、フレミアへと勢いよく駆け寄ってくる。

　俺は剣の柄つかに手を触れた。

　魔法使いの魔法の威力は、たしかに並の戦士の一撃よりも遙かに上だ。だが魔法使いは魔法を使う際に、詠唱しなければならないという弱点が存在する。つまり攻撃に時間がかかるのだ。

　だからこそ、戦いにおいては前衛に時間を稼がせるのが鉄則。だから俺も前に出てエンプジンの相手をしようとしたのだが、狙ねらわれているフレミアは動じることなく再び「マジックセレクト」と口にしてマジックウィンドウを表示した。

「ロックジャベリン」

　そして今度は詠唱を挟むことなく、魔法の名を口にして手を前に突き出した。

　光が弾けて再び石の槍が射出される。それは近付いてきていたエンプジンの身体の半分以上をえぐって、近くの木に突き刺さった。

「どう？　あたしにかかれば、ざっとこんなものよ」

　フレミアはずり落ちたとんがり帽子の位置を整えつつ、俺に褒ほめろと言わんばかりの視線を送ってきた。

　けどまあ、たしかにすごい。

「同一魔法の連続使用時における詠唱破は棄き。お前、魔法スキルだけじゃなくて、魔導師スキルまで持ってるのか」

「そのとおり！　これが魔導師スキルの熟練度３００ボーナススキル『連続魔法』よ！　魔力は倍消費するけど、魔法使いの弱点である詠唱時間の長さをある程度カバーできるわ。ふふんっ、すごいでしょう？」

　魔法スキルとは魔法を習得できるスキルであって、魔法を使う際の補助となるボーナススキルの類たぐいは覚えられない。熟練度を上げても覚えるのは新しい魔法だ。各種魔法の威力等を補助するには、別途、魔導師スキルを始めとした魔法系の戦闘系スキルが必要である。これを持っているといないとでは、魔法使いとしての戦闘力がかなり違ってくるという。

「高い魔法スキルだけならともかく、魔導師スキルも一緒に持ってるのは、通ってる学校でもあたしだけなんだからね！」

　ほほーう。

「フレミアのその服装って、どこかの魔法学校の制服じゃないのか？　さすがに国中から生徒が集まってくる魔法学校なら、もう少しくらい魔導師スキル同時持ちはいるだろ？」

「えっ？　あ、えと、そうね。よく覚えてないけど、もしかしたらそうだったかも知れないわね」

「やっぱり魔法学校の生徒だったのか。ちなみにどこの魔法学校なんだ？」

「そんなことより！」

　フレミアは俺の問いかけを遮るように叫んだ。

「この程度で驚いてもらったら困るわ。今のはあたしの持つＤランクの地属性魔法スキルだもの」

　話題を変えたフレミアの先には、森の奥からやってくるエンプジンたちの親玉、鋼はがねの全身甲かつ冑ちゆうに身を包んだエンプジンジェネラルがいた。

「そしてこれから見せるのが、あたしのＡランクの火属性魔法スキルよ。マジックセレクト！」

　フレミアは再びマジックウィンドウを開いて詠唱を始めた。

「炎よ。熱く猛たけりて、赤々と燃え上がれ」

　使おうとしているのは、恐らく火属性魔法スキルの第二魔法。ロックジャベリンと同等の魔法だ。

　けれど片かたやＤランクでありこちらはＡランク。そのランク差の意味を考えれば、結果が同等であるはずもない。

「フレイムブロウ！」

　その魔法の名と共に、絶対の自信をこめてフレミアは手を突き出した。

　視界が紅ぐ蓮れんに埋め尽くされる。

　獲物に食らいつく獣のあぎとのごとく、炎がエンプジンジェネラルの身体を飲み込んだ。周囲の木々もまとめて紅に染めていく炎の中で、その巨体が燃え尽きていく。炎が消え去ったあとには、半ば炭すみと化した金属装備と木々が残るばかりだった。

「ふふん、見たかしら？　エンプジンジェネラルを一撃よ、一撃」

「すげぇな」

　フレミアの言葉を信じるなら、彼女のレベルは28。そしてエンプジンジェネラルの討伐推奨レベルも28である。つまり彼女の本気の魔法は、同レベルの敵の体力を一撃で燃やし尽くしてしまうほどなのだ。

「いやすげぇよ。こんな魔法を見たのは生まれて初めてかも」

「まあね！　マルドゥナの魔法使いとしては当然よね！」

　あまり魔法使いと縁がなかったのもあって手放しで褒めると、どんどんとフレミアの胸がそっていく。そのまま後ろに倒れるのを見届けるのも面白そうだが、それより先にひとつ言っておかないといけないことがある。

「けど注意しておかないといけないことがあるぞ」

「もしかして森の中で炎の魔法を使うなってこと？　大丈夫よ。そのあたりはきちんと調整してるし、魔の森の木は燃えにくいから火事になるなんてことはないわ」

「いやそこじゃなくて」

　俺はガラクタ同然となったエンプジンジェネラルの装備を指さして、

「エンプジンジェネラルの装備、いいやつはかなりの値段で売れるのに、まとめて燃やしてどうすんだよ？」

「あ」

「ちなみにエンプジンの方はまったく売れる素材がないから、今のところまだ稼ぎはゼロな」

「だ、大丈夫よ！」

　頰に一筋の汗をかきつつも、それでもフレミアはそう言い切った。

「これからガツンと稼いでみせるんだから！」




「なんでよぉおおおおお──ッ!?」

　冒険者ギルドの買取受付カウンターの前で、フレミアが大声で叫んだ。

　彼女はたった数枚の硬貨を握りしめ、ばんばんとカウンターを叩く。

「あれだけ倒して手に入れてきた素材が、たったこれだけにしかならないってどういうこと!?　手数料だとしても限度があるわ！　もしかしていやがらせ!?　それともピンハネなの!?」

「ち、違います！　人聞きの悪いことを叫ばないでください！」

「ならどうして!?　討伐推奨レベル20超えのモンスターも何体かいたのよ!?」

　本日買取を担当していた哀れなギルド職員のお兄さんは、今にも嚙みついてきそうなフレミアの剣幕に怯えつつ説明する。

「本日あなたが持ち込まれた素材はですね、たしかにそれなりに珍しいものも含まれていましたが、需じゆ要ようがまったくないものになるんです。だからお値段の方はそちらが適正となりまして」

「か、カラーリザードの鱗うろこは!?　あれって細工の装そう飾しよくに使えるから、そこそこな値段で取引されてるはずでしょ!?」

「実はつい先日、カラーリザードの異常繁はん殖しよくがあり、多くの冒険者の手をかりて討伐したばかりでして。一時的に買取価格が大幅に下がっているのです」

「噓っ!?　じゃあ、本当にこれだけにしかならないの？」

「はい。申し訳御座いませんが」

「やっぱりかぁ」

　口をあんぐりを開けて呆ぼう然ぜんとするフレミアだったが、俺は今日倒したモンスターの数々から、この結果は予想できていた。

　エンプジンジェネラルを倒したあとも、フレミアと一緒に魔の森の浅い箇所でたくさんモンスターを狩ったのだが、そのことごとくがお金にならないモンスターばかりだった。中にはカラーリザードの鱗のように、いつもならお金になる素材もあったのだが、よくよく思い出してみると、なにかしらの理由があって買取価格が下がっているものばかりだった。

　フレミアと二人がかりだったので、いつも以上にモンスターは狩れたと思うのだが、結果を見れば俺のいつもの稼ぎの十分の一にも満たない金額だ。

「足らない。二人で分けたら、ううん、分けなくても宿泊費に足らない……」

　とぼとぼと肩を落としてフレミアは戻ってくる。

　ギルドに戻ってきたときは「これで王都滞在中の宿泊費は余よ裕ゆうね！」と、うきうきと落ち着きがなかったのだが、今はまったくの逆だった。

　フレミアは俺の前まで来ると、帽子のつばを両手でつかんで顔を隠し、ちらちらと上目遣いで見てきた。

「ライ。あのね、きっとあたしたちの努力を踏ふみにじるギルドの陰いん謀ぼうだと思うんだけど、買取価格がね」

　その目にじわりと涙が浮かぶ。

「少なかったわ。すごく、すごく少なかったわ」

「もういい。なにも言うな」

「ご、ごめんなさい、これ、あたしの所為だわ」

「謝ることないって。今日はたまたま運が悪かった。それだけだ」

「違うのよ。本当に、あたしの所為なのよ。──オープン」

　フレミアは殊しゆ勝しような態度になって、俺に自分のステータスを見せてきた。















　魔法持ち特有の長いステータス画面には、とても珍しいものがいくつもあった。

　ひとつはスキルが四つあること。スキル数は平均としては一人二つほどである。多くて三つで、四つというのはかなり珍しい。

　さらにその四つのスキルのうち、ひとつがＡランク、二つがＢランクというランクの高さだ。この前山で会ったＡランクふたつ持ちを騙かたっていたじいさんもそれが本当ならかなり珍しかったのだが、フレミアはそれに負けず劣らずの珍しさである。

　そして極めつけは、『悪運』スキルである。

　今まで聞いたことも見たこともないレアスキル。幸運という基本能力値に表記されていないステータスへの影響というのは、数あるスキルの中でもとびきりの珍しさだ。戦闘時に幸運を呼び込む、というのも効果としてはかなりのものだろう。

　もっとも、それを補ってあまりあるマイナスがあるようだが。

「金運ダウンってこれ」

「ドラゴンと直接戦ったご先祖様の、その次に生まれた子にはね、それまでマルドゥナ家の子供には絶対あった鑑定スキルがなくなってたの。その代わりにあったのが、この悪運スキル。それ以降、代々マルドゥナ家の子には必ず悪運スキルがあったわ。そしてお金には縁がなくなったわ」

「もしかして、マルドゥナ家の没落の本当の理由って……」

「悪運スキルは上げたくなくても、熟練度は知らないうちに上がってるの。大人になる頃には、きっと熟練度２００ボーナスは堅かたいでしょうね。ちなみにそのボーナスの内容は、戦闘時の幸運アップ大。そして金運ダウン大よ」

　乾かわいた笑みを浮かべるフレミアを見つつ、ギルドマスターの言葉を思い出す。

　悪運のマルドゥナ。

　関わるなよ。貧乏になるぞ。とまで言われて、貴族社会では恐れられているらしい。

「死を回避し、戦闘時に幸運を呼び込むって触れ込みだけど、実際にそれを実感したことないのよね。けど金運が下がるっていうのはいつもいつも実感してるわ。なぜか財布の底にピンポイントで穴があくし、お父様やお母様がどれだけがんばって稼いでも不思議とお金は貯たまらないし。戦闘の結果手に入れた素材なら大丈夫と思ったけど、ダメだったみたいね……」

「くっ」

　切ない。本当に切ない。思わずその頭を撫なでて慰なぐさめてしまうくらいには、今のフレミアからはいつもの騒がしさや傲ごう慢まんさが欠片も感じられなかった。

「き、気にするな。まったくお金にならなかったわけじゃないし、もしかしたら本当に偶たま々たまってこともあるだろ？」

「でも結局、宿代がない、です……」

　俺はここ最近で稼いだ分が残っているからなんとかなる。最悪、また親父さんとロロナちゃんに頭を下げて宿泊代をツケさせてもらえばいい。

　問題はこの可哀想なお嬢様なのだが。

「ひとつだけフレミアが泊まれるあてがあるぞ」

「もしかしてライの部屋に泊めてくれるの？」

　フレミアが顔を上げ、縋るような目で見てくる。

「悪い。俺の取ってる部屋、子供連れ禁止なんだ」

「じゃあ仕方……って、あたしもう十六歳だから！」

　淑女なのよと怒ってくるフレミアを宥なだめつつ、俺はそのある場所を紹介する。

　フレミアは最初少しだけ渋っていたが、他に行くあてもないので了承した。俺は彼女をその建物がわかるところまで連れて行く。

　教会によく似た白い建物。懐かしき我が実家である。

「じゃあ、俺はここでさよならだ」

「え？　中まで一緒に来てくれないの？」

「悪いな。少し事情があって、今はあそこには顔が出せないんだ。けどミリエッタっていう赤毛の奴に、ライ・オルガスから紹介されたって言えば悪いようにはされないから」

「……わかったわ。また明日、森の前で」

「ああ。また明日な」

　フレミアがおっかなびっくり、俺が前に暮らしていた養よう護ご施し設せつの扉を叩く。

　中から赤毛の少女が現れたのを見届けたあと、俺は宿には戻ることなく魔の森へと足を向けた。

　危険だがしょうがない。

「フレミアを泊まらせてもらうんだ。いつも以上に稼がないとな」

　ついでに明日のために、いくらかモンスターを減らしておこう。

　そう思いつつ、俺は暗い夜の森へと入っていった。





　　　　　◇◆◇






　倒したモンスターの死し骸がいを担ぎ、魔の森の入り口のところに積み上げていると、街の方から一人の女性がやってきた。

「精が出ますね、ライさん」

　月光に照らされて露あらわになったのは、俺の知ってるクールなギルド職員の顔だった。

「リカさん、どうしてここに？」

「魔の森の近くでなにやら怪しい動きをする人間がいると報告を受けまして、一応見に来たのです。噂の連続殺人鬼の可能性もありましたしね」

「あー」

　お金を稼ぐことに目がいって、周りからの視線を気にしていなかった。いくら城壁の外といっても、深夜に何度も森からモンスターの死骸を担いで出てくる人間がいれば怪しんで当然だ。

　それに今、王都では連続猟奇殺人事件が起きており、騎士団や冒険者ギルドは警けい戒かい態たい勢せいを敷いていた。その連続殺人鬼は、猛もう獣じゆうかモンスターを操って人を襲おそうらしいし。

「悪い。昼間にお金が稼げなくてさ。その分を少しでも稼ごうと思って」

「夜の森は危険ですよ。朝早くに起きた方がまだ安全だと思いますが」

「まあ、そうなんだけど、明日は朝一で出発するつもりだしさ」

「まったく、あなたはお人好しが過ぎますね」

　リカさんが呆れたような眼で見ながら、ポケットからハンカチを取り出し、俺の顔についた汚れを拭ってくれた。どうやら気がつかないうちに返り血が付いていたらしい。

「ありがと、リカさん」

「お気になさらず。それよりも、フレミア・マルドゥナのことです。ライさんはどうして今日会ったばかりの女の子のためにここまでするのですか？　もしかして、彼女のような小さな子がお好みなのですか？」

「ないない」

　俺が手を横に振ると、リカさんは本当に信じてくれたのかどうか怪しい目つきで、じっと見つめてきた。

「リカさん。言っておくけど、フレミアはさ」

「ええ。存じております」

　なんだ。リカさんもフレミアの秘密に気付いてたのか。

「ギルドマスターから聞いた？」

「聞く前から知っていました。マルドゥナ家のフレミアと言えば、それなりに有名ですよ。没落しきって、いよいよ貴族の名を剝はく奪だつされようとしていたマルドゥナ家に生まれた、とびきりのスキル持ち。さすがマルドゥナ、悪運だけは強い。と社交界の笑い話になっていましたから」

　リカさんはいつも受付嬢をしているが、その本業はギルドナイト。つまりはギルド内での違反者を取り締まるギルドマスター直属の部下だ。ギルドマスターの護衛として、よく一緒に貴族のパーティーに出席していると聞いたことがある。

「じゃあ、フレミアがギルドにやってきたときから全部わかってた？」

「そうですね。十六歳と聞いたときは、もしかしたら違うかも知れないと思いましたが、ステータスを看破して本人だと確信しました。彼女は十歳のときに社交界を賑にぎわせた、噂のフレミア・マルドゥナ本人で間違いありません。つまりは噓を吐いているだけだと」

「そう、そこなんだよな」

　ギルドマスターから聞いた話もそれだった。たしかに悪運のマルドゥナと呼ばれるマルドゥナ家に、フレミアという娘は存在する。けれど彼女は十六歳の大人などではないという。

　フレミア・マルドゥナが、その珍しいスキル構成とランクの高さで社交界を賑わせたのは、今からたった二年前のこと。

「十二歳の子供がさ、大人だって噓を吐いてまでドラゴンを求める理由ってなんなんだろうな？」

　つまり今の彼女は十二歳。十六歳というのは真っ赤な噓なのだ。

　まあ、最初から少しおかしいとは思っていたのだ。見た目がまずどう高く見積もっても十二歳くらいだし、子供みたいにすぐ泣きべそをかくし、明らかに家格が上なギルドマスターに平然と嚙みついていくし。それは十五歳で社交界へのデビューを果たす貴族としては、あまりにも軽けい薄はくな振る舞いだ。家の名を大事にするという彼女の言葉とは少し矛む盾じゆんしている。

　けれど本当は十二歳だと聞けば、その立ち振る舞いも、必死になって大人と偽いつわるために背伸びをしていたものだとわかる。実際の彼女は元気で明るく、それでいて少しだけ泣き虫な女の子なのだろう。

　そんな女の子が、噓を吐いてまで求めたこと。それが俺は気にかかっていた。

「先祖の汚名を晴らすため、というのは理由としては弱いですか？」

「いや、それも理由のひとつだとは思うけど、噓を吐いてまで焦ることとも思えなくてさ。もっと別に、なにか理由があるんじゃないかと思って」

「……これはまったくの無関係なのかも知れませんが」

　リカさんはそう前置きした上で、

「先日、先代のマルドゥナ夫人。つまりフレミア嬢の祖母が亡くなっています」

「フレミアのおばあさんが？　それはギルドマスターからは聞いてないな」

「ええ。本当につい先日の話なので。私も今日、フレミア嬢について詳しく調べて初めて知ったことです」

「詳しく調べたんだ？」

「ギルドマスターに頼まれまして。なにやら彼女を気にかけているようですね」

　そういえば、ギルドマスターは許可証の発行の際になにか条件をつけてたな。

「それで亡くなった先代のマルドゥナ夫人なのですが、若い頃はＳクラス冒険者として名を馳はせた方でした。騎士団にも声をかけられるほどでしたが、それを断ってまで彼女は世界各地を冒険し回ったと聞きます。その目的は恐らく」

「ドラゴンを探すためか。じゃあ、フレミアは亡くなったおばあさんの遺志を継いで、ドラゴンを探そうと思ったのかな？」

「可能性は高いですね。あるいは、大好きな人が亡くなってしまい、なにかをせずにはいられなかったのかも知れません」

「なにかを？」

「たとえば、もし大切な人が死んでしまったら、私はその人の遺志を継いで同じ夢を追おうとは思いません。けれど、その人のためになにかをせずにはいられないと思うのです。それがどんな形であれ、たとえどれだけ禁忌とされていることであっても、そこにその人の手た向むけとなるなにかがあるのなら、私はそれをしてしまうと思うのです」

　リカさんはなにかを思い出すように胸に手をあて、熱のこもった声で語ったあと、どこか自じ嘲ちようするように付け足した。

「……もっとも、そんな大切な人など私にはいませんが」

　大切な人などいない──そう言い切ったリカさんを見て、俺は改めて考えた。

　俺はリカさんのことをほとんど知らない。俺が三年前に冒険者になったとき、すでにリカさんはギルドの受付嬢をやっていて、色々と俺の面倒を見てくれた。だがそれ以上のことはなにも知らないのだ。

　ギルドに来る前はなにをやっていたのか。どうしてエルフの彼女が故郷を捨てて王都に来たのか。ギルドナイトに選ばれるほどの力をどこで手に入れたのか。

　色々と世話になっている人だし、俺なりに距離を縮めようとしたのだが、リカさんとの間にはいつも目に見えない壁があった。俺だけじゃない。リカさんは誰に対しても一線を引いて接している。

　その理由をいつか知りたい。そう思った。すぐにいつもの無表情に戻ったリカさんだったが、俺にはどこか寂さびしそうに見えたのだ。

　そして同様に、俺はフレミアのことも知りたいと思った。

　……これはあくまでも俺の勝手な想像に過ぎないけれど。

　フレミアもきっと、胸の痛みに突き動かされて衝動的に家を飛び出した。祖母の悲願であった祖先の栄光を取り戻すという道は自分が継いだのだと、ドラゴンを探すという行動で示さずにはいられなかったのだ。

　だから一人で王都までやってきた。噓を吐いてまで魔の森に入ろうとした。

　すべては大好きだった人への手向けとして。

「もし本当にそうだったら、フレミアは止まらないよな」

　ギルドマスターは、子供である彼女には窮きゆう地ちにおいて適切な判断はできない。だから逃げない。逃げられないと言っていたが、きっとそれは違うと思う。フレミアはたしかにまだまだ子供だが、年不相応に大人びた考えもできる人間だ。こと戦闘にあっては、あるいは駆け出し冒険者よりも適切に動けている。

　年不相応に高いレベルとスキル熟練度を鑑かんがみれば、彼女が地元でどれだけモンスター退治をしていたかは想像にたやすい。フレミアの自信はその経験から来るものなのだろう。

　けれど、それでもフレミアは強敵と出会っても止まらないだろう。今の彼女は止まり方を忘れている。

「もしまったく違ったとしても、それでも誰かがそばにいてやらないと危なかっしい奴だからな。たとえ、それが魔の森の奥だとしてもだ」

「きっとそうでしょうね」

「なら問題は、俺一人でフレミアを守りながら魔の森の奥に行けるかどうかだ」

　いや、考えるまでもない。一人では無理だ。最低でも俺がモンスターと戦っている間、フレミアを守ってくれる仲間が必要だ。

　誰かに声をかけるか。けど魔の森の奥へ行くなんて冒険に付き合ってくれそうな知り合いなんて俺にはいなかった。

　なにせ魔の森の奥へと向かうのに必要とされている冒険者クラスはＡクラス以上だ。つまり、レベル40以上の強者である。

　俺の知り合いにそんな相手は……。

「あ」

　一人だけいた。

　俺は目の前にいるリカさんを見つめた。いや、でも……。

　リカさんは俺の視線に込められた意味を察したのか、はぁ、と軽く溜ため息いきを吐いた。

「これまでに何度か申し上げましたが、冒険者は普通一人では冒険をしません。仲間を集い、協力し合って冒険するのが普通なのです」

「リカさん？」

「こういうとき、一人でやらなくてもいいんですよ。泣き叫ぶ迷子の子供がいるから助けてくれって、周りに頼っていいと私は思います」

「…………」

「なんでも一人でやろうとするのがあなたのいいところでもあり、悪いところでもあります。だから、ほら、私になにか言うべきことはありませんか？」

　ありがとう──そう心の中で感謝の言葉を口にして、俺はリカさんが求めている言葉を声に出して言った。

「リカさん、頼む。俺と一緒にフレミアの願いを叶える手伝いをしてくれないか？」

「仕方がありませんね。私はあなたの担当受付嬢なのですから」

　リカさんは澄すました顔で引き受けてくれた。ここに王都最高のギルドナイトが仲間に加わったのだ。

　万年Ｅクラスの冒険者、ライ・オルガス。レベル不明。

　自称未来の大魔法使い、フレミア・マルドゥナ。レベル28。

　ギルドナイト筆ひつ頭とう、リカリアーナ・リスティマイヤ。レベル52。

　この三人のパーティーで、明日、俺たちは魔の森の未み踏とう破はエリアを冒険する。

　誰かの大切な人の墓ぼ前ぜんに飾かざる、手向けの花を手に入れるために。













　それは今から半年前のこと。

　あたしがおばあさまと言葉を交わした最後の記き憶おくだ。

「フレミア。私はね、今になって思うの。もしかしたらマルドゥナの悪あく運うんは、私たちが思っているような、ただお金を奪うばっていくようなものではなかったのかも知れないって」

　病に倒れ、ベッドから起きあがることができなくなったおばあさまは、あたしの頭を優しく撫なでながらそう言った。

「私はずっとドラゴンを追い求めてきた。いいえ、私だけじゃなくて、マルドゥナ家の人間は例外なくドラゴンを追い求めてきたの。先祖の汚名を晴らすために。この手に栄光を取り戻すために。マルドゥナの人間はドラゴンを追い求め続けた」

　マルドゥナの使命。それはすでにお父様から話を聞いて知っていた。

　そしてその使命に誰よりも苛か烈れつに挑いどんだのがおばあさまだった。ドラゴンを求めて未知なる魔境を探索し続けること数十年。その長い冒険者稼か業ぎようの中で、三回、おばあさまはドラゴンを見つけ出してみせた。

　残念ながら、それは公式では認められていない。おばあさまと一緒にドラゴンを見つけ出した仲間は誰一人生きて帰ってこられず、次に同じ場所へ足を運んでもドラゴンは確認できなかったからだ。きっと他の強いモンスターにやられたのだろう、とギルドや騎士団はおばあさまを信じなかった。噓うそ吐つき呼ばわりされているマルドゥナは、たとえドラゴンに遭そう遇ぐうしたとしても、その証拠を持ち帰らなければ認めてはもらえないのだ。

　でもおばあさまは諦あきらめなかった。

　疑われ、嗤わらわれ、それでも挫くじけることなくドラゴンを探し続けた。

　冒険者の中にはおばあさまのことを信じてくれる人もいて、同じ夢を追ってくれた。おばあさまは多くの強者たちを引き連れて、二度、三度とドラゴンに戦いを挑んだ。

　けれど結果は変わらない。

　どれだけ強い仲間たちも、ドラゴンの前には無力だった。

　全員が死んだ。生き残ったのはおばあさまだけだった。

　仲間が全滅してしまうような死地からも、必ず一人生きて帰ってくるおばあさまを、人々は皮肉を込めてこう呼んだ。

　悪運の魔法使い──それがＳクラス冒険者として数々の伝説的冒険を果たしたおばあさまへ送られた二つ名だった。

　そんなおばあさまも寄よる年とし波なみには勝てず、あたしが生まれた頃には冒険者稼業を引退していて、忙しい両親に代わって厳しくも愛情深くあたしを育ててくれた。だからあたしは昔話としてしかおばあさまの冒険者時代の話を知らない。それでもあたしは、そんなおばあさまの語る昔話が大好きだった。

　どんな苦難や困難も、おばあさまは軽く笑い飛ばして突き進む。仲間の死を乗り越えて、新たな仲間たちと冒険を繰り返す。

　それは夢を追いかける物語。輝かしい大冒険の記憶だった。

　だからベッドに埋うずめていた顔を持ち上げ、おばあさまを見てあたしは驚いた。

　おばあさまはその瞳ひとみから涙を零こぼしていた。

　それはあたしが初めて見る、おばあさまの涙だった。

「フレミア。きっと、あなたもいずれそうなるわ。ある日、突然そうなるの。この血がドラゴンに呪のろわれているかぎり、悪運スキルがあるかぎり、それは逃れられない運命なの」

「それは悲しいことじゃないわ」

　あたしは驚きながらも、おばあさまに言い返した。

「ドラゴンを探す。ご先祖様の汚名を晴らす。それがマルドゥナの運命だとしても、あたしは構わない。だってそれって、おばあさまと同じ道を行くってことでしょ？　あたし、おばあさまみたいになりたいの。だから全然構わないわ」

「違う。違うのよ、フレミア。それは違ったのよ」

　おばあさまはついに手で顔を覆おおうと、身体からだを大きく震ふるわせ始はじめた。

「今になってようやく気がついたのよ。私がドラゴンを求めていたんじゃない。ドラゴンが私を求めていたんだって」

「ドラゴンがおばあさまを？　なぜそんな風に思うの？」

「悪運スキルよ！」

　あたしの疑問に、おばあさまは血を吐くような声で叫んだ。

「悪運スキルは支払った代だい償しようの代わりに戦場での死を遠ざける。少なからず、私がドラゴンから生き残ることができたのは、これが理由だとは思っていた」

　おばあさまはいつも自分がドラゴンから生き残れたのは、自分が強いからだと言っていた。けれど、本当はそう思っていたらしい。

　そして今は──

「けど違ったの。私が生き残ることができたのは悪運がすべての理由だった」

「そ、それならすごいことじゃない。だってドラゴンからだって生き残れるんでしょ？　それならいつか、きっとマルドゥナはその使命を果たせる日が来るわ。とても喜ばしいことよ」

「ふざけないでちょうだい！」

「ひっ！」

　おばあさまはあたしをにらんで一いつ喝かつした。

　その瞳は血走っていて、まるで恐ろしい獣かなにかのよう。

「喜ばしいものですか！　悪運はマルドゥナの命を救ってくれるんじゃない！　悪運はマルドゥナの死を許さないのよ！」

「死を許さない？　な、なんで？」

「決まってるわ。マルドゥナが死んでしまったら、誰がドラゴンの許もとに新たな生いけ贄にえを運んでいくというの？」

　あたしはおばあさまの言葉を聞いて怖くなった。正気じゃない。そう思った。

「違う。違うわ。おばあさまの考え過ぎよ」

　なんとかいつものおばあさまに戻って欲しくて、必死に言葉を並べ立てる。

「マルドゥナがドラゴンを追い求めるのは、ご先祖様の汚名を晴らすため。この手に栄光を取り戻すため。そしていずれドラゴンを倒すためよ」

「そのために多くの仲間が死んでしまった。私がドラゴンの腹の中へと、大切な仲間たちを運んでいってしまったのよ！」

　今になってようやく、おばあさまの涙の理由がわかった。

　それは死んでいった仲間への懺ざん悔げの涙だったのだ。

　おばあさまは、ドラゴンを追い求めた自分の人生を後悔していたのだ。

「ごめんなさい。ごめんなさい。私が、私が馬鹿だった。ドラゴンなんて追い求めてしまったばかりに、死ななくていいはずの人たちを多く殺してしまった」

「おばあさま……」

　あたしはおばあさまの震える肩を抱きしめた。

　今のおばあさまになんて声をかけていいかはわからなかった。おばあさまは考えすぎだと思う。きっと病で心が弱くなっているだけだと。

　でも今のおばあさまにとって、それこそが真実なのだろう。おばあさまは仲間たちへの慚ざん愧きの念ねんにとりつかれている。

　だから黙って、いつもおばあさまがそうしてくれているように、おばあさまの頭を優しく撫でてあげた。おばあさまにこうしてもらうと、どんなに学校で辛つらいことがあっても元気を取り戻すことが出来た。だから元気になって、と思いを込めてあたしはおばあさまを慰め続けた。

「……ありがとう、フレミア」

　やがて泣きやんだおばあさまは、穏おだやかに微笑んであたしの頭を撫で返してくれた。

「ぷっ」

「ふふっ」

　お互いに相手の頭を撫でている。それがなんだかおかしくて、あたしとおばあさまは吹き出すように笑った。

「ありがとう、フレミア。本当に、ありがとう」

　おばあさまは目尻に残った涙をぬぐって、あたしをぎゅっと抱きしめてくれた。

「そうね。あなたの言うとおり。きっと、ただの考えすぎよね」

「そうよ。おばあさまは偉大な冒険者だもの。あたしが尊敬してやまない、マルドゥナの誇りだもの」

「……ダメね。病気になって、気が弱くなっているみたい。また泣いてしまいそう」

　おばあさまはさらに強くあたしを抱きしめて、

「考えすぎ。そう、考えすぎなのよね。たとえ、今になって初めてそうと気付いたとしても。私が死んでいった仲間たちに対して、一度だってそう思ったことがなかったとしても」

　抱きしめて、それからあたしの耳元で、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「■■■■■■■■■■■■■■」

　そうだ。おばあさまはたしかに言った。そのときなにかを言っていたのだ。

　あたしはそれを聞いた。しっかりとこの耳で聞いた。そのはずなのに、なぜだかおばあさまの最後の言葉だけはどうしても思い出すことができなかった。

　思い出そうとすると、いつも不自然な雑音が混ざってきて思い出せない。まるで獣のうなり声のような雑音が、記憶の中の言葉をさらっていってしまう。

　そしてこのときのことを改めて聞くこともできなかった。

　この日から数日後、おばあさまは眠るように息を引き取った。




　多くの人たちに慕したわれ、尊敬されていたはずのおばあさまのお葬そう式しきは、悲しいほどひっそりとしたものだった。

　おばあさまのお墓に花を供そなえてくれるのは、近所の知り合いばかり。昔の友達は、冒険者仲間は、誰一人として来てくれなかった。まるでおばあさまの冒険者仲間なんて、もう誰一人としてこの世に残っていないかのように。

「大丈夫？　フレミア」

　お母様がおばあさまのお墓の前でたたずむあたしを、後ろから抱きしめた。

「泣いていいのよ。いつもはあまり泣きべそをかかないようにって言ってるけど、こういうときは泣いていいの。泣いていいのよ」

　そう言ったお母様が涙を流していた。

　お母様の肩を、近付いてきたお父様が優しく抱いた。その瞳にも、うっすらと涙が浮かんでいる。

　あたしの教育方針で、よくおばあさまと喧けん嘩かしていたお父様だったけど、それでもおばあさまの死には涙を流して悲しんでいた。

　そこで、ようやくあたしは気付いた。自分が涙を流していないことに。

　不思議と悲しいとも思わなかった。あれだけ大好きだったおばあさまが亡くなったのに、嘆なげく気持ちが湧わいてこない。

　ただ、ただ、おばあさまのお墓に手た向むけられたお花を見て。

「──ドラゴンを探さないと」

　なぜか強く、そう思った。




　次の日、なにげなく自分のステータスを見た。

　いつの間にか悪運スキルの熟練度が大幅に上昇していて、１００を超えていた。

　そして今も、悪運スキルの熟練度は日ごとに増え続けている。





　　　　　◇◆◇






　王都の近くにある魔の森にはドラゴンが潜ひそんでいるかも知れない。

　色々と調べた結果、その可能性がほんの少しでも浮かび上がると、あたしはもう居ても立っても居られなくなった。

　けどお父様に王都へ行きたいと話すと猛もう反はん対たいされた。

　お父様はドラゴン探しというマルドゥナの使命なんてどうでもいいみたいだった。それよりもレベル上げとスキルの修行をさせようとしてくる。それがマルドゥナ家再興への一番の近道だからって。

　それがとてもむかっとした。まるでおばあさまを否定しているみたい。

　だからあたしはこっそりと家を抜け出した。おばあさまが昔使っていた黒いローブと黒いとんがり帽子、そしてお小遣いの入った財布だけを宝箱から引っぱり出して、王都へ向かう馬車に飛び乗ったのだ。

　到着した王都の冒険者ギルドで、まずあたしは鑑定スキル持ちの冒険者を探した。

　けど見つからなかったので、次に魔の森に詳しい冒険者を捜すことにした。

　すると誰もが一人の冒険者の名を口にした。あとになって思えば、たぶん子供のあたしを見て話半分で聞いていたのだろう。でなければ、魔の森の奥へ行きたいというのに、Ｅクラス冒険者を紹介するはずがない。

　でもこのときのあたしはそんなことには気付かなくて、ドキドキしながらその冒険者に話しかけた。

「あなたがライ・オルガス？」

　舐められないように、ほんの少しだけ大人だと噓うそを吐ついて。




　そのあと色々とあったけど、ライはあたしの依頼を引き受けてくれた。

　魔の森への通行許可証も手に入り、さあ、あとは森の奥に向かうだけというところまで来たんだけど、あのエルフが許可証の発行を渋しぶりに渋った所せ為いで、今日向かうには時間が足らなくなってしまった。

　それは困る。とっても困る。今日、宿に泊まるお金なんてないのだ。王都までの馬車代とその道中での宿泊費だけで、これまで必死に貯めていたお小遣いはなくなってしまった。

　恥ずかしいけどそれを伝えると、ライは呆れた顔になって、それでも一緒にお金を稼ごうと言ってくれた。

　変な人。冒険者ってお母様と同じくらいお金にがめついんじゃないの？

　それなりに強いのに冒険者クラスが低かったりと、あたしはライのことが色々と気になってきた。

　だから宿を貸してもらうことになった養よう護ご施し設せつで、ライのことをよく知ってる人に聞いてみることにしたのだ。

「ねえ、ライってどんな人なの？」

　赤い髪が綺き麗れいなミリエッタは、なんでもこの養護施設でライとは実の兄妹きようだいのように育った仲だという。

　聖せい職しよく者しやスキルがあったので、シスターの資格を適当に取るため神学校に通っているシスターの卵で、院長のいないこの養護施設の実質的な経営者なのだとか。

　あたしの知ってる教会のシスターとはなにかが違うけど、突然お邪じや魔ましたあたしの面倒を嫌な顔ひとつせず見てくれた、とても優しい人である。

　そんなミリエッタ曰いわく、

「ライお兄ちゃん？　基本的にアホだよ？」

　とのことだった。

「ライってアホなの？」

「うん。時々抱いて！　と思うくらいすごく格かつ好こいいときがあるけど、基本的にはアホでしかないよ？」

「抱いて？　抱きしめて欲しいってこと？」

「ああうん、気にしないで。フレミアちゃんにはまだ早いことだからねー」

「ああ！　また子供扱いした！　あたしは十六歳って言ってるでしょ！」

「そうだねー。うちのおチビさんたちと一緒になって泥だらけになるまで遊んで、ご飯のおかずの取り合いをするくらい大人だもんねー」

「うぅうう」

　これ絶対ばれてるわ。どうしよう？　ライに伝わったら、パーティー解消されちゃうかも。

「ごめんごめん。泣かないで。お兄ちゃんにはなにも言わないから」

「ほんと？」

「ほんとほんと」

　よしよしと頭を撫でられる。

「……ライも、あたしの噓に気付いてないと思う？」

「ウン、キヅイテナイトオモウヨー」

　よかった。ライのことをよく知ってる人が言うなら間違いないだろう。

「ほら、なにせお兄ちゃんはアホだからね。昔から勉強が大嫌いで、いつもいつも剣ばかり振ってたから」

　あたしを慰めるように、ミリエッタはお話の続きを始めた。

「冒険者になったあとは少しモンスターのこととか勉強したみたいだけど、ライお兄ちゃんのことだからね。半分くらいのところで諦めたんじゃないかな？　知識を詰め込んでる時間があるなら少しでも強くなるぜ！　って叫びながらモンスターに突っ込んでいってるよたぶん」

「あたしのスキルのことも色々知ってたし、なんか賢かしこそうな感じがしたけど」

「魔法スキル関係は詳しいよ？　昔、魔法剣士とか格好よくね？　とか言って色々と調べてたことがあったから。光と闇やみの魔法って同時に使えないのかな、とか真剣に悩んでたし」

「うっ、それはたしかにアホっぽい」

「でしょう？　思い立ったら一直線だし、一度思い込んだらなに言っても聞かないし。あ、そうだ。フレミアちゃん。明日、お兄ちゃんに会ったら伝えて欲しいことがあるんだけどいい？」

「伝えて欲しいこと？」

「そう、お兄ちゃんはうちを避けてるみたいだし、ギルドに直接掛け合っても取り合ってもらえなかったから」

　そう言って、ミリエッタからライへの不思議な伝言を預かる。

　その際に詳しい説明を聞いて感心した。

「ライって、冒険者としての稼ぎのほとんどをここに仕送りしてるんだ。どうりでお腹いっぱいご飯を食べられると思った」

　普通、養護施設というのは教会や貴族の援えん助じよで成り立っているため、基本的にはうちの家みたいにカツカツで生活していると聞いていたが、ここは違った。ご飯は大盛りだったし、みんなが着ている服もしっかりしたものだ。もしかしたら、あたしの家よりもお金があるかも知れない。

　優しい貴族の人が援助してくれてるのかな、と思ったけど、どうやら違ったみたい。この施設には後こう見けん人にんの貴族こそいるものの、実際の運営はライと教会に所属しているシスティナという人からの仕送りで成り立っているらしい。

「ライ。偉いじゃない。すごくすごく偉いじゃない。まるで物語に出てくる優しい騎士様みたい！」

「うん。みんなライお兄ちゃんとシスティナお姉ちゃんに感謝してるよ。院長先生が亡くなってから、わたしたちが今日まで生きてこられたのは、二人ががんばってくれたお陰だから。本当に、心の底から感謝してる」

　手を組んでミリエッタは祈る。

　それはきっと神様ではなく、ライたちへの感謝の祈りなのだろう。

　あれ？　でも、この養護施設ってすごくたくさん子供がいたような？　その生活費から学費までなにやらを全部賄まかなってるって、すごいで終わらせていいことなのかしら？

　ライのしていること自体はすごく偉いと思うけど、そのシスティナお姉ちゃんがたくさん稼いでるのかな？　もう仕送りは大丈夫だから、ってあたしにライへの伝言を頼むくらいだし、きっとそうなんだよね？

　でもそれだけ稼げる教会のお仕事ってなんなのかしら？

　システィナって聞くと、あの『祈らない聖女』ことシスティナ様のことを思い出すけど。

　……いやでもまさかね。

　たしかにシスティナ様は、聖女に選ばれる前は市し井せいの一市民だったと聞いたことはある。

　というより、聖女というのは元々、先代の聖女が亡くなった際、Ｂランク以上の聖職者スキルを持つ人の中から、誰かのためにより真しん摯しに祈れる人が選ばれ、超越してなるものだと聞いている。だからシスティナ様が施設育ちであった可能性もあるけど……。

「システィナお姉ちゃん？　うん、あの聖女様で間違いないよ」

「ほんとすごい！　色々と教えて教えて！」

「いいよ。システィナお姉ちゃんはね、昔は本当におてんばで、ライお兄ちゃんといつも喧嘩してたの」

　そのあとも眠るまで、色々と聖女様のことを教えてもらった。

　代わりにライのことを教えてもらうのを忘れていたと気付いたのは、翌朝、ミリエッタと養護施設の子供たちに見送られて出発したあとのことだった。

　どうしよう？　ライとシスティナ様の子供時代のことは色々と聞けたけど。

「ライが家族想いのアホってこと以外わかってないわ」

　なにをやっているんだと頭を抱えながら歩いていたからだろう。あたしは曲がり角で、ちょうど反対側からやってきた誰かに気付かずぶつかってしまった。

「きゃっ！」

「あら、ごめんなさい」

　頭を思い切りぶつけ、尻しり餅もちをつく。い、痛い……。

「大丈夫？　ごめんね。怪我してない？」

　あたしにぶつかった人は、あたしを助け起こそうと手を差し伸べてくれた。

「だ、大丈夫よ」

　本当はすごく痛かったけど、我慢して一人で立ち上がる。

「あら、あたまにこぶができちゃってるわね」

「へ、平気よ。これくらいへっちゃらなんだから」

「ふふっ、強い子なのね」

　あたしにぶつかった人は、頭を優しく撫でてきた。すると不思議なことに、頭の痛みが噓のように消えてなくなってしまった。

「あれ？　頭が痛くなくなったわ」

　治ち癒ゆ魔法？　でも詠唱はしてなかったし。

　驚いて前を向く。向いて、さらに驚いた。

「もう大丈夫みたいね。よかった」

　とても綺麗な女性が立っていて、あたしを穏やかな顔で見つめていた。朝日に照らされて、長い金色の髪がまるで発光しているみたいに輝いている。

「これからはお互いに曲がり角には注意しましょ？　ね？」

「うん。ごめんなさい」

　どうしてか彼女の言葉に反論は浮かんでこなかった。素直に頷うなずいてしまう。

「よし。それじゃあね」

　最後にもう一度あたしの頭を撫でて、女性はあたしが今来た道の方へと歩き去っていってしまった。

「あの人……」

　遠ざかる金色の髪を、撫でられた頭に触れながら見送る。

　なんでか知らないけど、すごく今の人が気になった。胸に熱いものが込み上げてきて、なんだか無性に泣きたくなってくる。

　その気持ちは金色の髪が視界から消えるまで残り続けたが、やがて消え去ってしまった。

「──って、こんなことしてる場合じゃないわ！　待ち合わせ場所に急がないと！」

　あたしはライとの待ち合わせ場所に急いだ。あの女性の言うとおり、前をきちんと確認しながら。

「よう、フレミア！　遅かったな！」

　待ち合わせ場所に到着すると、ライはすでに待っていて、あたしを見るなりやる気をみなぎらせた声で大きく手を振ってきた。彼の隣には知っているエルフの女性が、知らない格好で立っていた。

「聞いて驚け！　心強い助っ人に来てもらったぞ！」

「助っ人？」

「ああ、これで百人力だ！　魔の森の奥だって探索できる！」

　にかりとライは笑う。もしかして、あたしのために仲間を集めてくれたの？

「……ああ、やっぱりそうなんだ」

　思わず笑みが口に浮かぶ。

　これはミリエッタの話を聞く前から、薄々勘付いていたことではあるけれど。

「フレミア！　ドラゴンを見つけ出すぞ！」

　ライ・オルガスは、すごくすごくお人好しなのだ。




　だから少しだけ胸が痛かった。

　そんなお人好しを危険な冒険に巻き込んでしまったことが申し訳なくて。




「……あれ？」

　今、自分はなにを思ったんだろう？

　申し訳ない？　なんで？　どうしてそんなことを思ったのだろう？

　だって、そうだろう。

　罪悪感を覚えるようなことなんて、あたしはなにもしていないのに。

「いたっ」

　不意に頭に痛みが走った。ちょうど先程の女性とぶつけてしまったところだ。

　ずきん、ずきん、となにかに嚙かみつかれたような鋭い痛み。

「おい、フレミア。大丈夫か？」

「だ、大丈夫よ」

　ライが心配して声をかけてくれるが、痛みはすぐに消えてなくなった。

　ただ、それでもあたしはしばらく頭を押さえていた。

　なぜなら痛みがなくなった代わりに思い出したからだ。

　聞いたはずなのに、ずっとずっと思い出せなかったおばあさまの最後の言葉を、唐とう突とつに、なんの前触れもなく、今、思い出したからだ。

『──たとえ、今になって初めてそうと気付いたとしても。私が死んでいった仲間たちに対して、一度だってそう思ったことがなかったとしても』

　そう、あのときおばあさまは、その言葉にあとにこう続けた。

　目の前に怖いものがいて。

　それから必死に目を背けるように。

『──巻き込んでごめんなさいって、一度も思ったことがなかったとしても』

　自分の罪を告白するように、そう告げたのだった。





　　　　　◇◆◇






　おばあさまの最後の言葉は思い出した。でもその意味がわからない。

　今は、考えたくもない。

　頭を振って色々な疑問を吹き飛ばすと、あたしはライが助っ人と呼んだ相手を見た。

「またお会いしましたね、フレミア嬢」

　あたしの視線に気付いたエルフの女性が話しかけてくる。

　昨日色々と邪魔してきた彼女は、今日はギルド職員の制服ではなく、黒いぴっちりとしたインナーに黒い軽けい鎧がいという戦闘服でにらみつけてきた。腰や太股のベルトにはたくさんのナイフ。鋭い眼差しも相まって、まるで昔、借金の取り立てに来ていた怖い人のようだった。

　まあ、問題は彼女が強いかどうかだけど。

「この人が助っ人？　本当に強いの？」

「ああ、強いぞ。なんたって、リカさんのレベルは──」

「先日52となりました」

「レベル52!?」

　生前のおばあさまとほとんど変わらないレベルだ。つまりＳクラス冒険者レベルということである。王国騎士団にもそんなレベルの人はほとんどいないって聞いてるのに、どうしてそんな人がギルドの受付をやってるの？

「信じられませんか？」

「う、うん。正直。そんなレベルの高い人、おばあさま以外にこれまで出会ったことないもの」

「であれば、信用していただきましょうか。オープン」

　彼女はステータスを呼びだして、あたしに見せてくれた。















「本当だわ！　レベル52で、しかも鑑定スキルも持ってる！　熟練度もすごく高いわ！」

「フレミア言ってただろ？　鑑定は他の人に任せるって。リカさんなら強くて鑑定も持ってる。これ以上なく強力な助っ人だろ？」

「すごいすごい！　ライもすごく偉い！　ありがと！」

　感かん極きわまって、ライに抱きついてしまう。

　そのあと、エルフさんに手を差し出した。

「あの、これまで失礼な態度を取ってしまってごめんなさい。改めて、あたしはフレミア・マルドゥナって言います。あなたのこと、リカリアーナって呼んでもいいですか？」

「ええ。構いません。私もフレミアと呼ばせていただきましょう。なんでしたら、これまでのように敬語も不要ですよ」

　そう言われても、おばあさまと同じくらいすごい人に普通に話しかけるなんてできない。ライはよく普通に話しかけられるわね。

　でも彼女はそうして欲しいみたい。

「わかったわ。よろしく、リカリアーナ」

「はい。よろしくお願いします、フレミア」

　握手をする。白くてほっそりとした指は、予想以上に硬くて力強かった。

「では早速行きましょうか。私が先行して偵てい察さつと露つゆ払はらいをしますので、ライさんとフレミアは後ろから一緒に付いてきていただけますか？」

「それがいいだろうな。フレミアもそれでいいよな？」

「うん」

　いよいよドラゴンを探す冒険が始まる。

　薄暗い魔の森の奥を見つめると、緊張が身体を走り抜けた。

　昨日も踏み行った場所だが、今日はその印象が違った。まるで巨大な怪物の口の中へと飛び込んでいくような心地だ。

　生きては帰れないかも知れない。レベルの高いリカリアーナはともかく、あたしやライにとっては死地に他ならないのだから。

　少なくとも、怪我もなく無事では帰ってこられないだろう。

「行くわよ」

　それでもあたしは覚悟を決めて、最初の一歩を踏み出した。

　地じ獄ごくへと続く一歩を……踏み出したはずなんだけど……。

「あれー？」

　首をかしげて目の前の光景を見る。

　森の中の少し開けた広場に転がっているのは、無数のモンスターの死骸だった。大小様々、討伐推奨レベルも異なるモンスターたちが、一様に息絶えて骸むくろを晒さらしている。

　そしてそれを作り上げているのは、美しいエルフの狩人だった。

「ふッ！」

　木の上に陣取ったリカリアーナがその手を振るう。












　彼女の手から離れた十本のナイフが、近付いてきていたモンスターのひたいに突き刺さって命を刈り取る。さらにリカリアーナは放ったナイフの柄につながれた細い鋼こう糸しを器用に操り、押し寄せるモンスターたちの足元をすくいあげるようにして脚をズタズタに切り裂き、動きが止まったところで一体一体を絞こう殺さつ、もしくは切断していく。

　投げナイフや鋼糸では効果の薄い大型モンスターが出現すれば、彼女は投げナイフより一回り大きな肉にく厚あつの短剣を手に取り、音もなく敵の背後に忍び寄ってその首をかっ切る。

　遭遇するモンスターを次々と討ち取っていくその戦闘スタイルは、あたしがこれまで見たことのないものだった。

　冒険者の荒々しいモンスター討伐とは根本から異なるその戦い方は、相手の知覚外からの不意打ちか、気配を隠しての奇襲のどちらかに終始している。相手に攻撃する隙すきを与えることなく、一方的に獲物を仕留める鮮やかな狩人の手並みだ。

　まだ道の半ばという距離であり、出現するモンスターのレベル帯も30前後と、レベル52の彼女からしてみれば雑魚というべきモンスターであったとしても、あたしでは手こずるようなモンスターが次々に討ち取られていくのは、見ていて思わず感かん嘆たんの吐息を吐いてしまうほどだった。

　さすがはＳクラス冒険者相当の実力者。すさまじい戦闘能力だ。

　そうだ。リカリアーナが強いことは最初からわかっていたから、彼女はいいのだ。

　問題は、後ろで戦っている方である。

「よいしょ、っと」

　気が抜けるような軽いかけ声とは裏腹に、ライが振るう剣は大いなる破壊をもたらす。

　ライが剣を無造作に振るうたびに衝撃波が吹き荒れ、近くにいたモンスターが吹き飛んでいく。文字通り、跡形もなくだ。

「やっぱり素材を確保する必要のない戦いは楽でいいなぁ」

　縦じゆう横おう無む尽じんに剣を振るって、次から次へとモンスターを粉砕していく姿は余裕そのもの。

　少し前、前後からあたしたちを取り囲むように百体近いモンスターの大群が現れたときは死を覚悟したものだけど、ふたを開けてみればこのとおり。前から来たモンスターをリカリアーナが殺し尽くし、後ろから来たモンスターをライが消し去ってしまった。

　リカリアーナが強いのはわかるけど、ライのこの異常な強さはなんなのだろう？　あなた万年Ｅクラス冒険者じゃなかったの？

「お～い、リカさん。こっちのモンスターの処理は終わったぞ」

「ありがとうございます、ライさん。助かりました。大群を相手に戦うのはあまり得意ではなくて」

　すべてのモンスターを五分とかからずに処理し終わった二人が、あたしのところに戻ってくる。その身体に傷はおろか返り血ひとつ浴びていなかった。

「それでは先に進みましょうか」

「そうだな。少し時間を取られた」

「ちょ、ちょっと待って」

　何事もなかったかのように先を急ごうとした二人を止める。

「ねえ、レベル52のリカリアーナが強いのはわかるんだけど、ライはなんでそんなに強いの？　あなたもリカリアーナと同じくらいのレベルなの？」

「おや？　ライさん。フレミアにステータスのことを話してなかったのですか？」

「あ～、そういえばそうだな」

「どういうこと？」

「……これ、今言っても動どう揺ようしないかな？」

「やめておいた方が無難かと」

　ライとリカリアーナは小声で囁ささやき合あい、それからあたしの方を見た。

「俺はリカさんほど強くはないよ。言ったろ？　俺が倒したことのある最大の討伐推奨レベルは35のカウンターベアーだって。今戦ってた奴らはそれより下だっただけだ」

「そ、そうだけど」

　それでも30近い討伐推奨レベルのモンスターばかりだった。それが五十体近く一斉に攻めてきたのだ。実質的な攻略難度は跳ね上がっていたはずである。

　そもそも倒せるのと跡形もなく吹き飛ばせるのは違うと思うんだけど。

「まあ、フレミアが思ってるよりは強いってことだ。安心しろ。お前が詠えい唱しようする時間は稼いでやるから」

「う、うん。結局、今の戦闘であたしマジックウィンドウすら呼びだしてないけど」

　それでもそう言われてしまえば、頷くしかなかった。

　冒険者は普通自分のステータスを誇るものだけど、中には理由があってステータスの開示を断る人も存在する。そういう人にステータスを見せろと迫るのは礼節上よろしくない。

　おばあさまもレベルとかは教えてくれたけど、頑なにステータスを見せるのは拒んだ。たぶん、悪運スキルのボーナススキルをあたしに見せるのを嫌がったんだと思う。おばあさまはあたしと同じで悪運がＢランクで、熟練度も４００くらい行ってたみたいだから。あたしがいずれ辿たどるであろう未来を見せたくなかったのだ。

　あたしが知ってる悪運のボーナススキルは熟練度２００までだけど、その内容を鑑かんがみれば、その先もろくなものではないのは容易に想像がつく。おばあさまに昔なにげなく聞いたときは、一言、お父様を生んだことは後悔してないってつぶやいて苦虫を嚙みつぶしたような顔になっていた。なお、おばあさまは未婚の母である。

「……金運の次は恋愛運が下がるんだろうなぁ」

　あたしはライのステータスを聞くことを諦め、森の奥を目指して歩き出した。

「では、もう一度私は偵察をしてきますので」

　周囲にモンスターの気配がないことを確認すると、リカリアーナはまた先行偵察に行ってしまった。音もなくその姿がかき消える。

「リカリアーナを見てると、レベル50が大きな壁って言われてるのがよくわかるわ。まるで煙けむりみたいに消えるんだもの」

「実際は消えてるわけじゃなくて、そう見えるように動いてるだけなんだけどな。リカさん敏びん捷しよう値ちが高いみたいだから」

「う～ん。高い敏捷値とさっきの戦闘スタイル。それに今みたいな消え方……」

　エルフというのは魔法に特化した種族と聞いていたけど、リカリアーナは魔法スキルは持っていなかった。そもそも、鑑定スキル以外を持ち合わせていない。

　それが少しだけおかしく感じた。戦闘系のスキルを持っていない人間は、どれだけ時間を費やしてもレベル50以上までは辿り着けないと言われているからだ。それくらい戦闘系スキルの有無は戦闘能力の差として大きい。

　それにリカリアーナの磨みがき抜ぬかれた動きは、戦闘系スキル持ちのようにしか見えなかった。

「ねえ、ライ。もしかして、リカリアーナってなにかステータスを隠いん蔽ぺいするスキルとか持ってるんじゃないの？」

「え？　なんでそう思うんだ？」

　あたしの小声の囁きに、ライは不思議そうな顔をする。

　どうやらライはそんなこと疑問に思ったこともないようだった。

「だって、おかしいじゃない。戦闘系スキルがないのにレベル50以上って」

「けどステータスを実際に見せてもらっただろ？」

「だから隠蔽系のスキルよ。数あるスキルの中には、自分のステータスからスキルの存在を隠すことができるスキルも存在するわ。もしかしたらリカリアーナはそんな隠蔽を使えるスキルを持っているのかも知れないわ」

「けどなんだってそんなことを？　ステータスを隠す必要なんて普通はないだろ？」

「ふっふっふ。ライは馬鹿ね。あたしにはわかっちゃったわ」

　咎とが人びと系スキル以外でスキルを隠蔽できて、そして音もなく消えるような動きができる戦闘系スキルとなれば、あたしにはひとつしか思い浮かばなかった。

「ニンジャ！　リカリアーナはニンジャなのよ！」

「ニンジャ？　なんだそれ、そんなスキル聞いたことないぞ？」

「ニンジャは闇に潜んで人知れず弱きを助ける、言うなれば正義の味方よ！　昔、そんなことが書かれていた本を読んだ覚えがあるわ！」

「なるほどな。つまりニンジャは自分の素性を隠さないといけないのか」

「そうよ。あたし、リカリアーナの正体を誰にも言ったりしないわ！　お墓までこの秘密は持っていく。だからライも内緒なんだからね！」

「わかってるよ。リカさんが隠したがっていることを勝手に暴くわけにはいかないからな。……まあ、本当にニンジャかどうかはともかく、どんなステータスでも、リカさんはリカさんだしな」

　あたしとライは頷き合って、一緒に森の奥へと進んだ。

　リカリアーナがあらかじめ進路上のモンスターを排除していってくれているので、しばらく進んでもモンスターとは遭遇しなかった。

　ふふふ、まさか助っ人が伝説のニンジャだなんて。これは勝ったわ！





　　　　　◇◆◇






　リカリアーナがあたしたちと合流したのは、森が無音に近いほどに静まりかえり、ライが周囲を強く警戒し始めた頃のことだった。

「ライさん。フレミア」

　音もなく目の前に現れたリカリアーナは、その全身を真っ赤に染めていた。

「リカリアーナ！　血が!?」

「ご安心を。全部モンスターの返り血ですので。今のところ、怪け我がらしい怪我は負っていません」

　それはつまり、彼女がモンスターの返り血をかわす余裕がなくなってきている証拠だった。

　もう結構な時間、モンスターとは遭遇していないけど。

「リカリアーナ、この辺りのモンスターのレベル帯はいくつなの？」

「おおよそ、40前後ですね。だいぶ深い位置まで来ました」

「……40か。この辺りまで来たことは俺もないな」

　さすがのライも緊張を隠せないようだった。

「ここからは私もお二人にご一緒します。ライさんでも、もしかしたらフレミアを守りながらでは厳しいときがあるかも知れませんので」

「リカさんは、まだ俺でもこの辺りのモンスターを倒せると思うか？」

「はい。あなたは、あなたが思っている以上に強い人です」

「そうか。なら挑戦してみないとな」

　ライは剣の柄つかに手を触れて獰どう猛もうに笑う。

　それはレベルアップのために、自分のレベル以上のモンスターの討伐を狙う戦士の顔だった。

　やはりライのレベルは35から40くらいと見た方がいいだろう。Ｂクラスの上位からＡクラス冒険者と同じ実力だ。ライとリカリアーナの二人なら、ここのモンスター相手でも戦えるだろう。

　問題は、あたしが一人で二人の足を引っ張ってしまっていることだ。

「二人とも。いざとなったら、あたしのことは放置しても大丈夫だから」

　あからじめ二人には伝えておく。おばあさまの言葉が正しいのなら、二人に守ってもらわなくても大丈夫のはずだ。

「悪運スキル持ちはなかなか死なないのよ。これはＳクラス冒険者だったおばあさまの言葉だから信用してもらっていいわ」

「と言われても、俺もリカさんも小さな女の子が目の前で危機に陥ってたら、助けに入らずにはいられないと思うぞ」

「むぅ」

　真顔でライはそう返してきた。子供扱いだけど少し嬉しくもあった。

　もう、本当にライったらお人好しなんだから。そんなことじゃ、いつか誰かに騙だまされて、いいように利用されてしまわないか心配だわ。

「ご安心を、ライさん。いざとなれば、私がフレミアを抱えて森から脱出しましょう」

「それなら安心だな」

「ちょっと待って、ライ。よくよく考えてみると、それ、ライだけ置いて行かれてるわ」

「ああ。けど女の子一人を置いていくよりもずっとマシだろ？」

　この言葉を心の底から言ってるんだもの。ライはお人好しじゃなくて、やっぱりアホなんだわ。

　……アホなんだから。

「ふ、ふんっ！　そんないざというときなんて来ないわ。あたしたちは問題なく森の中心地に辿り着いて、ドラゴンを見つけるの。それで見つけた証拠をなにか手に入れて凱がい旋せんするのよ」

「そうだな。それはいい」

　危機を想定するのも大事だけど、それよりも大事なのは輝かしい未来のことだ。あたしたちはそのためにここまでやってきたのだから。

　そうして、あたしたちは魔の森の最奥まで到達する。

　未だすべてが明かされていない、人類未み踏とう破はの中心地へと足を踏み入れた。

　同時に、魔の森がその本性を現し始める。

　──ぉおおおおおおおおッ!!

　突如として、大地を揺すり上げる獣の咆ほう吼こうが轟とどろいた。

「な、なに!?」

　臓ぞう腑ふの奥より込み上げてくる恐怖の感情。原始的な恐怖を一方的に叩きつけられる。

「なにか近くにいるぞ」

「これは……」

　それはライやリカリアーナも同様のようだった。特にリカリアーナは、その涼しげな顔に初めて冷や汗を浮かべていた。

「来るぞ！　避けろ！」

「きゃっ！」

　ライが叫んで、あたしの手を引っ張った。

　同じタイミングで、リカリアーナも木の上へと退避した。

　直後、見えざる空気の弾丸が一直線にあたしたちがいた場所へと直進してきた。

　どうしてそうわかったのかと言えば、前方の木々が次々に薙なぎ倒たおされていったからだ。最後に空気が破は裂れつするような音がして、あたしたちが立っていた場所の地面が大きく抉られた。

「空気弾です！　また来ます！」

　注意喚かん起きしながら、リカリアーナが木から木へと移動する。直後、いくつもの見えざる弾丸が飛んできて、近くの木をいくつもへし折った。

「フレミア！　しっかり摑まってろ！」

「う、うん！」

　ライもまた、あたしを抱え、地面を蹴って空気弾から逃げる。

　最初の一撃は進路上を塞ふさぐ木々があったため、その軌道を読むことができたが、すべてへし折られてしまった今となっては視認することができない。それはライやリカリアーナも同様だろうが、二人は見事に見えない攻撃を読み切っている。恐らくは空気の振動などを肌で感じ取っているのだろう。こればかりは経験値のなせる業わざとしか言いようがない。

「リカさん、敵を視認できるか!?」

　リカリアーナは攻撃を避よけつつ、砲撃の主へと接近し、その姿を捉える。

「確認しました！　敵はグラビトンベヒモスです！」

　あたしはこひゅぅと自分ののどが鳴ったのがわかった。

　グラビトンベヒモス。冒険者ギルドの発行しているモンスター目もく録ろくの最後の方に記されている、超重量級モンスター。その討伐推奨レベルは50である。

　そのとき空気弾による攻撃が止まり、ずしん、ずしん、と地面を揺らしながら敵が近付いてくる。

　薙ぎ倒された木々の向こうから現れた鋼色の影。それは鎧よろいのような分厚い鋼こう鉄てつの皮ひ膚ふに覆われた巨大なモンスターだった。体長は大の大人の三人分はあるだろうか。尻尾まで含めた全長は、あたしには確認しきれない。鋭い爪の生えた四し肢しで大地を抉えぐりながら近付いてくる。

　グラビトンベヒモスはあたしたちの姿を確認すると、その大きな口を開いた。

　その奥には黒々とした空くう洞どうがある。グラビトンベヒモスには牙きばも歯もなく、その口から放つ空気弾で敵をペースト状になるまで磨すり潰つぶして、それを啜すすることで食事とすると記録にはあった。つまり今、グラビトンベヒモスはお腹を空かせている。このままでは食べられる。

「ライさん」

「ああ、わかってる」

　ライとリカリアーナは目配せだけで意思を交換すると、グラビトンベヒモスに背中を見せて走り出した。

　一心不乱に逃げ出したのだ。

「──って、逃げるの!?」

「当たり前だろ！　相手はグラビトンベヒモスだぞ、グラビトンベヒモス！」

「申し訳ありませんが、私は攻撃力がレベルの割には低いので、刃が通らない敵となると相性的に倒せません。幸い、グラビトンベヒモスは脚が遅いので、ここは逃げの一手かと」

「そういうこと！　別にあれを倒しに来たわけじゃないしな！」

　考えてみれば当たり前の話である。モンスターと遭遇しても絶対に倒さないといけないわけではないのだ。逃げられる敵なら逃げた方がいいに決まっている。

　後ろから何発も迫り来る空気弾を避けながら、全速力で逃げることしばらく。

　やがて空気弾による攻撃がやみ、森が再び静けさを取り戻す。どうやらグラビトンベヒモスを撒まいたみたいだった。

「いやぁ、さすがは魔の森の中心地。他なら秘ひ境きようの奥に行かないと出会えないようなモンスターも生息してるんだな」

「魔の森でグラビトンベヒモスの生息が確認されたのはこれが初です。ギルドに戻ったら伝えておかないといけませんね。……それはともかく、ライさん。いつまでフレミアを抱きかかえていらっしゃるんですか？」

　リカリアーナに言われて、あたしは今の自分の格好を思い出す。あたしはライにお姫様抱っこされていた。どうやら、前に口にした文句を覚えていたみたいだ。殊勝な心がけである。

「もうそろそろ下ろしてもよろしいのでは？　それでは動きにくいでしょう」

「そうだな。ほら、フレミア」

「ええ。ありがとう」

　ライに下ろしてもらい、地面に自分の足で立つ。

　立とうとして、失敗する。あたしは地面に尻しり餅もちをついてしまった。

「あ、あら？　おかしいわね」

　慌てて立ち上がろうとするが、やはり途中で足から力が抜けてしまう。見れば、自分の足がぷるぷると震えているのがわかった。

「ち、違うわ。あたし、こんなの」

　どうにか立ち上がろうと試みるが、何度やっても上う手まくいかない。

「な、なんで？」

「フレミア。ほら」

　ライが手を差し出してくれる。でもその手を取るわけにはいかなかった。

　だって、あたしはまだこの森に入ってなにもしていない。二人に面倒を見てもらっているばかりで、モンスターの一体も倒していない。さっきだってライに助けてもらわなかったら間違いなく死んでいた。その上でこんな醜しゆう態たい。恥ずかしくて、情けなくて、涙が出てきた。

「こ、こんなはずじゃかったのに。あたしはフレミア・マルドゥナ。偉大なる魔法使いを先祖に持つ、未来の大魔法使いなんだから」

　覚悟はしていたはずだった。でも実際にグラビトンベヒモスのような目録でしか知らないようなモンスターと遭遇し、その恐ろしさを思い知らされてしまった。あたしは、恐怖のあまり一人で立ち上がることすらできなくなっていた。

「このままここにじっとしているのはよろしくありません。鼻のきくモンスターに囲まれでもしたら厄介です」

　手を貸すべきか困っている様子のライとは違い、リカリアーナはそう言って、あたしを半ば無理矢理立ち上がらせた。

「行きましょう。私の手を握っていれば歩けるでしょう？」

　あたしは無言で頷いて、リカリアーナの手を握った。

「リカさん。それなら俺の方が」

「いえ、またグラビトンベヒモスと遭遇したときは、私がフレミアを抱きかかえた方がいいでしょう。ライさんは両手を開けておくべきです」

「そっか。まあ、リカさんの方が筋力も敏捷も高いだろうからな」

「お待ち下さい。ライさんより筋力が高いというのは否定させて下さい。私はそこまで筋肉質ではありませんので」

「いや、レベル的になんだけど」

　あたしに比べて二人のこの余裕である。あたしは悔しく思いながら、リカリアーナに手を引かれて歩き出す。

　とはいえ、すでにここは魔の森の中心地。目的の場所だ。

「フレミア。このまま宛あてもなく探し回るのは効率が悪いでしょう。なにかドラゴンの手がかりになるようなものはありませんか？」

「ドラゴンの足跡っていう不自然な大規模破壊現象の痕こん跡せきがあれば、その近くにドラゴンがいる可能性は高いわ。あとは、これはおばあさまの受け売りなんだけど、ドラゴンは人の近寄らない場所にいることが多いらしいの。洞どう窟くつの奥とか、高い山のてっぺんとか」

「といっても、ここら辺は全部同じような地形だぞ。起き伏ふくもそこまでないし」

　あたしは考える。目的であるドラゴンの所在は、わかっていたことだが判然としない。あるいは魔の森の奥へ行けば痕跡を見つけられるかと思ったけど、なにもない。

　それでもこのまま帰ろうとは思わなかった。

　あと少し、あと少しだと、自分の中のなにかが囁いているのだ。

「……なんとなく、だけど」

　あたしはリカリアーナの手を引っ張った。

「こっちに行くべきだと思うわ」

　二人は顔を見合わせる。

「一応言っておきますが、私でも手に負えないモンスターが現れた場合、速やかにこの近辺から脱出します。また帰り道も考こう慮りよして、この場所を探索できるのは長くて──」

「わかってる。リカリアーナの指示には従うわ。でもお願い、今はあたしに付いてきて」

「……まさか悪運スキルの囁きとでも言うのでしょうか」

　リカリアーナが困惑した様子でそうつぶやいた。

「わからないわ。ただのあたしの勘なのかも知れない」

　リカリアーナのいうこともわからないでもなかった。悪運スキル、即すなわちこの血に流れるドラゴンの呪いの囁き。絶対に存在しないとは言えない。

　リカリアーナが苦い顔をする。彼女は今になってようやく、ドラゴンと遭遇する事態を考慮し始めているのかも知れなかった。

　一方、ライは無言で剣を鞘さやから引き抜き、いつでも戦闘に移れるように警戒しながら、あたしのあとを付いてきてくれた。

　そうしてあたしたちは、導かれるようにその場所へとやってきた。

　魔の森の中心部のさらに中心地。そこには大地がスプーンで丸くすくい取られたような、綺麗なすり鉢ばち状じようの場所があった。そこには一切の植物が生えておらず、乾いた荒野のように地面がむきだしになっている。

「まさか魔の森にこのような場所があったとは」

　穴の縁から下を覗のぞき込こんで、リカリアーナが驚きの声をもらす。ギルドでもこの場所の存在は把握していなかったらしい。

　ただ、他とは少し地形が異なっているものの、それ以上のなにもここにはなかった。穴の底でドラゴンが眠りこけているわけでもない。

「フレミア。ここからなにか感じるか？」

「感じるものがあるような気がするわ。でも……」

　なにもない。そもそも、今感じているこの小さな感覚だって、気のせいといってしまえば終わる程度のものでしかない。

　恐怖も過ぎ去ったことで、ずっと握っていたリカリアーナの手を離し、自分の足で穴の縁に立った。

「穴の底に下りてみるか？　それか他の場所を探すか？」

「ううん、この光景を見ればわかるわ。魔の森にドラゴンはいなかった」

　ライが提案してくれるが、あたしはこれ以上探しても無駄だと思った。ここにいなければ魔の森にドラゴンはいない。そう強く思ったのだ。

「……帰りましょう。無駄足を踏ませてしまってごめんなさい」

「気にするなよ。それに──」

　ライは笑いながら口を開き、すぐに表情を引き締めて背後を振り返った。

「それに、どうやら簡単には帰れないみたいだな」

「そのようです」

　リカリアーナも戦闘態勢に移行する。

　見れば、穴を取り囲む森から無数の赤い瞳があたしたちを見つめていた。

「獣けもの型がたのモンスターが団体でお出ましみたいだな」

「これでは逃げられそうもありませんね。ですが、レベル50を超えるような敵はいないようです」

「それでも全部40近いんだろ？　俺にとっては大冒険だ」

　ゆっくりと森から出てきたのは、五十体を超える多頭の猛もう犬けんたち。双頭のモンスターはヘルズガルム。三ツ首のモンスターはダークケルベロスだ。前者の討伐推奨レベルは37。後者は43だ。しかもこの数となれば、その脅威はグラビトンベヒモスにも匹敵するかも知れない。

　加えて言うなら、この群れからはとても逃げられそうにない。

「フレミア。俺が前に出る。全力の魔法を喰らわせてやってくれ」

「む、無理よ。こいつらには火属性の魔法は通じないわ。耐性を持ってるの」

「そうなのか？　なら魔法で足止めだけ頼む。動きさえ止められれば、なんとか討ち取れると思うからな」

　ライは緊張しながらも戦いを挑むつもりのようだった。

「ライさん。どうやらこのモンスターたちは、背後の穴には近寄りたくないようです。穴を背にして戦えば、背後を取られる心配はなさそうですよ」

「やっぱりなにかあるのかな。倒してから調べてみようか」

　リカリアーナは油断なく相手の動きを警戒しながらも、それでも追い詰められているという切迫した表情は見せなかった。すぐにフォローに入れるようあたしを背中に庇かばって、両手に短剣と投げナイフを構える。

　……情けない。あたしはやはり足手まといでしかないのか。

「あたしにもっと力があれば」

　力があれば、こんな目的地を目前にして足止めされることもなかったのに。

　二人をこの先まで、連れて行くことができたのに……。




　──そのとき、遙はるか地面の底でなにかが目覚めたのがわかった。




　突とつ如じよとして大きく揺れ動く大地。

「きゃっ！」

　穴のすぐ縁に立っていたあたしは、そのいきなりの振動に足を踏み外し、穴の方へと倒れ込んでしまった。

「フレミア！」

　近くにいたリカリアーナが、糸のついたナイフを上手く使い、あたしを絡め取って助けようとする。だが無駄だった。

　地面の揺れはさらに大きくなり、穴の縁ふちが一斉に崩ほう落らくを始め、リカリアーナの足下までもが崩れ落ちた。リカリアーナだけならば、あるいは崩落から逃れることができたかも知れないが、彼女は自分の身の安全ではなく、あたしの身の安全を優先した。糸をたぐり寄せ、あたしの身体を自分の胸元へと抱き寄せる。

「しっかり摑つかまっていてください！　絶対に離さないように！」

「リカさん！　フレミア！」

　ライが助けようとこちらを向くが、その隙を見逃さずモンスターたちが一斉にライへと躍りかかった。ライの背中が、モンスターたちの姿によって見えなくなる。

「ライぃいいいいい──ッ！」

　ライの最後の姿に絶叫しながら、あたしとリカリアーナは地面にくりぬかれた穴の底へ──否、穴の底にぽっかりと口を開いた、さらなる地の底へと落ちていった。

　なにかに引き寄せられるように。深く、深い、闇の底へと。




「フレミア。起きてください、フレミア」

「ん……？」

　肩を揺すられた振動で目を覚ます。

　まぶたを開けると、リカリアーナがあたしの顔を覗き込んでいた。

「リカリアーナ。あたし……」

　身体を起こして周囲を見回す。

　目を覚ました場所は大きな空洞だった。不思議な光沢を持ち、わずかに発光する鉱こう石せきで出来た床の上に、いくつかの岩がん塊かいと一緒に倒れていた。上を見上げれば、遙か彼方にか細い太陽の輝きが見えた。

「そうだ。あたしたち落ちたんだ」

　そこまで確認したところで、あたしは自分の身に起きたことを思い出す。

　そして気を失う前に見た最後の光景も。

「ライが危ないわ！」

「落ち着いてください、フレミア。ライさんなら大丈夫ですから」

「大丈夫じゃないわ！　あんなにたくさんのモンスターに襲いかかられて、大丈夫なわけないじゃないの！　すぐに助けに向かわないと！」

　でも、とてもではないが天井の穴まで上ることはできそうになかった。

　他の出口を探してもう一度周囲を見回すと、床と同じく発光する壁のひとつに、どこかへ通じる穴が開いているのがわかった。

「あそこに入ってみましょう。もしかしたら出口に続いているかも」

「そうですね。さすがに私も、ここを登り切ることは出来そうにありませんし」

　リカリアーナは自分の身体に触れ、いくつかの装備を確かめる。その身体にはいくつかの裂れつ傷しようが見られ、服に血がにじんでいた。それなのにあたしの身体には傷ひとつない。

「あの、ありがとう。あたしのことを守ってくれたんでしょ？　リカリアーナは大丈夫？」

「大丈夫ですよ。気にしないでください。本来であれば、こんな危険な場所に落ちる前に助けなければならなかったのですから」

「リカリアーナはここがどこかわかるの？」

「そうですね。この自然物とも人工物とも判別つかない空間は、恐らくはダンジョンでしょう」

「ダンジョンってあのダンジョン？」

　モンスターの中には『ダンジョンマスター』と呼ばれる特殊なスキルを持って生まれてくる個体が存在する。その特殊なモンスターが成長すると共にできあがるのが、ダンジョンと呼ばれる地下迷宮だ。ダンジョンではダンジョンマスターを頂点とした生態系ができあがり、地上とは異なるモンスターが生息している。

　世界にはそんなダンジョンがいくつも存在し、珍しい鉱石や遙かな過去に失われた遺物などの宝が見つかることから、冒険者の中にはこのダンジョン探索を専門にしている者たちも多い。

「リカリアーナはこのダンジョンのことを知ってる？」

「いいえ、魔の森にこのようなダンジョンがあるなんて知りませんでした。間違いなく、私たちが最初の発見者でしょう」

　新しいダンジョンの発見は大発見だ。巨大ダンジョンの近くには街ができてしまうくらいなのだから、その功績は大きい。ダンジョンの命名権も与えられ、長く発見者の名は語り継がれると聞く。

　でも今は喜んでばかりもいられない。

「ダンジョンなら、地上に通じる出入り口がどこかにあるはずよね？」

「そのはずです。頭上の穴は間違いなくイレギュラーな出入り口でしょう。現に、もうすでにふさがってしまっています」

　リカリアーナに言われて上を見ると、太陽の輝きが消え失せ、床や壁と同じ鉱石の天井に取って代わられていた。

　ダンジョンは生きているのだ。

　その壁も床も、ダンジョンマスターがいるかぎり無限に修復される。

「行きましょう。本来の出入り口を探さなければ」

「うん」

　リカリアーナと一緒にダンジョンを進む。

　幸い、このダンジョンには灯りを必要としなかった。足下も明るく、道に迷うことはない。

　洞窟のような通路を進んでいくと、やがて二股の通路に出た。

　片方はなだらかな下り坂になっており、もう片方は上り坂になっている。

「恐らくは上り坂の方が地上へと通じる道でしょう」

「そうね」

　リカリアーナは迷うことなく上り坂の通路へ足を向けた。

　でもあたしは迷った。上へではなく、下へ行きたいと思ったのだ。

「どうしました？　フレミア」

「ねえ、リカリアーナ。この先をずっと下へ下へ下りていけば、あたし、出会えると思うの。ここのダンジョンマスターは、きっとドラゴンよ」

「そうだとしても、今は地上を目指すべきです」

　リカリアーナは下へ向かおうとするあたしの肩をつかんで止める。

「ライさんだけのことではありません。私たちはダンジョンへ潜もぐる装備をなにも整えていません。さらに言うのであれば、もしもこのダンジョンの主が本当にドラゴンであるのなら、まずはその事実を冒険者ギルドに伝えるべきです」

「で、でも」

「新しいダンジョンを発見したとなれば、確実に多くの冒険者がこのダンジョンを攻略しようと動き出すでしょう。やがては誰かがダンジョンマスターの元にも辿り着く。そのとき、このダンジョンの発見者の名は広く世界に轟くでしょう。ドラゴンのダンジョンを発見した人間として」

「…………」

「それでいいのではないのですか？　あなたは祖先の名めい誉よのために、大好きな人の遺志を継いでここまで来たのではないのですか？」

「……そう、そうね。そのとおりよ」

　あたしはそのために王都に来た。家とおばあさまのために。すべてリカリアーナの言っているとおりだ。

　ここで危険を冒してまでさらなる地下へと潜る必要性などどこにもない。潜るなら潜るで、一度王都に戻り、すべてを報告した上で然しかるべき装備を整えて再び赴おもむいた方がいい。

　でも、心は先の見えない下へと続く通路の奥へと向いている。

　こっちへ来い。こっちへ連れて来い。と、誰かが手招きしているのだ。

「フレミア・マルドゥナ。私を見なさい」

　リカリアーナに両の頰ほおをつかまれ、強引に彼女の方を向かせられる。

　鋭い眼差し。でもその奥にあたしを心配する色をのぞかせて、リカリアーナはあたしを見ていた。

「深しん淵えんからの呼び声に答えてはいけません。行けば、きっと戻れなくなります」

「深淵？」

「エルフの神話に登場する、人が生まれながらの獣じゆう性せいに負けたときに堕おちる、光の届かない暗い地の底です。深淵へ一度堕ちてしまったものは、自分でも気付かないうちに、大切な人もなにもかもを巻き込んで破滅へと転がり落ちていくとエルフたちの間には伝えられています」

「そんな場所が、本当に存在するの？」

「わかりません。ですが、ひとつだけわかっていることがあります」

　リカリアーナはあたしの頰から手をどけると、小さく笑みを浮かべた。

　その笑みは引きつっていて、強ばっていて、無理矢理作っているのがはっきりとわかった。けれど、あたしをどうにかしようと精一杯努力しているのがわかる、そんな笑みだった。

「そこはきっと寂しい場所です。フレミア、あなた一人ぼっちは平気ですか？」

「……ううん、一人きりは嫌よ。とても寒いもの」

「では温かな方へと向かいましょう。ライさんが待っています」

「うん」

　リカリアーナが差し出した手を握り返し、二人で地上へ繋つながる通路へと進んだ。

　でも深淵は、一度足を踏み入れかけたものを易々と逃がしはしなかった。手招きをして来ないのなら、足をつかんで引きずり下ろそうとするのだ。

　通路をしばらく先へ進んだところで、再び光の満ちた大きな空間に出たあたしたちだったが、そこには地上へ続く長い階段の前に立ちふさがるようにして、一体の首のない騎士が待ちかまえていた。

「デュラハン？」

　ダンジョンの入り口には門番を兼ねたモンスターが配置されていることが多い。目の前のモンスターはきっとその門番だろう。

　そしてその門番のレベルが、そのダンジョンの攻略難易度を測る物差しとして使われていた。門番として強いモンスターが配置されていればいるほど、そのダンジョンの攻略難易度は高いものとして扱われる。

　そういう意味では、門番にデュラハンというのは、このダンジョンがかなりの難易度であることを指し示していた。漆しつ黒こくの鎧を身にまとい、剣と首とを携えて現れるこのモンスターの討伐推奨レベルは38だ。

　とはいえ、隣国にある世界最大難度のダンジョンの門番は、討伐推奨レベル40のスケルトンキングである。それに比べてしまえばいくらか難易度は低いのだろう。どちらにせよ、レベル52のリカリアーナなら簡単に蹴け散ちらせる相手でしかない。

「フレミア。私が時間を稼ぎますので、あなたは隙をついて地上へ逃げて下さい」

「リカリアーナ？」

　突然逃げろと言われ、リカリアーナの顔を覗き込む。彼女は顔にびっしりと脂あぶら汗あせを浮かべていた。

　そこであたしも気付く。目の前の騎士は大きな剣こそ携たずさえているものの、自分の首を持っていないことに。

　デュラハンではない。デュラハンによく似た、モンスター目録にも載のっていない新種のモンスターだ。

　そして鑑定スキルを持つリカリアーナには、その新種のモンスターの名前とステータスがわかったのだろう。

　彼女は震える声で、言った。

「スリーピーホロウ。レベルは60です」

　直後、深淵の騎士は死の刃を振りかざして、不ふ埒らちな侵入者たちに襲いかかった。





　　　　　◇◆◇






　瞬きをする。

　スリーピーホロウはその瞬きの間にあたしたちまでの距離をゼロにしていた。

　大剣を上段に振りかぶり、あたしとリカリアーナをもろとも両断せんとする。

「ぐっ！」

　リカリアーナが両手で引き抜いた短剣を頭上で交差させ、大剣の一撃を受ける。彼女の身体を支えていた地面が陥かん没ぼつし、盛大に亀裂が走ると共に衝撃波が周囲に吹き荒れた。

「きゃあ！」

「ああァ！」

　剣圧だけで遠くまで吹き飛ばされてしまったあたしの耳に、リカリアーナの聞いたことのない大声が聞こえてきた。

　彼女は大剣を力ずくで弾き返すと、スリーピーホロウの胸元へ潜り込み、短剣の切っ先を鎧の隙間へと滑り込ませる。

　瞬きをする。

　リカリアーナの一撃がどうなったのかを見届けることはできなかった。気がつくと、半歩後ろに下がったスリーピーホロウが剣を横に振り抜いており、リカリアーナが床に這はい蹲つくばるようにしてその一撃を避けていた。

　そこから全身のバネを使って起きあがると共に、リカリアーナはスリーピーホロウの胸元近くの隙間めがけて短剣を突き出す。

　瞬きをする。

　どのような攻防を経てそうなったのかはわからない。再び両者の位置が入れ替わっていた。

　スリーピーホロウが剣を下段に構え、リカリアーナがバランスを崩した状態で、なんとか剣の攻撃を受けようと短剣を力強く握りしめて盾にしていた。

　ゴゥ、と烈れつ風ぷうを伴ともなうスリーピーホロウのフルスイングによって、リカリアーナの身体が矢のように飛んでいき、高い天井に背中から叩きつけられる。

「リカリアーナ！」

　破片と共に地面へと落ちてくる姿を見て、さらにそんな無防備な彼女へスリーピーホロウがとどめを刺すべく跳ちよう躍やくしたのを見て、あたしは悲鳴をあげた。

　空中では体勢の入れ替えができない。あのままでは大剣の直撃をもらってしまう。

　そう思ったあたしはまだまだリカリアーナのことをなめていた。

　リカリアーナはナイフを投とう擲てきして天井に打ち込むと、鋼糸を使って器用にスリーピーホロウの斬撃を避ける。それどころか、その背中に痛つう烈れつな蹴りを入れ、今度は逆にスリーピーホロウを床へと叩きつけた。

　そして床へと音もなく着地する。

「フレミア！　早く！」

「う、うん！」

　彼女に叱しつ咤たされ、あたしは慌てて出入り口を目指した。

　その間も戦いからは視線は外さない。スリーピーホロウもまた、何事もなかったかのように立ち上がり、剣の切っ先をリカリアーナに向けていた。

　再び両者は瞬きの間にその距離を詰めると、あたしではとても目で追いきれない高速の攻防を再開させた。おおよそ鋼と鋼とがぶつかったとは思えない轟音と衝撃波をまき散らし、互角の戦いを繰り広げる。

　いや、互角に見えたのはあたしが拙つたないからなのだろう。

　よくよく見れば、スリーピーホロウにはほとんど傷がないのに対して、リカリアーナの身体にはいくつかの出血を伴う深い傷が刻み込まれていた。

　動きの速度こそほとんど変わらないが、筋力や耐久といった能力値はスリーピーホロウの方が遙かに上なのだ。リカリアーナは水の上で翻ほん弄ろうされる木の葉のように、攻撃を受けるたびによろめきそうになるのを、恐るべき技量によってなんとか持ちこたえているに過ぎなかった。

　仕方がないことなのだ。通常、彼我のレベル差が５あると決定的な戦力差になると言われている。

　もちろん、この差は戦闘系スキルの有無で左右されるが、それでも５レベル違えば、ステータスの能力値にかなりの差が生まれる。レベルが８も違うリカリアーナとスリーピーホロウでは、リカリアーナが圧倒的に不利だった。このままでは遠からずリカリアーナは負けてしまう。

　それを彼女も悟ったのだろう。ここで一か八かの勝負を仕掛けた。

「シャドウキリング」

　スリーピーホロウの大振りの薙ぎ払いを地面スレスレまでしゃがみ込むことによって回避した直後、リカリアーナは魔法の詠唱を唱えるように、力強くひとつのキーワードを口にした。

　刹せつ那な、瞬きの時間すら必要とせず、物理法則を無視したかのような異常な速度で、彼女は敵の背後を取っていた。

　特技だ。

　ボーナススキルのひとつである、ある一定の動作の自動執しつ行こう。戦闘系スキルの特技となれば、その特技発動中だけ大幅に身体能力が上昇し、本来ではありえないような動きすら可能とする。たとえば加速の中で体勢を変え、一瞬で敵の背後に移動するといった動きすら可能となる。

　特技の発動には特定のキーワードを必要とする。シャドウキリング。聞いたことのない特技だ。ニンジャの特技なのだろうか？

　いきなり背後を取られたスリーピーホロウの無防備な背中に向かって、リカリアーナは短剣を突き立てる。出血の代わりに、首から出ているのと同じ黒い湯気のようなものが傷口からもれる。たまらずスリーピーホロウは退避しようとするが、さらにたたみかけるように、リカリアーナは首の根本を狙って短剣を振り下ろした。

　デュラハンの弱点は抱えている頭と切断された首の根本。よく似たスリーピーホロウも同じ弱点だという判断なのだろう。

　それはどうやら正解のようだった。けどスリーピーホロウとデュラハンでは決定的な違いがある。

　スリーピーホロウは剣を握る方とは逆の手がふさがってはいないのだ。

　リカリアーナの攻撃に対し、スリーピーホロウはあいていた左手を盾として使った。手のひらで短剣を受け止めると同時に、右手に握った大剣をリカリアーナに叩きつける。

　リカリアーナはすんでのところで短剣から手を離し、後ろへと下がっていたが、スリーピーホロウの剣は直撃せずともかすめただけで恐ろしい破壊力を発揮する。その風圧と衝撃だけで、リカリアーナを遠く離れた壁に叩きつけた。

「がはっ！」

　背中から強かに壁に叩きつけられたリカリアーナは、口から血を吐いて苦悶の声をあげた。

　そこへさらにスリーピーホロウは追撃を仕掛ける。剣を手に詰め寄って、一いつ気き呵か成せいに攻め立てていく。

　リカリアーナはなんとか両手に短剣を握って受け流そうとするが、ダメージをもらった直後ということもあり、上手く体勢を立て直せない。

「シャドウキリング！」

　彼女は再び特技を発動させ、避けきれない剣の一撃を辛うじて回避する。

　その姿がスリーピーホロウの背後へと移動する。そう、移動してしまうのだ。

　特技は発動したが最後、途中でその動きを止めることはできない。それをスリーピーホロウも理解していたのだろう。リカリアーナが特技の名を叫んだ瞬間、握力だけで攻撃を中断し、背中に向かって剣を振り切る。

　けどリカリアーナもそれを読んでいた。

　スリーピーホロウへ刃を立てるのではなく、背後に回った瞬間、短剣を交差させて攻撃を受ける構えを見せる。吸い込まれるようにスリーピーホロウの刃は、リカリアーナの交差させた短剣の中心に入り、彼女の身体を逆の壁まで吹き飛ばした。

　再び背中から壁に叩きつけられるリカリアーナ。それでも彼女がそれで死ぬことはないと、スリーピーホロウもここまでの戦いで理解していた。

　彼女が体勢を整える前に今度こそ勝負を決めようと、入り口の近くから反対側の壁までを全ぜん力りよく疾しつ走そうする。

　リカリアーナは半ば壁に埋まった状態から脱せられていない。

「シャドウキリング」

　仕方がなく、彼女は三度特技を発動した。

　だがすでに二度同じ特技を見せられたスリーピーホロウは、それこそを待っていたと、リカリアーナの姿が消えると同時に、背後に対して今度こそ致ち命めい傷しようを与える剣をお見舞いする。

　だがその刃は空しく宙を切った。リカリアーナはスリーピーホロウの背後には現れなかった。

「舌を嚙まないでください！」

　彼女はあたしの背後に出現していた。

　リカリアーナはあたしの身体を強引に抱えると、出入り口の階段めがけて走った。

　そう、これが彼女の作戦だった。

　二度の特技を強烈に印象づけることで、スリーピーホロウを入り口から一番遠い場所まで誘導、足を止めさせ、その隙にあたしを連れてダンジョンから抜け出す。

　あたしが出口に近付けば近付くほど距離を稼げるため、あたしに隙をついて逃げろと言ったのだろう。自分を囮おとりにしてあたしだけ逃がそうと考えているかと思ったが、そうではなかったのだ。

　リカリアーナは冒険者ではない。ましてや騎士ではない。敵に背中を見せて逃げることに対して、一切の躊ちゆう躇ちよがない。スリーピーホロウが自分よりもレベルが高いことがわかった瞬間から、彼女は敵に勝つことではなくいかにして逃げるかを考えていたのだろう。

　ダンジョン内のモンスターにはひとつの制約が存在するのだ。ダンジョンで生まれたモンスターは、どれだけ強くても、ダンジョンの外には出られない。

「リカリアーナ、すごい！」

　偽いつわらざる称しよう賛さんを口にする。いかにスリーピーホロウが速いとしても、この距離ではどう足あ掻がいても追いつけない。

　リカリアーナもまたそれを確信したのか、あたしの言葉に対して軽口を返した。

「当然です。首のない相手とは戦っていられませんので」

　そう、戦いにすらなっていなかった。敵は自分を戦う相手とすら見ていなかった。

　騎士として──こんな侮ぶ辱じよくがあるものか！

　そのとき、そんな怒りの声が聞こえた気がした。ダンジョン内に木こ霊だまする、声を発することのできない首なし騎士の怒りの雄叫び。それは馬の嘶いななきと蹄ひづめの音となって現れた。

「っ!?」

　階段のすぐ近くまで来ていたリカリアーナは、次の瞬間、血相を変えてあたしを階段の上へと放り投げた。

　彼女に投げられたあたしは見た。

　スリーピーホロウの足下より生じた青白い馬が、主の怒りを代弁するように嘶き、スリーピーホロウを乗せて走り出すのを。

　地上を駆け抜けた流星の蹄が、一瞬にしてリカリアーナの身体を捉とらえるのを。

「リカリアーナ！」

　背中から階段へと落ちると共に、あたしはリカリアーナの名を叫んだ。

　人馬一体となったスリーピーホロウにはねられたリカリアーナは、地面に俯せに倒れ伏したままぴくりとも動かなかった。

　彼女を中心に、血だまりが広がっていく。

　慌ててリカリアーナに駆け寄ろうとしたあたしだったが、階段の下にスリーピーホロウが立ちふさがったことで足を止めざるをえなかった。

　スリーピーホロウが騎乗した馬が、その怒りに燃える紅の瞳で、あたしを忌いま々いましそうに見た。

　この地上へと続く階段は、すでに扱いとしてはダンジョンの外なのだろう。彼らはこの場所にいるあたしには手を出せない。

　もう一度憤いきどおるように馬が嘶くと、地面に倒れ伏すリカリアーナの方へ足を向けた。

　もう動けない彼女にとどめを刺すつもりなのだ。あたしに見せつけるために。

　スリーピーホロウは馬から下りると、ゆっくりとリカリアーナに歩み寄り、つま先で彼女を仰向けに転がした。そしてその真っ白な首元へと刃の切っ先を向け、あたしの方を一度振り返った。さあ、そこから下りて助けに来いと言わんばかりに。

　けど無理だ。あたしではどう足掻いてもスリーピーホロウには敵かなわない。リカリアーナのように戦うことすらできないだろう。

　逃げた方がいい。彼女の仇かたきを討とうと思うなら、このダンジョンの事実をギルドに伝え、多くの凄すご腕うで冒険者を募つのるべきだ。

　今、ここでリカリアーナを助けようと動いたら確実に死ぬ。いくらこの階段がダンジョンの外とはいっても、攻撃を仕掛けた瞬間、その法則はなかったものになる。深淵の騎士は喜び勇んで階段をかけあがり、あたしの首を狩るだろう。

　無駄死にだ。無駄死にだ。ここで足掻くことに意味はない。

　スリーピーホロウは動かないあたしを見て、肩をすくめて剣を振りかぶった。青白い馬が、あたしを嘲あざ笑わらうように嘶いた。

　あたしはぎゅっと目をつむり、自分に言い聞かせるようにつぶやく。

「マルドゥナの使命を思い出すのよ。生きて戻って脅威を伝えることこそがマルドゥナの使命。たとえ仲間が死ぬとしても、死んだとしても、その死を乗り越えてこの使命を果たすのよ」

　先祖代々そうしてきた。尊敬するおばあさまだってそうしてきた。

　そうして……。

『巻き込んでごめんなさいって、一度も思ったことがなかったとしても』

　おばあさまの最後の言葉を思い出す。

　その通りだと思う。あたしが巻き込んだわけではない。あたしはなにも悪いことはしていない。罪悪感を覚える必要なんてない。今もそう、思っている。

『巻き込んでごめんなさい』

　でも、それでも、おばあさまは最後にそう言ったのだ。

　大切な人の死に泣けなかった自分を、最後の最後で後悔した。

　そしてフレミア・マルドゥナは──一体誰に憧れて、こんな場所までやってきたのだったか？

「オープン！」

　気がつけば、ひとつの叫びがこの口をついていた。

　開かれた自分のステータスの下の方へと視線を落とす。

　そこに刻まれた『悪運』の文字。熟練度は気がつけば、２００を超えていた。そしてこうしている今も、ぐんぐんと上昇している。やめろやめろとあたしに訴えかけるように、３００に届かんばかりに跳ね上がっていく。

　知るか馬鹿。あたしはお前を気にして生きてるんじゃない。

「あたしは偉大なる大魔法使いを祖母に持つ未来の大魔法使い、フレミア・マルドゥナよ！」

　この冒険はあたしが始めたこと。

　だから、あたしの冒険を手伝ってくれた仲間をもてあそぶ奴は許さない！

「マジックセレクト！」

　悪運の叫びを無視して、マジックウィンドウを呼び出す。魔法使いとして攻撃することを宣言する。

　スリーピーホロウの狙いが、リカリアーナからあたしへと移る。もはや戦う力がなくいつでも殺せるリカリアーナではなく、逃げかねないあたしを先に仕留めるつもりなのだ。

　死神がゆっくりと近付いてくる。階段に、その足をかける。

「我が血よ燃もえ滾たぎれ！　我が魂の叫びを聞け！」

　恐怖に崩れ落ちそうになる足に力を込めて、あたしは詠唱を叫んだ。

「この胸の情熱こそが真の炎なれば！」

　使うのはもちろん、あたしが使える最強最大の攻撃魔法。けどそれはスリーピーホロウにはなんの痛つう痒ようも与えないだろう。

　そんなことはわかっている。

　これが誇ほこりを守る以外の意味がないことなのはわかっているのだ。

　それでも止められなかった。止めなくてもいいや、と思った。

　もうすぐきっと、自分は死んでしまうけれど。もしかしたら奇跡でも起きて、リカリアーナが復活するかも知れないし。そのための一瞬の時間稼かせぎさえできれば、うん、汚名返上、名めい誉よ挽ばん回かい、マルドゥナ家の先祖やおばあさまに胸を張れるというものだ。

　だから叫ぼう。高らかに。

　これがフレミア・マルドゥナなのだと！

「フレイム──ブレイクッ!!」

　マジックウィンドウが光と共に弾けて消える。

　同時に、スリーピーホロウを中心とした地面に紅の魔法陣が描かれ、そこから猛烈な勢いで炎が逬ほとばしった。

　視界を赤々と染める魔法の炎。

「マジックセレクト！」

　けどこれで終わりじゃない。もっともっとあたしを叫ぼう。

「フレイムブレイク！　フレイムブレイク！　フレイムブレイクッ！」

　連続して魔法を唱え、次々に噴ふき上あがる紅ぐ蓮れんの炎。その中から、漆しつ黒こくの死神がゆったりと歩み出てくる。

　やはりスリーピーホロウにはなんのダメージもなかった。ただ、うっとうしそうに炎を剣で払って、あたしへと近付いてくる。

　四度のフレイムブレイクによって、あたしの魔力はほとんどなくなってしまった。それでも最後まで諦めることなく、別の魔法を唱えるべく口を動かす。

　けどそれよりもスリーピーホロウが剣を振りかぶる方が早かった。

　そして今、死神の刃が振り下ろされ、て……




「よくがんばったな。さすがはフレミア・マルドゥナだ」




　そう言って、彼は力強くあたしの肩を叩いた。

　まるで物語に出てくる騎士のように、ライ・オルガスは仲間の危機に駆けつけたのだ。

「俺の仲間に──」

　そしてライの剣が、死神の刃よりも先に振り下ろされた。

「──手を出してるんじゃねえ！」

　渾こん身しんの一撃が破壊の嵐と化して、一直線に駆け抜ける。

　刃の直撃をその身に受けたスリーピーホロウだけではなく、その背後にいた騎馬も両断された。そのあと衝撃によって跡形もなく消し飛び、さらにダンジョンの床や壁、天井もろとも斬撃が破壊して破壊して破壊する。

　最後にぱりんと硝子ガラスが砕けるような音がして、ライの手の中でその剣の刀身が砕け散った。

「あちゃー。やっぱり安物じゃダメだな」

　ライは壊れた剣を悲しそうに見つめたあと、あたしの方を振り返って、それからニカリと人の好さそうな笑みを浮かべた。

「よう、フレミア。悪いが最後の美お味いしいところはいただいたぜ？」












　ライの笑顔を見て、胸がとくんと高鳴った。

　ミリエッタの言葉を思い出す。

　ライ・オルガスは基本的にはアホで、でも家族思いで──それから時々、すごくすごく格好いい。





　　　　　◇◆◇






　高鳴る胸を押さえつつ、ライに話しかける。

「ライ、どうしてここに？」

「いや、あのあとなんとかモンスターの群れを追い払えたのはいいんだけど、二人が落ちた穴が塞がっててさ。周囲を捜索してたら、すぐ近くにあったこのダンジョンの出入り口を見つけたんだ」

　モンスターの群れを追い払ったと軽くライは言う。けど今更驚いたりはしなかった。目の前でレベル60のスリーピーホロウを倒されたところなのだ。ライの強さは、もはや自分の計り知れないところにある。

「ギリギリ間に合って良かったよ。デュラハンとか、フレミア一人じゃ厳しいもんな」

「え？　いやあれはデュラハンじゃなくて──って、こんなこと話してる場合じゃないわ！　リカリアーナ！」

　あたしは階段を駆け下り、倒れるリカリアーナのところへ急ぐ。

　ライもリカリアーナの容体に気付くと、血相を変えてあたしを追い抜き、彼女を抱き起こしてその傷を確認する。

「まずいな。相当出血してる。一体どうして？」

「ライ、さん……」

　リカリアーナが弱々しくライの名前を呼んで目を覚ます。

「リカさん。大丈夫か？」

「ええ、なんとか致ち命めい傷しようは避けました。それに、もしものときを想定して、これを持ってきましたので」

　そう言って、リカリアーナは震える手で胸元から小さな宝石を取りだした。

　宝石には飲み口がついており、ほんの一口分の液体が封じ込められていた。

「体力回復のポーションです」

「「ポーション!?」」

　あたしとライは声を揃そろえ、飛び跳はねて驚いた。

「こ、これが噂のポーションなのか？」

「治癒魔法に薬剤師、それに調合スキルの三つを持ってないと作れないっていう噂のあれね？」

「そうだ。これひとつで王都で庭付きの一戸建てが買えるくらいの値段らしい」

「庭付き一戸建て！　なんてことなの！」

　悲鳴がもれる。なんて代物をリカリアーナは持っているのか。

「お、落ち着け。もったいないけど、リカさんの命の方が大事だ」

「そ、そうね。もったいないけど、リカリアーナの方が大事だわ」

「はい。こういうものはもったいないと温存しておくのではなく、使うべきときにすぱっと使ってしまわないと」

　リカリアーナがポーションの封を開ける。その瞬間から効果の減げん衰すいが始まるので、早く飲まないといけない。けどリカリアーナは飲もうとした直前、力が抜けてしまったのか、手を滑らせてポーションを取り落としてしまった。

「うぉ！」

　間一髪、ライが一滴も零こぼしてはいけないという強い使命感でポーションをつかみ取る。

「すみま──けほっ」

　リカリアーナが咳せき込こむ。内臓が傷ついているのか、口から血を吐いた。

「ああ、これは本格的にまずい……ですね」

「リカさん、なにをそんな冷静に。ほら、ポーションを飲んで」

　ライがポーションを、ぐったりとしたリカリアーナの口元に寄せて傾ける。

　けれどなぜかリカリアーナは口を開こうとはしなかった。

「リカさん、口を開いてくれ」

「そうよ。リカリアーナ。なんでポーションを飲まないの？」

「いえ、なぜと聞かれても……」

　リカリアーナは自分でもどうしてポーションを飲まないのかよくわからないように、差し出されたポーションを見つめたまま動かない。

　その間も何度も咳き込んで血を吐く。その顔色はあまりにも悪く、今にも死んでしまいそうで、横で見ていてすごく怖かった。

「お願い、リカリアーナ。早くポーションを飲んで。助かりたくないの？」

「……ああ、そうですね」

　あたしの言葉に、リカリアーナはようやく納得がいったように口の端はしを歪ゆがめた。

「ふと思ったのです。このまま生きることに意味はあるのかと。なんとなく、ですが。私はここで死んだ方がいいのかも知れないと、そんな風に思うのです。誰かを助けて死ねるなんて、それはきっと幸せなことで」

「なに馬鹿なこと言って──」

　あまりにも馬鹿なリカリアーナの発言に、あたしは反射的に怒鳴ろうとして。

　横でぐいっと、ライがお酒でも飲むようにポーションの瓶びんを呷あおっていた。

「ちょっ、ライ!?　なにを!?」

　驚くあたしの言葉を無視して、ライはやはり驚いた様子のリカリアーナの頰を両手でつかんだ。

　そして──

「んんっ!?」

　キスをした。

　もう一度言う。ライが、リカリアーナにキスをした。

「あわっ、あわわわわ」

　しかも普通のキスではない。大人のキスだ。ライは抵抗するリカリアーナの四肢を押さえ込み、彼女の口の中に強引に自分の舌をねじ込んでいた。静かなダンジョン内に、二人の唇の間で交わされる水音が大きく反響している。

　唐突なライの暴走にあたしは顔を真っ赤にすることしかできなかった。

　けれど、リカリアーナの細く白いのどが何度か動いたあと、その身体の傷が瞬く間に治っていくのを見て、ようやくライがポーションを口移しでリカリアーナに飲ませているのだと気が付いた。

　ライはポーションをすべてリカリアーナに流し込み、彼女の傷が完全に治ったところでようやく口を離した。

　そして羞しゆう恥ちから頰を赤くして自分の唇を押さえるリカリアーナに、ライはどこか怒った様子で言った。

「俺はリカさんに死んで欲しくないからこうした。文句あるか」

「あるに決まってるでしょこのアホぉおおおお！」

　愕がく然ぜんとしてなにも言い返せないリカリアーナの代わりに、あたしがライに蹴りを入れた。まるで鋼鉄かなにかを蹴ったような感触だった。い、痛い……。

「大丈夫か？　フレミア」

「あ、あたしはいいの！　それよりリカリアーナに謝るの！　ライは乙女おとめの唇をなんだと思ってるのよ！」

「けどリカさんが自分は死んだ方がいいとか言うから」

「それはあたしもむかっとしたけど、だからってキスとかしちゃダメ！　年齢的に大丈夫だと思うけど、これがもし初めてだったらどう責任取るつもりなのよ！」

「そりゃ、そのときは男としてきちんと責任は取るさ。リカさん美人だから初めてなわけないだろうけど」

　ライと二人でリカリアーナの顔を見る。

　さっきまで赤くなっていたリカリアーナは、いつも以上に感情を感じさせない表情で、凍こごえる視線をあたしたちに向けていた。

「今のが初めて奪われた唇になりますがそれがなにか？」

「ごめんなさい」

　ライが素早く頭を下げる。やっべ、やっちまった、とその横顔が物語っていた。

「……お気になさらず。この状況下で馬鹿なことを口にした私が悪いのですから」

　リカリアーナはそう言って立ち上がる。

　これにはライの方が動揺を隠せないようだった。

「り、リカさん。このクエストが終わったら、その、ご飯おごるから」

「つまり私の唇はご飯一度分の価値だということですね」

「お、王都で一番高い店でも大丈夫だから！　デザートもつけます！」

「……そういうことを言っているわけではないのですが」

「さっきは格好いいと思ったのに、ライってばやっぱりアホね」

　あたしが呆れるあまりにそう言うと、リカリアーナも同意するように何度も頷いた。

「まったくです。ライさんは本当に困った人です」

　リカリアーナはライに背中を向けた。するとライは嫌われたと、がっくりと肩を落とした。

　けれどあたしは見た。あたしだけは見ていた。

　ライには見えないリカリアーナの顔に笑みが浮かんでいたことに。

「仕方がありませんので、今回だけはそんなライさんの食事に付き合ってさし上げます」

　小さくてどこか苦笑じみた、けれど無理矢理作ったものではない彼女の本当の笑みを、あたしはこのとき初めて見たのだった。

「さて、いつまでもここにいるわけにもいきませんね」

　すぐにいつもの澄まし顔に戻ったリカリアーナは、ゆっくりと修復されていく部屋を見回して、それからあたしに視線を向けた。

「門番は倒すことができました。ライさんとも合流することができました。ですが、目的は変わりません。このダンジョンからの脱出。それでいいですね？」

「うん。構わないわ」

　本音を言えばまだ残念に思っている部分はあるけど、それは口にはしない。

「え？　戻るのか？」

　代わりにライがそう言った。

　この中で唯一の冒険者であるライの心は、このダンジョンにひかれているようだった。

「ライさん。専用の装備もなくダンジョンに潜るのはあなたでも厳しいと思います。それに剣も砕けてしまっているようですが？」

「そっか。そうだよな。せめて剣がないと挑戦することも難しいよなぁ」

　ライはダンジョンの奥へと続く通路の方を見て、それから軽く頭を掻いた。

「けど気になるんだよな。さっきからずっと、なんでか呼ばれてるような気がするんだ」

「呼ばれてる？」

「ああ、ちょうど」

　そこでライは言葉を途切れさせた。不思議そうに周囲を見回す。

「ライさん？　どうしました？」

「なあ、今なにか声が聞こえなかったか？」

「いえ、私はなにも聞こえませんでしたが。フレミアはどうですか？」

「あたしもなにも聞こえなかったわ。気のせいじゃないの？」

「気のせいじゃない。はっきりと聞こえたんだ」

　ライはじっと自分の足下を、その先にいる誰かを見るようして言った。

「──やっと見つけた、って」

「見つけた？　それは一体どういうことでしょうか？」

「それはわからないけど──って、フレミア。どうした!?」

　ライがあたしの顔を見て目を見開く。

　リカリアーナも同様にあたしを見て驚いた顔をする。

「どうしたの？　二人ともそんなに驚いた顔して？　あたしの顔になにかついてる？」

「お前、気付いてないのか？」

　ライがあたしに手を伸ばし、そっと目尻に浮かんだものをぬぐい取った。

「泣いてるぞ」

「え？」

　言われて初めて気付く。自分の頰を濡ぬらす涙に。

　慌ててぬぐうが、涙は次から次へと流れ出てきて止まらない。そして様々な感情がどこからか込み上げてきては、ぎゅうっとあたしの胸を締しめ上あげた。

「あ、あたし……なんで、こんな……」

　わからない。わからない。なんで自分がいきなり泣いてしまったかわからない。ただただ無性に切なくなってきて、色々なものに謝りたくなったのだ。

「ご、ごめんなさい。あたし、二人を危険な冒険に巻き込んだわ。じ、自分の都合に巻き込んで、危険な目に遭わせて、そ、それで今の今までそれが悪いことだとも思ってなかった……」

　衝動に任せるまま、二人に詫わびる。

「ごめんなさい。ごめんなさい。あたし、最低だわ。すごく、すごく最低だわ。自分のことしか考えてなくて、二人をいっぱい傷つけた。ごめんなさい。ごめんなさい！」

　もうそこからは言葉にならなかった。一体いつぶりなのだろう？　わんわんと小さな赤ん坊みたいに泣いてしまう。












「おい、いきなりどうしたんだよ？」

「そうです。気にすることはありません。私もライさんも全部わかってて同行を申し出たのですから」

　二人が困った様子でそう言った。

　優しい人たちだ。すごく優しい仲間だ。

　だからこそ、そんな二人を利用した自分が許せなくて。

　それに気付くこともできずにここまで連れて来た自分が許せなくて。

「ごめんなさい！　こんな風にドラゴンを探すなんて間違ってた！」

　ある意味では先祖を裏切るそんな言葉さえ、今はどうしようもなく正しく思えた。

　ああ、今ならおばあさまの最後の言葉の意味がよくわかる。そこに込められた悲哀と申し訳なさも。

　それなのに、あのときのあたしはおばあさまに正しい言葉をかけてあげられなかった。黙って慰めることしかできなくて。きっと、おばあさまは最後の最後まで悩みながら死んでいった。それなのに、あたしはそのことに気付くこともせず、ましてやお墓の前で涙ひとつ流さなかった。

「ごめんなさい。おばあさま、ごめんなさい。あたし、あたし、おばあさまのことが大好きだったのに……死んでしまったことが、こんなにも悲しいのに！　それなのに、それなのに……！」

　頭の中でおばあさまとの思い出があふれだす。

　楽しい思い出が、嬉しい思い出が、どれだけ愛してもらったか、どれだけ愛していたか、それはまるでこれまで閉じこめられていたかのように、一気にあふれ出して蘇よみがえってくる。

　涙が止まらない。申し訳なさと悲しさと愛おしさで、涙が止まらなかった。

「フレミア。大丈夫だからな」

「はい。今は思う存分泣いてください」

　ライとリカリアーナは、そんなあたしが泣きやむまで、ずっと優しく頭を撫でてくれた。

　まるで大好きなおばあさまみたいに。

　ずっと。ずっと。





　　　　　◇◆◇






　少しだけこのあとのことを話そうと思う。

　あのあと、あたしたちは王都に戻った。もうダンジョンを進んでまでドラゴンを探そうなんて気は、どこからも湧いてこなかった。あれから時間が経った今でも、そういう気持ちは湧いてこない。

　まあ、マルドゥナ家の跡取りとしては、いずれご先祖様の汚名はそそがないといけないわけだけど、そこまであせる必要はないかなと今は感じている。一時はあれだけ頑なに願ったものだけど、なんでだろう？　ダンジョン発見っていう大発見をしたからかな？

　そのあたしたち三人が発見したダンジョンだけど、リカリアーナが報告し、その後に改めてギルド職員が確認したことで、正式に新しいダンジョンとして認められた。

　名前はこれまでのダンジョンのように、発見者の姓名の一部から取ってつけられることになった。

　即すなわち、マルドゥナダンジョンである。

　リカリアーナは名前を使われたくないと固辞し、ライは少し悩んでいたが、ずっとマルドゥナ家が探してきた結果だからな、と言ってやはり辞退した。発見はあくまでも三人の功績だけど、名前はそういうことになった。

　このマルドゥナダンジョンの発見に王都は一時沸き立ったが、調査もかねてギルドより派は遣けんされたＡクラス冒険者パーティー三組からなるレイドパーティーが壊かい滅めつした事態を受けて、一転して微妙な空気になった。

　そもそもダンジョンの入り口が危険な魔の森の奥であり、さらにその攻略難度も桁けた外はずれと来れば、挑戦する冒険者などほとんど皆無に近かった。ダンジョンの恩恵はもはやないも同然である。

　……結局このマルドゥナダンジョンは、その本格攻略開始がずいぶんと先まで延期されることになる。

　ここを舞台に、ギルドマスターの号令により各地からかき集められたＳクラス冒険者たち、そして王国騎士団の精鋭が入り交じった大騒動にまで発展するのだが、それはまだ先のお話である。

　さて、そんなダンジョンを一緒に見つけ出した冒険の仲間たちだが、リカリアーナは今日もギルドの受付嬢として冒険者たちを見送っては出迎えている。

　どうしてレベルの高い彼女が冒険者の受付嬢なんかをしているのか、それはあたしにはわからないけれど、なんとなく彼女には似合っているような気がした。

　あのあと知的好奇心がおさえきれずに、彼女の使っていた特技とその特技を習得できるスキルについて調べてしまって、色々と彼女を取り巻くものを理解してしまったけど、それでもやはりギルドの受付嬢が優しいリカリアーナには似合うと思うのだ。

　そしてもう一人、ライのことだけど……。




「あのね、ライ。あたし、ライに謝らないといけないことがあるの」

　しばらくライが暮らしていた養護施設に逗とう留りゆうしたあと、あたしは家に帰ることになった。

　見送りに来てくれたライに、ずっと言えなかった秘密を口にする。

「あたしね、実は十六歳って言ってたけど、本当は十二歳なの！」

「ナンダッテ？　ソウダッタノカー！」

　ライはすごく驚いて、それから笑って許してくれた。

「それじゃあね、ライ。色々とありがとう。あなたに出会えて本当によかったわ。マルドゥナダンジョンを攻略するときには王都に来るから。あたし、それまでにもっともっと強くなっておくから」

　今回の冒険であたしは色々と成長した。レベルもひとつ上がったし、スキルの熟練度も増えた。まあ、悪運スキルの熟練度も３００を超えてしまったが。２００のボーナススキルの影響で金運が著いちじるしく下がってしまい、とても悲しい。

　でも３００ボーナスの方は素直に嬉しかった。戦闘時の幸運アップ、そして恋愛運アップとステータスには記されていたのである。おばあさまの表情を見て、ずっと逆だとばかり思ってたんだけど。

　なんでこのことを教えてくれなかったのかしら？　もしかして、あたしとおばあさまとではボーナススキルの内容が違った？　だとしたらそれはなぜ？　それとも、ただ恥ずかしかっただけなのかしら？

　そんな感じであたしは今回の冒険を通じて大きく成長した。

　けどライやリカリアーナと一緒に冒険するには、まだまだ全然足りない。次に冒険するときには、せめて足手まといにならないくらいには強くなっておきたい。ううん、強くなってみせる。

「だから、そのときはまた一緒に冒険してくれる？」

「もちろんだ。そのときはよろしく頼むぞ、未来の大魔法使い」

「うん、任せて！　なんたって、あたしは偉大なる大魔法使いを祖母に持つ未来の大魔法使い、フレミア・マルドゥナなんだから！」

　最初のときのようにそう言って、笑い合いながら手を振って別れる。

「あ」

　馬車に乗って王都を出発したあと、もうひとつ忘れていたことがあることを思い出した。

「そういえば、ライのステータスを結局見せてもらってないわ」

　それと最初に話せなかった、話しても信じてくれないと思って言わなかったマルドゥナの秘密。それをライにも伝えておきたかった。

　でもまあ、いいか。これでライとは今生のお別れではない。

　おばあさまのお墓参りをしたら、またいずれ彼に会いに行こう。

　そのときはライのステータスのことを聞いて、ドラゴンのステータスの秘密を教えてあげよう。

「ふふっ、ライならきっと信じてくれるわ。それですごくすごく驚くわ」

　ライの驚いた顔を思い浮かべ、あたしはクスクスと笑う。

　それから馬車の窓から顔を出して、城壁と騎士と冒険者の街が見えなくなるまで、目に焼き付けるように眺め続けた。

　いつかまた、あたしはここへと戻ってくる。

　今度こそドラゴンを見つけるために。ご先祖様の汚名を晴らすために。

　でも、今はゆっくりと色々なことを経験しようと思う。

　たとえば、そう、この悪運スキルの祝福に負けないような、

「ライ！　本当にありがと──!!」

　素敵な恋とか、したいと思う。













　それはマルドゥナダンジョン発見から数日後のこと。

　その日、私はライさんと夕食を一緒に食べる約束をしていた。

　夕刻、待ち合わせ場所である広場の噴ふん水すい前に足を運ぶと、まだライさんは来ていなかった。

　当然か。約束の時間まではまだ半刻ほどある。私が早く来すぎてしまったのだ。

　本当は約束ギリギリに来るつもりだったのだけれど、考えてみれば誰かと食事に出かけるなんて本当に久しぶりのことだったから、妙に落ち着かずに家を早く出てきてしまった。今になって、もっとしっかりと準備をしてくるべきだったと後悔している。

　前髪がおかしい気がするのだ。

　あとそもそも非番の日なのに、服装がギルド職員の制服なのはどうなのだろうか。

　もっとお洒落しやれをするべきだっただろうか。いやそれを言うなら、まずお洒落というのはどういうことなのか情報収集をしてくるべきだった。別に深い意味はないが、一緒に店に向かうライさんに恥をかかせるのはよろしくない……かも。

　せめて前髪だけでも整えようと、噴水に溜たまった水を覗のぞき込こもうとして、

「あなたがリカリアーナ・リスティマイヤさんよね？」

　すぐ後ろに立った人から、唐とう突とつに話しかけられた。












「……そうですが、私になにか御用でしょうか？」

　ゆっくりと後ろを振り返る。内心、早はや鐘がねを打つ自分の心臓を感じながら。

　完全に気配が読めなかった。本当に気が付けば、というしかない瞬きの間に後ろを取られていた。相手がもしも害意ある相手なら、今頃自分の命はないだろう。

　明らかに格上の存在。私は警けい戒かいをもって、そこに立っていた相手の姿を観察した。

　年齢は私より少し下くらいだろうか。柔らかそうな金色の髪を長く伸ばした、青い瞳ひとみの少女だった。華はなやかで美しい顔立ちをしており、口元には優しい微笑ほほえみをたたえている。

　酷ひどくまぶしく見える少女であり、初めて見る相手だった。

「どちら様でしょうか？」

「あら？　私のこと、あいつから聞いてない？」

　あいつ、と少女が指す相手のことが私にはわからなかった。個人的な付き合いのある相手など片手の指で数えられるほどしかいないし、警戒すべき相手として頭に叩き込んである顔と目の前の少女の顔は一致しなかった。

「ああ、ごめん。そうよね。たとえあいつから私のこと聞いていたとしても、私の顔までは知らないわよね。政務で人前に出るときも、いつも顔を隠してるし」

「顔を隠している？」

「そう。人に顔を知られると色々と面倒だしね」

　まるで後ろめたい理由でもあるかのような言いぐさだったが、当の本人はどこまでも明るくあっけらかんとした様子である。私とは違って、ただ面倒なだけであって、誰に対しても素性を隠す必要性はないと言わんばかりに。

　それもそのはず。私は気付いてしまった。

　彼女の言うあいつ──つまりライさんから以前聞いたことのある彼女の特とく徴ちようと、目の前の少女の特徴は一致していた。

　即すなわち、目の前にいる少女は──

「はじめまして、リカリアーナさん。私はシスティナ・レンゴバルトと言います。人は私のことを、第五十八代『聖せい女じよ』フィリーアと呼びますけどね」

　この世で最も高貴なるスキルを持つ少女は、そう言って堂々と名乗りを上げた。

　システィナ・レンゴバルト。正しよう真しん正しよう銘めいフィリーア教の聖女その人である。

　そしてライさんの幼なじみでもある女性だ。今はほとんど交流がないようだが、それでも何度かライさんから彼女の話を聞いたことがあった。

「聖女様でしたか。知らないとはいえ、無礼なことを申しました。申し訳ございません」

「気にしないで。突然話しかけたのは私の方なんだから」

　最初の態度を詫わびると、聖女様は気にしないでと笑い、自分の耳に軽く触れた。

「あなたのことは前々から知ってたから、見かけてつい話しかけちゃったわ。驚かせたならごめんなさいね」

「いえ」

　誰から私のことを聞いたのかはわからないが、それでも私のこの尖った耳を見れば、誰でも私の素性は察せられるだろう。

　問題は、私に話しかけた理由だが。

「ねえ、もしかして、あいつと待ち合わせでもしてるの？」

「あいつというのが、ライ・オルガスのことであれば、はい。今日は彼に食事をごちそうしていただく約束をしております。今はちょうど待っているところになります」

「つまりデートってわけね」

「いえ、そんなものでは」

「どっちにしろあいつもダメね。女性との約束で相手を待たせるなんて。私だったら来た瞬間、蹴りを入れてやるわ」

　えい、と聖女様は軽く蹴ける真ま似ねをする。

　それを見て私はどう反応していいのかがわからなかった。市し井せいの話に伝え聞く清せい廉れんなる聖女様とは思えない姿に驚けばいいのか、それともライさんから聞いていたとおりの姿に納得すればいいのか。

　結果、無表情で無反応を決め込むことになってしまった私に、反応をもらえなかった聖女様は恥ずかしそうに頰ほおを染そめて姿勢を正した。

　そのあと、こほん、と咳せき払ばらいをして本題に入る。

「それでなんだけど。あいつ、最近どうなの？　元気してるかしら？　変な病気にはかかってない？」

　ライさんを心配する言葉。同じ養よう護ご施し設せつで育った家族に対しては、当然といえば当然の質問だが、少しだけ違和感を覚えた。交流がないと聞いていたので、てっきりお互いにどうも思っていないと思っていたのだが、この感じは違うようだ。そんなに心配なら直接会いに来ればいいのに。

　疑問には思ったが、ここで噓うそを吐つく理由もなかったので、私は答えることにした。

「ライさんは元気ですよ。昨日も一日中、魔まの森もりでモンスター狩りをしていました」

「そう。相変わらずみたいね。よかった」

　聖女様は豊かな胸に手をあて、ほっと撫なで下おろす。

　そのあともライさんのことを色々と聞かれる。とは言っても、本当にどうでもいい質問ばかりだった。

　やがて満足したのか、聖女様は話を切り上げる気配を見せる。

「ありがとう。教えてくれて」

「いえ、お役に立てたなら光栄です」

「じゃあ、私はこれで。また縁があれば会いましょう、リカリアーナさん」

「はい。また」

　手を振って、聖女様は歩き去っていく。

「そうそう。最後にもうひとつ聞きたいことがあったんだけど」

　だが聖女様は少し行ったところで立ち止まり、背中をこちらに向けたまま質問を投げかけてきた。

「マルドゥナダンジョンだっけ？　あいつとあなた、あとフレミアって子が見つけたあのダンジョンなんだけど」

　当たり前のように、公表している情報には載のっていないはずの三人の発見者の名前を口にして、聖女様は尋たずねてきた。

「そこであいつ、変な声とか聞いてなかった？」

「……いえ、そのようなことはなかったと思いますが」

　予想外の質問に、私は少し答えるまでに間を開けてしまった。

「そう。それならいいの。きっと私の勘違いね」

　それを聖女様はどう捉とらえたのか、少しだけこちらを振り返って、口元に笑みを浮かべた。背筋を寒くするような、そんな笑みを。

「あの場所に足を踏み入れた者に咎とが人びとはいなかった。そういうことにしておくわ」

「っ!?」

　どきり、と先程以上に心臓の鼓動が大きく跳ね上がった。

「咎人とは、それはどういう──」

「あれ？　リカさん？」

　そのときシスティナさんがいるのとは逆の方角から、ライさんがやってきた。私の姿を見つけ、駆け寄ってくる。

「悪い。待たせちゃったみたいだな」

「い、いえ。それよりもライさん」

　私は手のひらを聖女様がいる方へと向けて、

「そちらに──」

　そこに誰もいないことに気付き、その先の言葉を詰まらせた。

「どうしたんだ？　そこに誰かがいたのか？」

　私が視線を逸そらしていたわずかな時間に、聖女様はいなくなっていた。まだしばらく見通しのよい広場が続いているにもかかわらず、忽こつ然ぜんと、まるで最初からいなかったかのように掻かき消きえていた。

　けれど彼女はそこにいた。間違いなくそこにいて、私のことを見ながら咎人と口にしたのだ。きっと、気付かれて、しまったのだ。

「いえ、なんでも……なんでも、ありません」

「そっか。じゃあまだ時間には早いけど、リカさんさえよければ食事に行こう」

「……はい」

　はしゃいだ様子で歩き出すライさんのあとを追いかけて歩き出しながらも、私はこの場所に来たときにあったくすぐったいような感覚が、もうどこにもないことに気が付いていた。心はいつものように冷え切っている。

　ああ、そうだ。私はなにを勘違いしていたのか。

　誰かと一緒に食事に行って楽しく過ごす。そんな普通の街娘のようなこと、私には似合わない。いや、許されていないというのに。自分の立場も忘れて、なにをはしゃいでいたのか。

　弁わきまえないといけない。私は誰からも愛され、尊とうとばれる聖女様とは違うのだ。

　私は愚おろかで罪深い、ただの……。

「……殺人鬼、なのだから」













　どうやら聖女様が動き出したらしい。

　ギルドの執しつ務む室しつにいた私のところにやってきた部下からもたらされた報告を聞いて、しかし私は驚くことはなかった。

　あらかじめ予想していたからだ。先のマルドゥナダンジョン発見にあたって、誰よりも早く、どこよりも強く圧力をかけてきたのは、他でもない教会──即すなわち、聖女を指導者に仰ぐ世界最大の宗教であるフィリーア教だったのだから。

　教会はマルドゥナダンジョン発見をなかったことにしようとしてきた。そんなものは存在しなかったことにしろと、そう取引を持ちかけてきた。

　それを一冒険者ギルドのギルドマスターでしかない私が無視して、勝手に世間に公表したものだから、さぞや向こうはあせっていることだろう。それ以上に怒っているだろうが。上う手まく立ち回らないと、ギルドマスターとしての立場を剝はく奪だつされてしまうかも知れない。

　だが……問題ない。

　そんなことにはならないし、マルドゥナダンジョン攻略もいずれ必ず実行に移す。

「ああ、そうだとも。これに繋つながる道をふさぐなんてとんでもない」

　私は椅い子すにもたれかかり、一枚の羊よう皮ひ紙しに眼めを向けた。

　それはフレミア・マルドゥナから、魔の森の通行許可証を発行した交換条件として手に入れたものだった。マルドゥナ家が代々受け継いできたという、伝説のドラゴンのステータス。その写し。

　これを見た瞬間、私にはすべてが理解できてしまった。

　自分は決して間違っていなかったのだと、そう確信してしまった。

「ドラゴン。神の敵にして破壊の化け身しん。即ち、どうあれ世界を変革する力を持つ存在」

　ならばこれから先、世界は否応なく変わっていくだろう。

　このドラゴンのステータスこそがその証明。──否、このドラゴンと同じステータスを持つ彼こそがその証明だ。

「そうだろ？　ライ。我が閃せん光こうよ」

　これから来るだろう時代を動かす大波の気配に、心臓が高鳴ってやまない。

　まるで宝物を見つけた子供のように。いつまでも、いつまでも、私は飽きることなく羊皮紙に記されたドラゴンのステータスを眺め続けるのだった。









　その誰にも読めないステータスを。









あとがき






　初めましての方は初めまして。ネットからお付き合い頂けている方は、いつもとは違う場所でお会いできて嬉うれしく思います。

　夏な柘つ楽らく緒おです。

　最初にお礼を言わせて下さい。この本を手にとって下さりありがとうございます。

　本作はいかがでしたでしょうか？

　すごくおもしろかった。ちょっと感動した。う～ん、微び妙みようだった。色々とあるとは思いますが、少しでも楽しい時間を過ごしていただけたなら、これ以上嬉しいことはございません。

　もしもまだお読みでないということでしたら、いかがでしょうか？

　お暇ひまではないですか？

　あー、なんか小説とか読みたいなー、とか思ってませんか？

　お財布に小銭がたくさん入っていて重たいな、とか思ってませんか？

　思ってない？　まったく違う？　よし、じゃあ買いましょうか！

　というのは半分冗談で、内容を少しだけ紹介させていただきます。

　この作品は所謂いわゆる、剣と魔法のファンタジーというやつです。

　主人公は剣で戦いますし、仲間として魔法を使う女の子も出てきます。そんな少年少女たちが協力して冒険します。そしてその始まりにはすべて、ＲＰＧゲームなどでお馴な染じみの『ステータス』が絡んできます。

　この物語はそんなステータスが歴史に根付き、文化に絡み、人々の価値観に影響を与えた世界で、普通とは違うステータスを持つ主人公が、自分の夢とステータスの謎なぞを追いかけていく物語になっております。

　冒険。ステータスの謎。可か愛わいい女の子。以上のキーワードが気になる方はどうぞお買い求め下さいませ！




　……しかしながら、改めてこうして自分の書いた物が本になっている、というのは実に不思議なものです。

　自分は昔から小説を書くのが好きでした。

　自分の作品が本として世に出るというのは、自分の中のひとつの夢であったわけですが、一年前にはこんなことになるとは想像もしておりませんでした。と言うのも、仕事やらなにやらで色々と忙しく、小説を書くということからしばらく遠ざかっていたからです。

　それでも楽しみながら、必死になりながら物語を書いていた日々を忘れられずに戻って来て、『よっしゃあ投とう稿こうすんぜ！』と投稿ボタンを押した日から、よくよく考えてみればまだ一年も経たっていないのです。

　書しよ籍せき化かが決まってからの日々はあっという間なようで、もうかなり昔のことのようにも感じます。なんだか初めて小説を書いていた頃のことを思い出しました。

　本当、人生なにがあるかわかりません。

　夢ってある日突然叶かなうこともあるんだな、となんか幸せな気分です。




　さて、では最後に謝しや辞じを述べさせていただきます。

　数多くあるネット小説の中から、この作品を見つけて声をかけて下さった編集のＨ様。とてもとても素晴らしいイラストを描いて下さった森もり沢さわ晴はる行ゆき様。誠にありがとうございます。色々と我わが儘ままを言って申し訳ございませんでした。

　他にも多くの方々に協力していただきました。本当にありがとうございます。




　最後に締しめの言葉としてもう一度だけ。

　この本に関かかわったすべての方々と、この本を手にとって下さったあなたへ。

　ありがとうございました。
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小説と戯れる青春を送り、一度バイバイしても結局は戻ってきてしまう、そんなある種の物書き中毒者。人生をかけて楽しめるものを早くに見つけることができて幸運だったと最近では開き直って、日々楽しく小説と戯れております。
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